
春
間
近
。

一足先に春をお届け。
昨年、 広報担当者が撮影した写真をお楽しみください。
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令
和
7
年
4
月
1
日

仙
北
市
長
　
田
口
　
知
明

令和 7 年度
施政方針

幸
福
度
幸
福
度  

Ｎ
Ｏ
・
Ｎ
Ｏ
・
11  

の
ま
ち
を
目
指
し
、

の
ま
ち
を
目
指
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
次
の
世
代
へ
継
承
す
る
た
め
の
方
針

　
　
　
　
　
　
　
　
次
の
世
代
へ
継
承
す
る
た
め
の
方
針

施政方針施政方針

　
令
和
７
年
度
は
、
仙
北
市
が
誕
生
し

て
か
ら
20
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎

え
る
年
で
あ
り
、
今
後
の
10
年
、
20
年

を
見
据
え
た
行
財
政
改
革
と
市
政
運
営

を
加
速
さ
せ
る
う
え
で
極
め
て
重
要
な

年
と
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
は
市

役
所
に
対
し
て
「
も
っ
と
市
民
の
声
に

耳
を
傾
け
て
ほ
し
い
」、「
も
っ
と
私
た

ち
を
頼
り
に
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思

い
を
寄
せ
て
お
り
、
そ
の
期
待
に
応
え

る
べ
く
、「
幸
福
度
全
国
N
Ｏ
・
1
の

ま
ち
」
を
実
現
す
る
と
い
う
目
標
を
全

職
員
が
共
有
し
、
一
人
ひ
と
り
が
自
己

研
さ
ん
と
挑
戦
を
続
け
て
い
き
ま
す
。 

　

社
会
情
勢
を
見
れ
ば
、
国
外
で
は
、

３
年
が
経
過
し
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
や
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
地
区
侵

攻
な
ど
に
起
因
す
る
不
安
定
要
素
が
続

き
、物
価
高
騰
が
長
期
化
し
て
い
ま
す
。

国
内
で
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
、

首
都
圏
へ
の
一
極
集
中
が
深
刻
化
す
る

な
ど
、
情
勢
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。
本
市
に
お
い
て
も
、
ふ
る
さ
と
納

税
に
大
き
く
依
存
す
る
脆
弱
な
財
政
構

 

政
策
の
基
本
方
針

 

4
つ
の
重
要
方
針

造
、
病
院
事
業
の
経
営
再
建
、
老
朽
化

し
た
公
共
施
設
の
解
体
・
修
繕
と
い
っ

た
課
題
に
加
え
、
自
然
災
害
や
異
常
気

象
へ
の
備
え
な
ど
、
山
積
す
る
課
題
に

対
応
し
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
令
和
６
年
度
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
と

と
も
に
行
財
政
改
革
や
公
共
施
設
の
見

直
し
な
ど
、
苦
渋
の
決
断
を
迫
ら
れ
る

場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
同
時
に
、
高

校
生
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
の
拡
充

や
、
県
内
ト
ッ
プ
と
な
る
ふ
る
さ
と
納

税
寄
付
額
の
達
成
、
新
た
な
道
路
整
備

計
画
の
具
体
化
、
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
誘

致
、
県
内
初
の
医
療
Ｍ
ａ
ａ
S
車
両
の

導
入
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー

ル
誘
致
の
進
展
な
ど
、
未
来
へ
の
希
望

を
生
み
出
す
成
果
も
得
ら
れ
ま
し
た
。 

　
改
め
て
「
不
退
転
の
覚
悟
で
挑
戦
と

改
革
を
断
行
す
る
」
方
針
を
胸
に
刻
み
、

市
民
の
幸
福
度
向
上
と
地
域
を
次
世
代

へ
継
承
す
る
と
い
う
市
政
の
使
命
を
果

た
す
た
め
、
令
和
７
年
度
も
市
役
所

が
一
丸
と
な
っ
て
前
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。 

　
「
幸
福
度
全
国 

N
Ｏ
・
１ 

の
仙
北
市
」

の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
一
層
加
速
す

る
た
め
引
き
続
き
、
以
下
の
４
つ
の
重

行
財
政
改
革
の
深
化

　
令
和
７
年
度
は
、
攻
め
の
方
針
と
し

て
「
観
光
産
業
並
び
に
情
報
産
業
の

活
性
化
に
よ
る
若
年
層
の
雇
用
促
進
」、

「
徹
底
し
た
子
育
て
支
援
」、「
全
市
民

が
健
康
を
実
感
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
」
の
３
つ
を
掲
げ
、
一
方
で
「
公
共

施
設
な
ど
の
中
長
期
的
な
視
点
に
基
づ

く
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
」、「
Ｄ

Ｘ
を
活
用
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
」、「
市
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
人
材
確
保
」
の
３
つ
を
守
り
の

方
針
と
位
置
付
け
ま
し
た
。
総
務
省
地

域
力
総
合
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
細
川

甚
孝
政
策
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
ご
協

力
の
も
と
、
攻
め
と
守
り
の
両
面
か
ら

改
革
を
さ
ら
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
※
１
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を

活
用
し
た
３
か
年
単
位
の
長
期
的
な
見

直
し
と
、
※
２

O
O
D
A
ル
ー
プ
を
用

い
た
短
期
的
な
見
直
し
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
無
駄
の
削
減
は
も
ち
ろ

ん
、
将
来
を
見
据
え
た
戦
略
的
な
投

資
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
部
局
ご
と
の
経
営
方
針
シ
ー
ト
を

基
盤
に
大
幅
に
見
直
し
た
総
合
計
画
の

も
と
、
各
施
策
や
事
業
に
設
定
さ
れ
た

経
営
目
標
達
成
指
標
（
K
G
I
）
お
よ

び
重
要
業
績
評
価
指
標（
K
P
I
）を
、

事
務
事
業
評
価
や
施
策
評
価
を
通
し
て

効
果
検
証
し
、
よ
り
効
率
的
・
効
果
的

な
市
政
運
営
を
追
求
し
ま
す
。さ
ら
に
、

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
を
統
廃
合
し
、

財
政
負
担
を
平
準
化
す
る
「
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
」
の
個
別
施
設
計
画

の
再
点
検
も
一
層
加
速
さ
せ
ま
す
。

※ 

１
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
…「Plan

（
計
画
）→ 

Do（
実

行
）
→ C

heck

（
評
価
）
→ A

ction

（
改
善
）」

と
い
う
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
繰
り
返
し
行
う
こ
と

で
、
業
務
な
ど
の
改
善
や
効
率
化
を
図
る
考
え
方

の
１
つ

※ 

２
O
O
D
A
ル
ー
プ
…O

bserve

（
観
察
）、

O
rient

（
状
況
判
断
）、D

ecide

（
意
思
決
定
）、

A
ct

（
行
動
）
の
4
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
繰
り
返
す
思

考
法

行
政
Ｄ
Ｘ
の
推
進

　
デ
ジ
タ
ル
改
革
の
基
本
方
針
と
し
て

国
が
掲
げ
る
「
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
、多
様
な
幸
せ
が
実
現
で
き
る
社
会
」

の
実
現
を
目
指
し
、
時
代
に
即
し
た
取

組
を
進
め
る
と
と
も
に
「
仙
北
市
Ｄ
Ｘ 

推
進
計
画
」
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。 

　

住
民
の
利
便
性
向
上
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
、
各
種
申
請
や
届
出
な
ど
の

行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め

る
た
め
、
全
国
自
治
体
の
導
入
事
例
を

参
考
に
し
な
が
ら
市
民
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。 

　

仙
北
市
公
式
L
I
N
E
の
配
信
可

能
人
数
は
、
昨
年
同
時
期
か
ら
７
０
８

人
増
え
、
８
５
５
７
人
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
引
き
続
き
行
政
情
報
を
迅
速
に

わ
か
り
や
す
く
配
信
し
て
ま
い
り
ま

す
。 

　
ま
た
、
令
和
６
年
度
か
ら
新
た
に
導

入
し
た
ノ
ー
コ
ー
ド
ツ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
既
に
災
害
時
の
情
報
共
有
ア
プ
リ

を
作
成
し
て
活
用
し
て
お
り
ま
す
が
、

さ
ら
に
業
務
時
間
の
短
縮
や
負
担
軽
減

な
ど
業
務
改
善
に
つ
な
が
る
ア
プ
リ
を

作
成
し
、
日
常
業
務
で
の
活
用
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。

組
織
再
編
と
横
断
的
な
政
策
推
進

　
時
代
の
変
化
に
対
応
し
て
施
策
を
推

進
す
る
た
め
、
令
和
７
年
４
月
に
組
織

の
ス
リ
ム
化
を
主
と
し
た
組
織
再
編
を

 

各
産
業
別
の
取
組
に
つ
い
て

情
報
産
業
、
ま
ち
づ
く
り
関
連

　
従
来
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
加

え
、
地
域
の
経
済
や
生
活
環
境
の
創
生

に
資
す
る
幅
広
い
事
業
が
支
援
対
象
と

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、「
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
」
か
ら
名
称

が
変
更
さ
れ
た
「
新
し
い
地
方
経
済
・

生
活
環
境
創
生
交
付
金
」
を
活
用
し
、

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
誘
致

事
業
、
高
度
外
国
人
材
等
受
入
促
進
事

業
な
ど
を
展
開
し
ま
す
。

 

観
光
、
文
化
振
興

　
質
の
高
い
観
光
地
と
し
て
の
高
付
加

価
値
化
を
図
り
、
交
流
人
口
、
宿
泊
者

数
お
よ
び
観
光
消
費
額
を
伸
ば
す
こ
と

を
目
指
す
と
と
も
に
、
歴
史
的
文
化
資

産
の
保
存
・
継
承
と
活
用
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

 

農
業
振
興

　
令
和
６
年
度
ま
で
に
策
定
さ
れ
た
14

地
区
の
地
域
計
画
を
基
本
に
、
地
域
農

業
が
目
指
す
べ
き
農
地
利
用
の
姿
の
実

現
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
令
和
６
年

令
和
６
年

産
で
高
騰
し
た
米
の
買
取
価
格
や
高
止

産
で
高
騰
し
た
米
の
買
取
価
格
や
高
止

ま
り
し
て
い
る
資
機
材
価
格
な
ど
の
動

ま
り
し
て
い
る
資
機
材
価
格
な
ど
の
動

向
を
注
視
し
、
持
続
可
能
な
農
業
経
営

向
を
注
視
し
、
持
続
可
能
な
農
業
経
営

に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。  

商
工
業
振
興

　
市
内
企
業
に
対
す
る
人
材
確
保
の
支

援
を
図
り
な
が
ら
、
国
の
制
度
を
活
用

し
、
雇
用
対
策
や
企
業
誘
致
な
ど
地
域

経
済
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。  

行
い
ま
す
。 

　
総
務
部
で
は
、
事
務
事
業
総
合
調
整

室
を
総
務
課
に
機
能
を
移
行
し
ま
す
。

ま
た
、
収
納
推
進
課
に
は
税
務
課
の
納

税
係
を
移
行
し
、
課
税
部
門
と
納
税
部

門
を
分
け
た
組
織
体
制
と
し
ま
す
。 

　
市
民
福
祉
部
で
は
、
子
育
て
推
進
課

を
廃
止
し
、
機
能
を
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
に
移
行
し
ま
す
。

　
新
た
な
役
職
と
し
て
総
務
課
に
行
政

経
営
推
進
監
を
置
き
、
本
市
の
行
政
経

営
の
推
進
強
化
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

管
財
課
に
は
公
共
施
設
政
策
監
を
配
置

し
、
今
後
の
公
共
施
設
の
課
題
解
決
を

図
る
た
め
の
強
化
を
行
い
ま
す
。 

幸
福
度
全
国 

Ｎ
Ｏ
．
1 

の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
政
策
人
材
育
成　

　
令
和
7
年
度
も
政
策
人
材
育
成
を
推

進
し
ま
す
。
新
規
採
用
か
ら
部
課
長
ま

で
の
幅
広
い
層
を
対
象
と
し
た
人
材
育

成
を
進
め
、
政
策
形
成
力
、
工
程
管
理

力
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
多

面
的
な
能
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。 

要
方
針
を
軸
と
し
て
施
策
を
展
開
し
ま

す
。 
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市
税
は
法
人
市
民
税
・
固
定
資
産
税
の
増
な

ど
で
前
年
度
よ
り
３
２
８
８
万
1
千
円
増
の

26
億
８
８
９
１
万
2
千
円
を
見
込
み
ま
し
た
。
地

方
交
付
税
は
総
額
１
億
５
０
０
０
万
円
増
と
な
る

85
億
８
０
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

市
債
は
、
庁
舎
整
備
事
業
債
（
旧
合
併
特
例

債
）
な
ど
で
18
億
６
０
９
０
万
円
増
と
な
る

28
億
９
２
１
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
の
状
況
（
歳
入
）

一
般
会
計
予
算
の
状
況
（
歳
入
）

　

義
務
的
経
費
は
人
件
費
が
給
与
改
定
に
よ
る

増
な
ど
に
よ
り
１
億
７
４
３
７
万
9
千
円
増
の

36
億
８
８
３
０
万
7
千
円
、
扶
助
費
が
制
度
拡

充
に
伴
う
児
童
手
当
給
付
費
な
ど
の
増
に
よ
り

1
億
６
５
０
８
万
1
千
円
増
の
23
億
６
９
２
７
万

6
千
円
、
公
債
費
が
１
５
２
１
万
3
千
円
増
の

20
億
９
２
３
７
万
4
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
は
普
通
建
設
事
業
費
が
角
館
上

野
庁
舎
整
備
に
係
る
庁
舎
整
備
事
業
費
の
皆

増
、
内
川
橋
（
3
期
目
）
な
ど
改
良
工
事
に
係

る
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
費
の
増

な
ど
に
よ
り
18
億
３
３
５
８
万
5
千
円
増
の

31
億
７
２
３
２
万
7
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
経
費
で
は
、
物
件
費
が
基
幹
系

シ
ス
テ
ム
標
準
化
対
応
に
伴
う
委
託
料
の
増

な
ど
に
よ
り
2
億
２
９
８
５
万
5
千
円
増
の

28
億
６
３
４
８
万
1
千
円
、
補
助
費
な
ど
が

市
立
病
院
運
営
に
係
る
病
院
事
業
会
計
補
助

金
の
増
、
北
部
斎
場
の
大
規
模
改
修
に
伴
う

大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
斎
場
費
負
担

金
の
増
な
ど
に
よ
り
5
億
８
９
５
９
万
6
千

円
増
の
52
億
８
２
５
５
万
5
千
円
、
積
立
金

が
公
共
施
設
等
総
合
管
理
基
金
積
立
金
の
増

な
ど
に
よ
り
1
億
７
０
４
４
万
9
千
円
増
の

16
億
７
０
８
６
万
2
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
の
状
況
（
歳
出
）

一
般
会
計
予
算
の
状
況
（
歳
出
）

地方交付税
85 億 8,000 万円（35.8％）

市税
26億
8,891万 2 千円

（11.2％）

使用料および手数料
2億 6,992 万 8 千円

（1.1％）

繰入金

30 億
4,903 万 1 千 円

（12.7％）

地方消費税交付金  6億 8,978 万円（2.9％）

諸収入  9億 2,645 万 5千円（3.9％）
国庫支出金
17億9,764万7千円（7.5％）

県支出金  11億3,037万8千円（4.7％）
市債  28 億9,210万円（12.1％）

分担金および負担金
982 万 5 千円（0.0％）

財産収入  3,421 万 4千円（0.1％）
寄附金  15億 834 万 1千円（6.3％）

繰越金  1千円（0.0％）

その他  4 億 38 万 8千円（1.7％）

自主財源（35.3％） 依存財源（64.7%）

歳入の内訳

人件費 … 職員の給料や議員報酬などのお金
物件費 … 消耗品の購入や委託料など消費的性質のお金
維持補修費 … 道路や公共施設の維持管理のためのお金
扶助費 … 子どもやお年寄り、体の不自由な方などを支援するためのお金
補助費など … 各種団体に対する助成や一部事務組合へ負担するなどのお金

普通建設事業費 … 道路や公共施設の建設や改修のお金
公債費 … 事業を行うため市が借り入れたお金の返済金
積立金 … 基金を積み立てるためのお金
繰出金 … 他会計への繰出にかかるお金
その他 … 災害復旧事業費、投資および出資金、貸付金、予備費など

用用
語語
説
明

公債費  20 億 9,237 万 4 千円（8.7％）

人件費
36億8,830万7千円

（15.4％）

補助費など
52億8,255万5千円（22.0％）

普通建設事業費  
31億7,232万7千円（13.2％）

積立金  16 億 7,086 万 2千円（7.0％）

繰出金  15 億 2,297 万 3千円（6.4％）

その他  7 億 127 万 4千円（2.9％）

扶助費  23 億 6,927 万 6 千円（9.9％）
維持補修費  6 億 1,357 万 1千円（2.6％）

歳出の内訳（性質別）

物件費
28億6,348万1千円（11.9％）

市税 … 市民税や固定資産税など
分担金および負担金 … 施設入所者の負担金など
使用料および手数料 … 施設使用料や戸籍等の証明書交付手数料など
財産収入 … 預金利子や市所有物の売買収入など
寄附金 … 寄附でいただいたお金
繰入金 … 他の会計・基金から繰り入れしたお金
繰越金 … 前年度残ったお金

諸収入 … 貸付金の元利収入など
地方消費税交付金 … 地方消費税から一定の基準で地方に交付されるお金
地方交付税 … 地域間の財政力格差を調整するために国から交付されるお金
国庫支出金 … 特定の事業に対し、国から交付される補助金など
県支出金 … 特定の事業に対し、県から交付される補助金など
市債 … 大きな事業を行うために借り入れるお金
その他 … 地方譲与税や各種交付金など

用用

語語

説説

明明

令和 7 年度
当初予算

408億 7,875万 5千円
（前年度比 38 億 7,306 万 9 千円　10.5% 増）

一般会計 239 億 7,700 万円

79 億 9,728 万 3 千円

89 億 447 万 2 千円

特別会計

企業会計

令和 7 年度 仙北市の予算総額

会計名 令和 7 年度予算額 令和 6 年度予算額 比較 伸び率
一般会計 239 億 7,700 万円 206 億 2,400 万円 33 億 5,300 万円 16.3％

特別会計 79 億 9,728 万 3 千円 77 億 6,734 万 3 千円 2 億 2,994 万円 0.3％

集中管理特別会計 42 億 3,429 万 2 千円 40 億 3,025 万 4 千円 ２億 403 万 8 千円 5.1％

国民健康保険特別会計
（事業勘定）

26 億 5,536 万 1 千円 26 億 7,936 万 5 千円 △ 2,400 万 4 千円 △ 0.9％

国民健康保険特別会計
（神代診療施設勘定）

6,878 万 9 千円 7,608 万 1 千円 △ 729 万 2 千円 △ 9.6％

後期高齢者医療特別会計 4 億 444 万 8 千円 3 億 9,436 万 4 千円 1,008 万 4 千円 2.6％

介護保険特別会計 5 億 647 万 8 千円 4 億 5,743 万 8 千円 4,904 万円 10.7％

生保内財産区特別会計 8,565 万１千円 8,400 万円 165 万１千円 2.0％

田沢財産区特別会計 3,700 万１千円 4,100 万円 △ 399 万 9 千円 △ 9.8％

雲沢財産区特別会計 526 万 3 千円 484 万 1 千円 42 万２千円 8.7％

企業会計 89 億 447 万 2 千円 86 億 1,434 万 3 千円 2 億 9,012 万 9 千円 3.4％

病院事業会計 60 億 249 万 6 千円 56 億 4,498 万 2 千円 3 億 5,751 万 4 千円 6.3％

温泉事業会計 1 億 1,019 万 5 千円 9,069 万 9 千円 1,949 万 6 千円 21.5％

水道事業会計 11 億 5,285 万 7 千円 13 億 5,343 万円 △ 2 億 57 万 3 千円 △ 14.8％

下水道事業会計 16 億 3,892 万 4 千円 15 億 2,523 万 2 千円 １億 1,369 万 2 千円 7.5％

　

令
和
７
年
度
仙
北
市
当
初
予

算
は
、「
幸
福
度
全
国
Ｎ
Ｏ
．

１
」
と
い
う
市
政
理
念
の
実
現

に
向
け
て
、
直
面
し
て
い
る
課

題
解
決
や
市
民
の
皆
さ
ま
の
喜

び
に
つ
な
が
る
よ
う
、「
攻
め
」

と
「
守
り
」
の
両
面
か
ら
結

果
・
成
果
を
重
視
し
た
政
策
の

推
進
に
重
点
を
置
い
た
予
算
で

す
。
一
般
会
計
は
、
前
年
度
比

33
億
５
３
０
０
万
円
の
増
と
な

る
２
３
９
億
７
７
０
０
万
円
の

予
算
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一般会計・特別会計・企業会計予算総括表

詳しい予算は･･･

　仙北市ホームページ（https://www.
city.semboku.akita.jp/government/
information/yosantop.
html）からもご覧いただ
けます。

当初予算当初予算

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
の
危
機
的
状
況
を
克
服

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
の
危
機
的
状
況
を
克
服

し
、
将
来
に
持
続
可
能
な
仙
北
市
を
実
現
す
る
た
め
、
子
育

し
、
将
来
に
持
続
可
能
な
仙
北
市
を
実
現
す
る
た
め
、
子
育

て
支
援
・
少
子
対
策
、
個
性
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
や
関

て
支
援
・
少
子
対
策
、
個
性
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
や
関

係
人
口
の
拡
大
に
重
点
を
置
い
た
予
算
編
成
で
す
。

係
人
口
の
拡
大
に
重
点
を
置
い
た
予
算
編
成
で
す
。
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▼  

教
育
旅
行
支
援
事
業
費

１
２
５
万
７
千
円

　
　
県
を
代
表
す
る
教
育
旅
行
の
受
け
入
れ

地
域
と
し
て
宮
城
県
、
北
海
道
方
面
、
岩

手
県
に
加
え
、
首
都
圏
へ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
地

域
を
広
げ
誘
致
活
動
を
実
施
す
る
。

▼ 
リ
ト
リ
ー
ト
推
進
事
業
費　

 

１
０
０
万
円

　
　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
方
々
に
豊
富
な
自
然
、

景
観
、
文
化
を
体
験
し
な
が
ら
創
作
活
動

を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
質
の
高
い
情
報
発

信
や
親
和
性
の
高
い
関
係
人
口
の
創
出
を

目
指
す
。

▼    

有
害
鳥
獣
駆
除
事
業
費

有
害
鳥
獣
駆
除
事
業
費１

０
６
６
万
２
千
円

１
０
６
６
万
２
千
円

　
　
野
生
動
物
に
よ
る
農
産
物
・
林
産
物
被

　
　
野
生
動
物
に
よ
る
農
産
物
・
林
産
物
被

害
お
よ
び
人
的
被
害
防
止
の
た
め
、
有
害

害
お
よ
び
人
的
被
害
防
止
の
た
め
、
有
害

鳥
獣
捕
獲
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
侵
入

鳥
獣
捕
獲
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
侵
入

防
止
柵
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
。

防
止
柵
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
。

急
増
す
る
イ
ノ
シ
シ
・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
へ
の

急
増
す
る
イ
ノ
シ
シ
・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
へ
の

対
応
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
新
規
猟
友

対
応
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
新
規
猟
友

会
員
の
増
加
を
図
る
。

会
員
の
増
加
を
図
る
。

▼    

企
業
誘
致
対
策
事
業
費　

企
業
誘
致
対
策
事
業
費　

      

２
８
３
万
円

２
８
３
万
円

▼ 

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
５
３
万
５
千
円

　
　

農
家
民
宿
・
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
支

援
お
よ
び
ア
ウ
ト
ド
ア
を
含
む
各
種
体

験
の
受
け
入
れ
基
盤
を
整
備
し
つ
つ
、
観

光
施
設
な
ど
の
連
携
を
強
化
し
、
滞
在
時

間
の
拡
大
を
目
指
す
。

▼  

青
少
年
国
際
交
流
事
業
費４

０
８
万
２
千
円

　
　
受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
と
国
際
的
視
野

を
持
っ
た
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
国
際

団
体
の
受
け
入
れ
や
青
少
年
の
訪
台
交
流

事
業
な
ど
を
実
施
す
る
。

  

創
造
性
あ
ふ
れ
る

創
造
性
あ
ふ
れ
る

             
             

産
業
が
息
づ
く
ま
ち

産
業
が
息
づ
く
ま
ち  

01

  

人
が
輝
き
安
心
し
て

人
が
輝
き
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち

暮
ら
せ
る
ま
ち

02
▼    

よ
ぶ
の
る
角
館
運
行
事
業
費

よ
ぶ
の
る
角
館
運
行
事
業
費

３
１
２
６
万
５
千
円

３
１
２
６
万
５
千
円

　
　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
の
技
術
サ
ポ
ー
ト
を

　
　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
の
技
術
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
な
が
ら
、
交
通
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
「
よ
ぶ
の

受
け
な
が
ら
、
交
通
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
「
よ
ぶ
の

る
角
館
」
の
実
証
運
行
を
継
続
す
る
。

る
角
館
」
の
実
証
運
行
を
継
続
す
る
。

  

人
優
し
さ
に
あ
ふ
れ

人
優
し
さ
に
あ
ふ
れ

　
　
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

　
　
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

03
▼    

仙
北
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
地
域
医
療
・
総

仙
北
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
地
域
医
療
・
総

合
診
療
連
携
講
座
開
設
事
業
費

合
診
療
連
携
講
座
開
設
事
業
費９

０
０
万
円

９
０
０
万
円

　
　
秋
田
大
学
医
学
部
と
仙
北
市
が
共
同
で

　
　
秋
田
大
学
医
学
部
と
仙
北
市
が
共
同
で

寄
附
講
座
を
設
置
す
る
。
仙
北
市
医
療
Ｄ

寄
附
講
座
を
設
置
す
る
。
仙
北
市
医
療
Ｄ

Ｘ
事
業
の
共
同
研
究
の
ほ
か
、
市
立
角
館

Ｘ
事
業
の
共
同
研
究
の
ほ
か
、
市
立
角
館

総
合
病
院
を
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
秋

総
合
病
院
を
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
秋

田
大
学
か
ら
指
導
医
を
派
遣
し
、
総
合
診

田
大
学
か
ら
指
導
医
を
派
遣
し
、
総
合
診

療
医
の
育
成
や
診
療
な
ど
を
行
う
こ
と
に

療
医
の
育
成
や
診
療
な
ど
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
地
域
医
療
人
材
の
確
保
を
推
進
す

よ
り
、
地
域
医
療
人
材
の
確
保
を
推
進
す

る
。
る
。

▼    

Ｍ
Ｒ
Ｍ
Ｒ
ＩＩ
検
診
補
助
金　
　
　
　
　

検
診
補
助
金　
　
　
　
　
5050
万
円
万
円

　
　

乳
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を

　
　

乳
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を

促
進
す
る
た
め
、
秋
田
大
学
医
学
部
卒
の

促
進
す
る
た
め
、
秋
田
大
学
医
学
部
卒
の

医
師
が
考
案
し
た
「
無
痛
Ｍ
Ｒ
Ｉ
乳
が
ん

医
師
が
考
案
し
た
「
無
痛
Ｍ
Ｒ
Ｉ
乳
が
ん

検
診
」
に
係
る
検
診
費
用
に
対
し
１
件
に

検
診
」
に
係
る
検
診
費
用
に
対
し
１
件
に

つ
き
つ
き
11
万
１
千
円
を
上
限
と
し
て
助
成
す

万
１
千
円
を
上
限
と
し
て
助
成
す

る
。
る
。

▼    

医
療
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
管
理
運
営
事
業
費

医
療
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
管
理
運
営
事
業
費

１
２
７
３
万
１
千
円

１
２
７
３
万
１
千
円

　
　

医
療
機
関
へ
の
受
診
が
容
易
な
市
民

　
　

医
療
機
関
へ
の
受
診
が
容
易
な
市
民

と
、
困
難
な
市
民
と
の
医
療
格
差
を
解
消

と
、
困
難
な
市
民
と
の
医
療
格
差
を
解
消

す
る
た
め
、
医
療
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
車
両
に
よ
る

す
る
た
め
、
医
療
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
車
両
に
よ
る

遠
隔
診
療
体
制
を
整
備
・
運
営
す
る
。

遠
隔
診
療
体
制
を
整
備
・
運
営
す
る
。

▼    

病
院
事
業
会
計
補
助
金　
　
　
　

病
院
事
業
会
計
補
助
金　
　
　
　
1111
億
円
億
円

　
　
両
病
院
の
運
営
を
支
援
す
る
た
め
、
一

　
　
両
病
院
の
運
営
を
支
援
す
る
た
め
、
一

般
会
計
か
ら
補
助
金
を
交
付
す
る
。

般
会
計
か
ら
補
助
金
を
交
付
す
る
。

▼    

す
こ
や
か
子
育
て
保
育
料
助
成
事
業
費

す
こ
や
か
子
育
て
保
育
料
助
成
事
業
費

３
３
３
９
万
３
千
円

３
３
３
９
万
３
千
円

　
　
私
立
の
認
定
こ
ど
も
園
、認
可
保
育
所
、

　
　
私
立
の
認
定
こ
ど
も
園
、認
可
保
育
所
、

幼
稚
園
、
認
可
外
保
育
所
、
地
域
型
保
育

幼
稚
園
、
認
可
外
保
育
所
、
地
域
型
保
育

事
業
の
利
用
者
に
対
し
て
保
育
料
・
副
食

事
業
の
利
用
者
に
対
し
て
保
育
料
・
副
食

費
を
助
成
す
る
。

費
を
助
成
す
る
。

▼    

就
学
前
教
育
・
保
育
施
設
主
食
費
無
償
化

就
学
前
教
育
・
保
育
施
設
主
食
費
無
償
化

事
業
費　
　
　
　
　
　
１
９
１
万
４
千
円

事
業
費　
　
　
　
　
　
１
９
１
万
４
千
円

　
　
育
児
に
係
る
保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た

　
　
育
児
に
係
る
保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た

め
、
３
歳
以
上
児
へ
の
主
食
（
米
飯
）
の

め
、
３
歳
以
上
児
へ
の
主
食
（
米
飯
）
の

無
償
提
供
を
行
う
。

無
償
提
供
を
行
う
。

▼    

社
会
福
祉
法
人
は
な
さ
き
仙
北
補
助
金

社
会
福
祉
法
人
は
な
さ
き
仙
北
補
助
金

　
　
　
　
　
３
億
９
８
２
３
万

　
　
　
　
　
３
億
９
８
２
３
万
22
千
円
千
円

　
　
認
定
こ
ど
も
園
の
管
理
運
営
を
行
う
社

　
　
認
定
こ
ど
も
園
の
管
理
運
営
を
行
う
社

会
福
祉
法
人
の
円
滑
な
運
営
に
資
す
る
た

会
福
祉
法
人
の
円
滑
な
運
営
に
資
す
る
た

め
必
要
な
補
助
を
行
う
。

め
必
要
な
補
助
を
行
う
。

▼    

就
学
前
教
育
・
保
育
施
設
整
備
等
補
助
金

就
学
前
教
育
・
保
育
施
設
整
備
等
補
助
金

５
８
４
９
万
４
千
円

５
８
４
９
万
４
千
円

　
　
認
定
こ
ど
も
園
運
営
法
人
に
対
し
て
保

　
　
認
定
こ
ど
も
園
運
営
法
人
に
対
し
て
保

  

自
然
と
調
和
し
た
潤
い
あ
る

自
然
と
調
和
し
た
潤
い
あ
る

　
　
暮
ら
し
を
実
感
す
る
ま
ち

　
　
暮
ら
し
を
実
感
す
る
ま
ち

04
▼    

塵
芥
処
理
費　
　
　
８
４
０
４
万
２
千
円

塵
芥
処
理
費　
　
　
８
４
０
４
万
２
千
円

　
　

家
庭
ご
み
の
収
集
運
搬
業
務
や
廃
止

　
　

家
庭
ご
み
の
収
集
運
搬
業
務
や
廃
止

済
最
終
処
分
場
の
水
質
検
査
な
ど
を
実
施

済
最
終
処
分
場
の
水
質
検
査
な
ど
を
実
施

し
、
市
民
の
快
適
な
生
活
環
境
を
維
持
す

し
、
市
民
の
快
適
な
生
活
環
境
を
維
持
す

る
。
る
。  

個
性
豊
か
な
心
を
育
む
ま
ち

個
性
豊
か
な
心
を
育
む
ま
ち

05
▼  

田
沢
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
負
担
金

田
沢
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
負
担
金

２
０
０
０
万
円

２
０
０
０
万
円

　
　
市
民
の
健
康
増
進
、
誘
客
に
よ
る
地
域

　
　
市
民
の
健
康
増
進
、
誘
客
に
よ
る
地
域

活
性
化
を
図
る
た
め
開
催
す
る
。
５
年
に

活
性
化
を
図
る
た
め
開
催
す
る
。
５
年
に

１
度
の
コ
ー
ス
認
定
申
請
を
行
う
ほ
か
、

１
度
の
コ
ー
ス
認
定
申
請
を
行
う
ほ
か
、

大
会
の
質
的
向
上
を
期
し
て
医
療
救
護
体

大
会
の
質
的
向
上
を
期
し
て
医
療
救
護
体

制
な
ど
を
拡
充
す
る
。

制
な
ど
を
拡
充
す
る
。

▼    

仙
北
市
ヤ
マ
メ
・
サ
ク
ラ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ

仙
北
市
ヤ
マ
メ
・
サ
ク
ラ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
費　
　
　
　
５
２
０
万
１
千
円

ク
ト
事
業
費　
　
　
　
５
２
０
万
１
千
円

　
　

市
内
企
業
の
職
場
体
験
・
企
業
説
明

　
　

市
内
企
業
の
職
場
体
験
・
企
業
説
明

会
、
仙
北
市
で
活
躍
す
る
方
か
ら
選
定
す

会
、
仙
北
市
で
活
躍
す
る
方
か
ら
選
定
す

る
「
キ
ャ
リ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
」
に
よ
る
講

る
「
キ
ャ
リ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
」
に
よ
る
講

　
　
企
業
誘
致
活
動
費
や
田
沢
湖
黒
沢
工
業

　
　
企
業
誘
致
活
動
費
や
田
沢
湖
黒
沢
工
業

団
地
な
ど
の
管
理
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

団
地
な
ど
の
管
理
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
を
含
む
企
業
誘
致
に
係
る
視
察
ツ
ア
ー

ス
を
含
む
企
業
誘
致
に
係
る
視
察
ツ
ア
ー

の
実
施
な
ど
を
行
う
。

の
実
施
な
ど
を
行
う
。

▼    

小
規
模
分
散
型
給
水
設
備
導
入
可
能
性

小
規
模
分
散
型
給
水
設
備
導
入
可
能
性

調
査
事
業
負
担
金

調
査
事
業
負
担
金            

            

１
８
４
万
円

１
８
４
万
円

　
　

民
間
企
業
が
仙
北
市
内
で
実
施
す
る

　
　

民
間
企
業
が
仙
北
市
内
で
実
施
す
る

水
循
環
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
に
係
る

水
循
環
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
に
係
る

経
費
の
一
部
を
負
担
す
る
。

経
費
の
一
部
を
負
担
す
る
。

▼    

防
災
行
政
無
線
維
持
管
理
費

防
災
行
政
無
線
維
持
管
理
費

　
１
６
１
１
万
９
千
円

　
１
６
１
１
万
９
千
円

　
　

令
和
６
年
度
に
導
入
し
た
新
シ
ス
テ

　
　

令
和
６
年
度
に
導
入
し
た
新
シ
ス
テ

ム
「
ア
ッ
ト
イ
ン
フ
ォ
カ
ナ
ル
」
の
本
格

ム
「
ア
ッ
ト
イ
ン
フ
ォ
カ
ナ
ル
」
の
本
格

運
用
を
開
始
し
、

運
用
を
開
始
し
、
L
I
N
E

L
I
N
E
な
ど
最
大

な
ど
最
大

限
活
用
し
た
、
よ
り
効
率
的
か
つ
効
果
的

限
活
用
し
た
、
よ
り
効
率
的
か
つ
効
果
的

な
防
災
情
報
の
発
信
を
実
施
す
る
。

な
防
災
情
報
の
発
信
を
実
施
す
る
。

演
な
ど
を
、
小
・
中
学
生
も
対
象
に
実
施

演
な
ど
を
、
小
・
中
学
生
も
対
象
に
実
施

す
る
こ
と
で
、
児
童
生
徒
の
「
仙
北
市
で

す
る
こ
と
で
、
児
童
生
徒
の
「
仙
北
市
で

働
き
生
き
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
」
を
養
い
、

働
き
生
き
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
」
を
養
い
、

将
来
的
な
若
者
の
地
元
企
業
就
職
率
の
向

将
来
的
な
若
者
の
地
元
企
業
就
職
率
の
向

上
を
目
指
す
。

上
を
目
指
す
。

▼    

校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
費

校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
費

３
４
６
万
６
千
円

３
４
６
万
６
千
円

　
　
「
誰
を
も
取
り
残
さ
な
い
教
育
」
の
理

　
　
「
誰
を
も
取
り
残
さ
な
い
教
育
」
の
理

念
実
現
に
向
け
て
、
あ
ら
ゆ
る
生
徒
の
支

念
実
現
に
向
け
て
、
あ
ら
ゆ
る
生
徒
の
支

援
を
行
う
「
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」

援
を
行
う
「
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
す
る
。

を
開
設
す
る
。

▼    

給
食
材
料
費　
　
　
９
１
１
４
万
９
千
円

給
食
材
料
費　
　
　
９
１
１
４
万
９
千
円

　
　
食
材
高
騰
に
対
応
し
な
が
ら
安
心
安
全

　
　
食
材
高
騰
に
対
応
し
な
が
ら
安
心
安
全

な
給
食
提
供
を
通
じ
て
、
児
童
生
徒
の
食

な
給
食
提
供
を
通
じ
て
、
児
童
生
徒
の
食

育
促
進
や
地
元
食
材
使
用
に
よ
る
地
産
地

育
促
進
や
地
元
食
材
使
用
に
よ
る
地
産
地

消
の
推
進
を
図
る
。
物
価
高
騰
分
を
補
助

消
の
推
進
を
図
る
。
物
価
高
騰
分
を
補
助

し
、
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
。

し
、
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
。

育
施
設
の
冷
暖
房
機
器
更
新
な
ど
大
規
模

育
施
設
の
冷
暖
房
機
器
更
新
な
ど
大
規
模

改
修
に
係
る
補
助
金
を
交
付
す
る
。

改
修
に
係
る
補
助
金
を
交
付
す
る
。

主要事業主要事業 主要事業主要事業

令和 7 年度
主要事業
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「
攻
め
」
と
「
守
り
」
の
政
策
で
課
題
に
立
ち
向
か
い
ま
す



詳しい事業の内容は･･･

　一般会計、特別会計および企業会計について、当
初予算の概要をまとめた資料を仙北市ホームページ

（https://www.city.semboku.akita.jp/government/
information/yosangaiyo.html）に掲載
しています。右記二次元コードからもご
覧いただけます。

  

誇
り
あ
る
暮
ら
し
を
つ
な
ぐ
ま
ち

誇
り
あ
る
暮
ら
し
を
つ
な
ぐ
ま
ち

06
▼    

移
住
体
験
推
進
事
業
費

移
住
体
験
推
進
事
業
費

７
２
４
万
９
千
円

７
２
４
万
９
千
円

　
　
移
住
希
望
者
向
け
に
新
た
に
移
住
体
験

　
　
移
住
希
望
者
向
け
に
新
た
に
移
住
体
験

事
業
を
展
開
し
、
仙
北
市
に
住
み
生
き
て

事
業
を
展
開
し
、
仙
北
市
に
住
み
生
き
て

い
く
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
醸
成
を
通
じ

い
く
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
醸
成
を
通
じ

て
、
よ
り
多
く
の
人
が
よ
り
幸
福
な
移
住

て
、
よ
り
多
く
の
人
が
よ
り
幸
福
な
移
住

を
実
現
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
移
住
体
験

を
実
現
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
移
住
体
験

ツ
ア
ー
の
企
画
・
実
施
や
、
移
住
体
験
住

ツ
ア
ー
の
企
画
・
実
施
や
、
移
住
体
験
住

宅
の
整
備
・
運
営
な
ど
に
係
る
経
費
を
計

宅
の
整
備
・
運
営
な
ど
に
係
る
経
費
を
計

上
す
る
。

上
す
る
。

▼    

角
館
高
校
地
域
み
ら
い
留
学
推
進
事
業
費

角
館
高
校
地
域
み
ら
い
留
学
推
進
事
業
費

２
３
４
万
９
千
円

２
３
４
万
９
千
円

　
　
秋
田
県
立
角
館
高
校
と
仙
北
市
が
共
同

　
　
秋
田
県
立
角
館
高
校
と
仙
北
市
が
共
同

で
県
外
学
生
の
入
学
受
入
（「
地
域
み
ら

で
県
外
学
生
の
入
学
受
入
（「
地
域
み
ら

い
留
学
」）
を
推
進
し
、
関
係
人
口
の
創

い
留
学
」）
を
推
進
し
、
関
係
人
口
の
創

出
や
若
者
の
将
来
的
な
定
住
人
口
増
加
に

出
や
若
者
の
将
来
的
な
定
住
人
口
増
加
に

つ
な
げ
る
。
令
和
８
年
度
か
ら
の
受
入
を

つ
な
げ
る
。
令
和
８
年
度
か
ら
の
受
入
を

目
指
し
て
、
令
和
７
年
度
は
Ｐ
Ｒ
活
動
な

目
指
し
て
、
令
和
７
年
度
は
Ｐ
Ｒ
活
動
な

ど
に
よ
る
生
徒
募
集
を
実
施
す
る
。

ど
に
よ
る
生
徒
募
集
を
実
施
す
る
。

  

新
た
に
創
る
ゆ
め
の
ま
ち

新
た
に
創
る
ゆ
め
の
ま
ち

07
▼    

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
誘
致
事

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
誘
致
事

業
費　
　
　
　
　
　
１
２
１
１
万
２
千
円

業
費　
　
　
　
　
　
１
２
１
１
万
２
千
円

　
　

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の

　
　

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の

誘
致
実
現
に
よ
る
、
交
流
人
口
の
増
加
や

誘
致
実
現
に
よ
る
、
交
流
人
口
の
増
加
や

雇
用
機
会
の
創
出
な
ど
を
通
じ
た
地
域
活

雇
用
機
会
の
創
出
な
ど
を
通
じ
た
地
域
活

性
化
を
目
指
す
。
令
和
７
年
９
月
の
開
校

性
化
を
目
指
す
。
令
和
７
年
９
月
の
開
校

に
向
け
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
強
力
に
推
進
す

に
向
け
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
強
力
に
推
進
す

る
。
る
。

▼    

高
度
外
国
人
材
等
受
入
促
進
事
業
費

高
度
外
国
人
材
等
受
入
促
進
事
業
費

９
８
６
万
７
千
円

９
８
６
万
７
千
円

　
　
　
　
I
T
I
T
エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ど
の
高
度
外
国

エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ど
の
高
度
外
国

人
材
の
市
内
企
業
へ
の
就
業
お
よ
び
起
業

人
材
の
市
内
企
業
へ
の
就
業
お
よ
び
起
業

な
ど
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
目
指
す
。
外

な
ど
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
目
指
す
。
外

国
人
材
お
よ
び
企
業
双
方
へ
の
支
援
体
制

国
人
材
お
よ
び
企
業
双
方
へ
の
支
援
体
制

強
化
の
た
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
雇
用
・
創
業

強
化
の
た
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
雇
用
・
創
業

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
。

  

み
ん
な
が
主
役
協
働
の
ま
ち

み
ん
な
が
主
役
協
働
の
ま
ち

08
▼    

市
制
市
制
2020
周
年
記
念
式
典
開
催
事
業
費

周
年
記
念
式
典
開
催
事
業
費

２
０
０
万
円

２
０
０
万
円

　
　
令
和
７
年
９
月

　
　
令
和
７
年
９
月
2020
日
に
市
制

日
に
市
制
2020
周
年
を

周
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
記
念
式
典
お
よ
び
記

迎
え
る
に
あ
た
り
、
記
念
式
典
お
よ
び
記

念
講
演
会
を
開
催
す
る
。
ま
た
市
政
の
発

念
講
演
会
を
開
催
す
る
。
ま
た
市
政
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
の
表
彰
を
行
う
。

展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
の
表
彰
を
行
う
。

▼    

ふ
る
さ
と
納
税
ふ
る
さ
と
便
仙
北
市
魅
力

ふ
る
さ
と
納
税
ふ
る
さ
と
便
仙
北
市
魅
力

発
信
事
業
費　
９
億
３
６
２
７
万
５
千
円

発
信
事
業
費　
９
億
３
６
２
７
万
５
千
円

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
の
推
進
に
よ
り
、

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
の
推
進
に
よ
り
、

市
の
財
源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
市
内

市
の
財
源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
市
内

産
業
の
活
性
化
を
図
る
。
ま
た
、
仙
北
市

産
業
の
活
性
化
を
図
る
。
ま
た
、
仙
北
市

の
魅
力
発
信
事
業
と
し
て
情
報
発
信
を
強

の
魅
力
発
信
事
業
と
し
て
情
報
発
信
を
強

化
し
、
特
産
品
を
中
心
と
し
た
市
の
魅
力

化
し
、
特
産
品
を
中
心
と
し
た
市
の
魅
力

を
全
国
に
向
け
て
発
信
す
る
。

を
全
国
に
向
け
て
発
信
す
る
。

▼    

公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
費

公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
費

１
億
４
９
６
万
６
千
円

１
億
４
９
６
万
６
千
円

　
　
公
共
施
設
の
統
廃
合
な
ど
を
計
画
的
に

　
　
公
共
施
設
の
統
廃
合
な
ど
を
計
画
的
に

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
長
期
的
視
点
か

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
長
期
的
視
点
か

ら
の
財
政
負
担
軽
減
お
よ
び
平
準
化
を
目

ら
の
財
政
負
担
軽
減
お
よ
び
平
準
化
を
目

指
す
。

指
す
。

▼    

庁
舎
整
備
事
業
費

庁
舎
整
備
事
業
費1616

億億
99
９
５
１
万
３
千
円

９
５
１
万
３
千
円

　
　
角
館
上
野
庁
舎
の
整
備
を
行
い
、
行
政

　
　
角
館
上
野
庁
舎
の
整
備
を
行
い
、
行
政

運
営
効
率
性
の
大
幅
な
向
上
を
図
る
。

運
営
効
率
性
の
大
幅
な
向
上
を
図
る
。

組織再編組織再編

※ 上野庁舎として整備される旧市立角館総合病院
管理棟

時代と目的に合わせて
スリム化！

主要事業主要事業

組織再編について

　時代の変化に対応して施策を推進するため、令和７年４月に組織のスリム化を主とした組織再編を行います。
　総務部では、事務事業総合調整室を廃止し、総務課に機能を移管します。また、収納推進課には、税務課か
ら納税係の機能を移管し、課税部門と納税部門を分けた組織体制とします。
　市民福祉部では、保健課の母子保健係と子育て推進課の機能をこども家庭センターに集約し、児童福祉を担
当する窓口を一本化します。また、それに伴い、子育て推進課は廃止します。具体的な組織再編は下の組織図
のとおりです（再編部分のみ抜粋して掲載しています）。

総
務
部

令和 6 年度

総務課

事務事業総合調整室

総務係

職員係

文書広報係

総合調整班

第３セクター
経営推進班

令和 7 年度

総務課

事務事業総合調整室

総務係

職員係

文書広報係

総合調整班

第３セクター
経営推進班

保健課 総務係

成人保健係

母子保健係

こども家庭センター

保健課 総務・予防係

健康づくり係

福祉事務所 社会福祉課

子育て推進課

長寿支援課

こども家庭センター

福祉事務所 社会福祉課

子育て推進課

長寿支援課

子育て支援係

家庭援護係

母子保健係

税務課 市民税係

固定資産税係

納税係

税務課 市民税係

固定資産税係

納税係

※納税係は収納推進課に統合

総
務
部

市
民
福
祉
部

市
民
福
祉
部

※ 子育て推進課を廃止し、機能をこども家庭センターへ

（総務課へ）

（市内３保育園を所管）
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採
用
）佐
藤
光
哉 

▼
保
健
師（
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
保
健
師
）伊
藤
沙
綾 

【
生
活
環
境
課
】▼
参
事
兼
消
費
生
活
係
長
兼

環
境
保
全
係
長（
農
業
委
員
会
事
務
局
参
事

兼
庶
務
係
長
兼
農
地
係
長
兼
農
政
係
長
）樫

尾
健 

▼
主
査〈
再
任
用
〉（
環
境
保
全
係
長

〈
再
任
用
〉）畠
山
和
人 

▼
交
通
防
犯
係
長

（
再
任
用
）佐
々
木
勇
人

【
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
】▼
所
長〈
兼
務
〉小
林

龍
夫 

▼〈
兼
務
〉樫
尾
健 

▼〈
兼
務
〉佐
藤
郁

美
【
社
会
福
祉
課
】▼
主
任（
商
工
課
主
事
）鈴
木

あ
か
り 

▼
主
事（
新
規
採
用
）髙
橋
桃
香 

▼

保
健
師（
市
立
角
館
総
合
病
院
医
事
課
保
健

師
）田
口
京
華

【
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
】▼
所
長〈
兼
務
〉藤

村
史
人 

▼
参
事（
国
保
市
民
課
参
事
兼
国
民

健
康
保
険
係
長
）浅
利
正
幹 

▼
統
括
支
援
員

兼
家
庭
援
護
係
長
兼
母
子
保
健
係
長（
統
括

支
援
員
）柴
田
由
子 

▼
所
長
補
佐〈
役
職
定

年
・
社
会
福
祉
法
人
は
な
さ
き
仙
北
派
遣
〉

（
会
計
管
理
者
）杉
本
貴
志 

▼
課
長
補
佐（
管

財
課
課
長
補
佐
兼
管
財
係
長
）髙
橋
三
輝 

▼

子
育
て
支
援
係
長（
子
育
て
推
進
課
子
育
て

支
援
係
長
）平
岡
優
佳
吏 

▼
主
査〈
再
任
用
〉

（
社
会
福
祉
課
福
祉
専
門
官〈
再
任
用
〉）柏

谷
真
一 

▼
主
事（
子
育
て
推
進
課
主
事
）鈴

木
さ
ら 

▼
保
健
師（
保
健
課
保
健
師
）大
山

あ
り
さ 

▼
保
健
師（
保
健
課
保
健
師
）千
葉

葵 

▼
保
健
師（
保
健
課
保
健
師
）柏
谷
悠
奈 

▼
保
健
師（
保
健
課
保
健
師
）齊
藤
綾
音

【
白
岩
小
百
合
保
育
園
】▼
副
園
長（
中
川
保
育

園
副
園
長
）佐
々
木
光
子 

▼
主
査
保
育
士

（
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
主
査
）大
石
智
恵

▼
主
任
保
育
士（
角
館
西
保
育
園
主
任
保
育

士
）加
藤
佳
澄 

▼
主
任
保
育
士（
中
川
保
育

園
主
任
保
育
士
）相
馬
千
穂 

▼
主
任
保
育
士

（
中
川
保
育
園
主
任
保
育
士
）八
柳
友
佳
里

【
角
館
西
保
育
園
】▼
参
事
兼
園
長（
副
園
長
）

横
田
笑
子 

▼
副
園
長〈
役
職
定
年
〉（
子
育
て

推
進
課
参
事
）鬼
川
眞
由
美 

▼
副
園
長〈
役

職
定
年
〉（
子
育
て
推
進
課
参
事
兼
角
館
西
保

育
園
長
）高
橋
史
子 

▼
主
任
保
育
士（
白
岩

小
百
合
保
育
園
主
任
保
育
士
）齋
藤
孝
史 

▼

主
任
保
育
士（
白
岩
小
百
合
保
育
園
主
任
保

育
士
）田
口
春
香

【
中
川
保
育
園
】▼
園
長〈
兼
務
〉藤
村
史
人 

▼

副
園
長〈
兼
務
〉佐
々
木
光
子 

▼
主
任
保
育

士〈
兼
務
〉相
馬
千
穂 

▼
主
任
保
育
士〈
兼

務
〉八
柳
友
佳
里

【
長
寿
支
援
課
】▼
課
長
補
佐
兼
長
寿
い
き
が

い
係
長（
課
長
補
佐
）伊
藤
佑 

▼
主
事（
財
政

課
主
事
）松
田
侑
真

【
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
】▼
主
任（
学
校
教
育
課

主
任
）冨
岡
裕
香 

▼
主
事（
社
会
福
祉
課
主

事
）伊
藤
亜
莉
沙 

▼
主
事（
新
規
採
用
）相
馬

玲
奈 

▼
保
健
師（
新
規
採
用
）小
松
田
美
咲

【
に
し
き
園
】▼
事
務
長（
市
立
田
沢
湖
病
院
事

務
長
兼
総
務
管
理
課
長
）髙
橋
貴
幸 

▼
主
査

（
再
任
用
）鈴
木
寿
重 

▼
主
査（
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
主
査
）古
賀
亮
子 

▼
管
理
栄
養
士

（
保
健
課
管
理
栄
養
士
）高
橋
沙
也
香 

▼
介

護
主
任（
介
護
員
）菊
地
寿
子

【
保
健
課
】▼
課
長
待
遇《
医
療
管
理
課
併
任
》

（
教
育
総
務
課
長
）湯
澤
満 

▼
課
長
補
佐（
課

長
補
佐
兼
総
務
係
長
）伊
澤
貴
子 

▼
総
務
・

予
防
係
長（
母
子
保
健
係
長
）村
岡
利
恵 

▼
健

康
づ
く
り
係
長（
成
人
保
健
係
長
）戸
澤
美
加

子 

▼
主
任
管
理
栄
養
士（
に
し
き
園
主
任
管

理
栄
養
士
）伊
藤
茅
花 

▼
保
健
師（
新
規
採

用
）藤
原
好
葉

【
西
明
寺
診
療
所
】▼
主
任
看
護
師（
看
護
師
）

高
橋
昭
子

 

観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部 

【
観
光
課
】▼
課
長〈
兼
務
〉髙
倉
正
人 

▼
課
長

補
佐（
会
計
課
課
長
補
佐
兼
会
計
係
長
）佐
々

木
美
樹
子 

▼
課
長
補
佐
兼
観
光
係
長（
総
務

課
課
長
補
佐
）堀
川
貴
吉 

▼
課
長
補
佐
兼
観

光
施
設
係
長（
課
長
補
佐
兼
観
光
係
長
兼
観

光
施
設
係
長
）千
葉
圭
二 

▼
課
長
補
佐《（
一

社
）田
沢
湖
・
角
館
観
光
協
会
派
遣
》（
係
長
）

門
脇
絵
美 

▼
主
任（
国
保
市
民
課
主
任《
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
》）鈴
木
義
規 

▼
主
任（
主
事
）齋
藤
美
結 
▼
主
事（
新
規
採

用
）内
藤
稜
太

【
交
流
デ
ザ
イ
ン
課
】▼
国
際
交
流
推
進
係
長

兼
農
山
村
デ
ザ
イ
ン
係
長（
農
山
村
デ
ザ

イ
ン
係
長
）髙
橋
り
え 

▼
主
事（
新
規
採

用
）長
澤
由
優

【
文
化
財
課
】▼
課
長（
観
光
課
長
）加
賀
谷
義

丸 

▼
課
長
補
佐
兼
歴
史
ま
ち
づ
く
り
推
進

係
長（
課
長
補
佐
兼
文
化
財
係
長
）村
岡
耕

平 

▼
文
化
創
造
係
長（
再
任
用
）朝
水
勝

巳 

▼
文
化
財
係
長（
歴
史
ま
ち
づ
く
り
推

進
係
長
）遠
藤
元 

▼
主
事（
新
規
採
用
）友

永
柊

 

農
林
商
工
部 

【
農
業
振
興
課
】▼
農
務
係
長（
長
寿
支
援
課

長
寿
い
き
が
い
係
長
）三
浦
亜
里
沙 

▼
主

任（
主
事
）齋
藤
千
歳 

▼
主
任（
総
務
課
主

任
）高
橋
昇
平 

▼
主
事（
総
合
防
災
課
主

事
）水
平
翔 

▼
主
事（
新
規
採
用
）田
口
拓

歩

 

総
務
部 

【
総
務
課
】▼
行
政
経
営
推
進
監（
事
務
事
業
総

合
調
整
室
長
）戸
澤
真 

▼
参
事
兼
総
務
係
長

兼
職
員
係
長（
参
事
兼
職
員
係
長
）照
島
憲

仁 

▼
課
長
補
佐
兼
文
書
広
報
係
長（
文
書
広

報
係
長
）吉
田
健
二 

▼
主
査（
主
任
）冨
岡
京

介 

▼
主
査（
主
任
）大
石
貴
之 

▼
主
査（
管

財
課
主
査
）千
葉
由
希
子 

▼
主
任《
秋
田
県

市
町
村
課
派
遣
》（
主
事
）佐
々
木
明
日
香 

▼

主
任（
税
務
課
主
事
）佐
藤
瑞
稀 

▼
主
任（
主

事
）後
藤
優
笑 

▼
主
任（
主
任《
秋
田
県
市

町
村
課
派
遣
》）清
水
大
輝 

▼
主
事（
新
規
採

用
） 横
田
渓
太

【
財
政
課
】▼
主
任（
農
業
振
興
課
主
任
）伊
藤

大
地 
▼
主
事（
社
会
福
祉
課
主
事
）佐
藤
真

優
【
管
財
課
】▼
課
長（
建
設
課
長
）茂
木
剛 

▼
公

共
施
設
政
策
監（
課
長
）草
彅
聡 
▼
課
長
補

佐
兼
庁
舎
整
備
・
公
共
施
設
係
長（
課
長
補

佐
）田
口
雅
行 

▼
管
財
係
長（
神
代
出
張
所

主
査
）佐
藤
有
紀 

▼
技
術
員（
白
岩
小
学
校

技
術
員
）石
川
達
也

【
税
務
課
】▼
課
長
補
佐（
収
納
推
進
課
課
長
補

佐
兼
収
納
推
進
係
長
）伊
藤
雅
一 

▼
固
定
資

産
税
係
長（
再
任
用
）草
彅
郁
太
郎 

▼
主
事

（
新
規
採
用
）草
彅
里
奈 

▼
主
事（
新
規
採

用
）伊
藤
ハ
ル
カ

【
固
定
資
産
税
調
査
室
】▼
主
査（
再
任
用
）原

勉
【
収
納
推
進
課
】▼
収
納
推
進
係
長（
総
務
課

総
務
係
長
）高
橋
良
典 

▼
主
任（
税
務
課
主

任
）田
口
佳
織 

▼
主
事（
税
務
課
主
事
）藤
村

奈
々

【
契
約
検
査
室
】▼
主
査（
上
下
水
道
課
主
査
）

今
野
恵
里

【
総
合
防
災
課
】▼
主
事（
ま
ち
づ
く
り
課
主

事
）高
橋
亜
紗
美

【
田
沢
湖
市
民
セ
ン
タ
ー
】▼
参
事（
参
事
兼
市

民
サ
ポ
ー
ト
班
長
）三
浦
純
子 

▼
所
長
補
佐

兼
市
民
サ
ポ
ー
ト
班
長（
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
事
務
局
長
補
佐
）堀
川
順
子 

▼
主
任

（
再
任
用
）田
口
康
男

【
神
代
出
張
所
】▼
主
査（
市
民
会
館
主
任
）小

山
拓
良

【
西
木
市
民
セ
ン
タ
ー
】▼
所
長
補
佐
兼
市
民

サ
ポ
ー
ト
班
長
兼
地
域
振
興
班
長
兼
農
林

建
設
班
長（
角
館
公
民
館
館
長
補
佐
兼
庶
務

係
長
兼
事
業
係
長
）門
脇
千
秋 

▼
主
査〈
再

任
用
〉（
市
民
サ
ポ
ー
ト
班
長〈
再
任
用
〉）浅

利
一
美 

▼
主
査〈
再
任
用
〉（
文
化
財
課
主
査

〈
再
任
用
〉）赤
倉
一
男

【
上
桧
木
内
出
張
所
】▼
主
任（
再
任
用
） 

小
林

正
人

【
桧
木
内
出
張
所
】▼
主
査（
再
任
用
）門
脇
秀

利

 

企
画
部 

【
企
画
政
策
課
】▼
課
長
補
佐
兼
企
画
政
策
係

長（
企
画
政
策
係
長
）伊
藤
潤
秋 

▼
主
任（
建

設
課
主
任
）筒
崎
祐
也

【
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
推
進
室
】 

▼
室
長
補
佐
兼
推
進
係
長〈
兼
務
〉伊
藤
潤
秋

【
ま
ち
づ
く
り
課
】▼
課
長〈
兼
務
〉泉
谷
衆 

▼

主
事（
国
保
市
民
課
主
事
）鈴
木
め
ぐ
み 

▼

〈
兼
務
〉長
澤
結
唯

 

市
民
福
祉
部 

【
国
保
市
民
課
】▼
課
長
補
佐
兼
市
民
係
長（
課

長
補
佐
）伊
藤
美
佳 

▼
課
長
補
佐（
課
長
補

佐
兼
国
民
年
金
係
長
）樋
口
紀
子 

▼
係
長

（
市
民
係
長
）吉
村
都
緒
子 

▼
国
保
年
金
係

長（
事
務
事
業
総
合
調
整
室
第
三
セ
ク
タ
ー

経
営
改
善
班
長
兼
総
合
調
整
班
長
）小
松
尚 

▼
主
事（
学
習
資
料
館
・
イ
ベ
ン
ト
交
流
館

主
事
）佐
藤
彩
菜 

▼
主
事《
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
派
遣
》（
主
事
）草
彅
莉
帆 

▼
主

事（
子
育
て
推
進
課
主
事
）伊
藤
蒼
友
汰 

▼

主
事（
新
規
採
用
）細
川
優
香 

▼
主
事（
新
規

 

部
長
級 

　
▼
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長（
観
光
文
化
ス

ポ
ー
ツ
部
次
長
）田
口
聡
美 

▼
会
計
管
理
者

（
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
次
長
兼
文
化
財
課

長
）山
形
幸
子

 

次
長
級 

　
▼
企
画
部
次
長
兼
ま
ち
づ
く
り
課
長（
ま
ち

づ
く
り
課
長
）泉
谷
衆 

▼
市
民
福
祉
部
次
長

兼
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
所
長（
市
民
福
祉

部
次
長
兼
に
し
き
園
事
務
長
）藤
村
史
人 

▼

医
療
局
次
長
兼
田
沢
湖
病
院
事
務
長（
市
民

福
祉
部
次
長
兼
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
所

長
）田
村
政
志 

▼
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
次

長
兼
観
光
課
長（
中
央
公
民
館
長
）髙
倉
正

人 

▼
建
設
部
次
長
兼
建
設
課
長（
学
校
教
育

課
長
）丹
野
広
史 

▼
教
育
次
長（
北
浦
教
育

文
化
研
究
所
長
）斉
藤
丈
彦 

▼
監
査
委
員
事

務
局
長（
建
設
部
次
長
）松
本
賢
悟 

▼
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
長（
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
長〈
課
長
級
〉）門
脇
達
也

令
和
7
年
4
月
1
日
付

※（　
）内
は
前
職
な
ど

人
事
異
動
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

仙北市仙北市
人事異動人事異動

仙北市仙北市
人事異動人事異動
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 【
農
林
整
備
課
】▼
農
村
整
備
係
長〈
再
任

用
〉（
上
下
水
道
課
上
下
水
道
専
門
官

〈
再
任
用
〉）髙
橋
英
樹 

▼
主
任（
市
立

角
館
総
合
病
院
総
務
管
理
課
主
任
）豊

島
孝
樹

【
商
工
課
】▼
課
長（
課
長
兼
商
工
物
産
係

長
）武
藤
寛
幸 

▼
商
工
物
産
係
長
兼
企

業
誘
致
専
門
官〈
再
任
用
〉（
雇
用
企
業

振
興
係
長
兼
企
業
誘
致
専
門
官〈
再
任

用
〉）大
山
隆
誠 

▼
雇
用
企
業
振
興
係

長（
㈱
リ
ベ
ン
リ
よ
り
）松
澤
俊
和

【
角
館
樺
細
工
伝
承
館
】▼
参
事（
平
福
記

念
美
術
館
参
事
兼
管
理
係
長
）髙
橋
百

合
子

 

建
設
部 

【
建
設
課
】▼
課
長〈
兼
務
〉丹
野
広
史 

▼

主
任〈
技
師
〉（
契
約
検
査
室
主
任〈
技

師
〉）国
井
武 

▼
主
事（
主
事《
秋
田
河

川
国
道
事
務
所
派
遣
》）田
口
裕
喜 

▼

主
事（
新
規
採
用
）田
口
翼

【
上
下
水
道
課
】▼
課
長
補
佐
兼
工
務
係
長

（
工
務
係
長
）川
瀬
大
嗣 

▼
主
査（
企
画
政

策
課
主
査
）渡
邉
吉
紀 

▼
主
任（
主
事
）高

橋
眸 

▼
主
事（
観
光
課
主
事
）小
松
尚
哉

 

会
計
管
理
者 

【
会
計
課
】▼
課
長
補
佐
兼
会
計
係
長（
課
長

補
佐
）藤
村
香
織 

▼
主
査（
観
光
課
主
査
）

竹
内
佳
子

 

教
育
委
員
会
事
務
局 

　
▼
教
育
次
長（
北
浦
教
育
文
化
研
究
所
長
）

斉
藤
丈
彦

【
教
育
総
務
課
】▼
課
長（
総
合
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長
）大
石
基 

▼
主
任（
学
校
教
育

課
主
任
）伊
藤
奈
菜

【
学
校
適
正
配
置
準
備
室
】▼
参
事（
秋
田
県

教
育
委
員
会
よ
り
）梅
田
昌
輝

【
学
校
教
育
課
】▼
課
長（
子
育
て
推
進
課
長
）

戸
嶋
雅
美 

▼
課
長
補
佐〈
役
職
定
年
〉（
監

査
委
員
事
務
局
長
）能
美
正
俊 

▼
課
長
補

佐
兼
学
校
教
育
係
長（
課
長
補
佐
）藤
枝
奈

美
子 

▼
主
事（
教
育
総
務
課
主
事
）赤
上

洸 

▼〈
兼
務
〉藤
肥
寛
明 

▼〈
兼
務
〉伊
藤

奈
菜

【
北
浦
教
育
文
化
研
究
所
】▼
所
長（
指
導
主

事
）武
藤
洋
史 

▼
指
導
主
事（
秋
田
県
教

育
委
員
会
よ
り
）山
部
幸
信

【
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
】▼
所
長（
学
習
資
料

館
・
イ
ベ
ン
ト
交
流
館
長
）栗
原
由
紀
子

【
生
涯
学
習
課
】▼
課
長
補
佐（
課
長
補
佐
兼

生
涯
学
習
係
長
）上
野
美
田
子 

▼
生
涯
学

習
係
長（
観
光
課
係
長《（
一
社
）秋
田
県
観

光
連
盟
派
遣
》）藤
肥
寛
明

【
中
央
公
民
館
】▼
館
長
兼
庶
務
係
長
兼
事
業

係
長（
田
沢
湖
公
民
館
長
兼
庶
務
係
長
兼

事
業
係
長
）佐
藤
文
恵  

【
田
沢
湖
公
民
館
】▼
館
長
兼
庶
務
係
長
兼
事

業
係
長（
農
林
整
備
課
参
事
兼
農
村
整
備

係
長
）畠
山
裕
子

【
角
館
公
民
館
】▼
館
長
兼
庶
務
係
長
兼
事
業

係
長（
館
長
）千
代
雅
和 

▼
主
事（
新
規
採

用
）飛
澤
桃
子

【
市
民
会
館
】▼
館
長（
館
長
兼
業
務
係
長
兼

管
理
係
長
）信
田
昌
史 

▼
館
長
補
佐
兼

業
務
係
長
兼
管
理
係
長（
西
木
市
民
セ
ン

タ
ー
所
長
補
佐
兼
地
域
振
興
班
長
兼
農
林

建
設
班
長
）伊
藤
薫 

▼
主
任（
主
事
）菊
地

玲
衣

 【
学
習
資
料
館
・
イ
ベ
ン
ト
交
流
館
】▼
館
長

（
生
活
環
境
課
参
事
兼
消
費
生
活
係
長
）伊

藤
香 
▼
主
事（
新
規
採
用
）伊
藤
凛
音

【
平
福
記
念
美
術
館
】▼
館
長（
館
長
兼
事
業

係
長
）小
松
亜
希
子 
▼
管
理
係
長
兼
事
業

係
長（
再
任
用
）松
橋
幸
太
郎

 

議
会
事
務
局 

　
▼
書
記〈
主
任
〉（
書
記〈
主
事
〉）泉
侑
子 

 

監
査
委
員
事
務
局 

　
▼
事
務
局
長（
建
設
部
次
長
）松
本
賢
悟 

 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

　
▼
事
務
局
長〈
次
長
級
〉（
事
務
局
長〈
課

長
級
〉）門
脇
達
也 

▼
事
務
局
長
補
佐（
税

務
課
課
長
補
佐
兼
納
税
係
長
）青
山
昌
宏 

▼
書
記〈
主
事
〉（
田
沢
湖
市
民
セ
ン
タ
ー

主
事
）渡
邉
基
生

 

農
業
委
員
会
事
務
局 

　
▼
参
事
兼
庶
務
係
長
兼
農
地
係
長
兼
農
政

係
長（
農
業
振
興
課
参
事
兼
農
務
係
長
）

小
木
田
満
洋 

▼
主
事（
観
光
課
主
事
）芳

賀
元
気

 

医
療
局 

　
▼
医
療
局
次
長
兼
市
立
田
沢
湖
病
院
事
務

長
兼
市
立
田
沢
湖
病
院
総
務
管
理
課
長（
市

民
福
祉
部
次
長
兼
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
所

長
）田
村
政
志  

【
医
療
管
理
課
】▼
課
長
兼
管
理
係
長〈
兼
務
〉

湯
澤
満

【
経
営
企
画
推
進
室
】▼
室
長《
併
任
》（
教
育
総

務
課
長
）湯
澤
満

 

市
立
田
沢
湖
病
院 

【
診
療
科
】▼
総
合
診
療
科
科
長（
秋
田
県
健
康

福
祉
部
医
務
薬
事
課
よ
り
）金
大
悟 

▼
第
2

内
科
科
長（
内
科
医
長
）佐
藤
正
健 

▼
消
化

器
内
科
科
長（
新
規
採
用
）田
近
宗
彦 

▼
整

形
外
科
医
長
兼
内
科
医
長（
秋
田
県
健
康
福

祉
部
医
務
薬
事
課
よ
り
）竹
田
真
輝

【
看
護
科
】▼
看
護
師（
市
立
角
館
総
合
病
院
看

護
師
）照
島
悠
子

【
事
務
局
】▼
事
務
長〈
兼
務
〉田
村
政
志

【
総
務
管
理
課
】▼
課
長〈
兼
務
〉田
村
政
志 

▼

主
査（
主
任
）安
部
貴
弘

 

市
立
角
館
総
合
病
院 

【
診
療
部
】▼
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
科
長

兼
整
形
外
科
医
長（
放
射
線
科
科
長
兼
整
形

外
科
医
長
）青
沼
宏 

▼
放
射
線
科
科
長
兼
整

形
外
科
医
長（
新
規
採
用
）若
林
玲
奈 

▼
総

合
診
療
科
医
長《
併
任
》（
秋
田
県
健
康
福
祉

部
医
務
薬
事
課
よ
り
）阿
部
寛
道 

▼
外
科
医

長
兼
消
化
器
内
科
医
長（
新
規
採
用
）舘
野
桂 

▼
総
合
診
療
科
医
師（
新
規
採
用
）岩
橋
春
佳 

▼
総
合
診
療
科
医
師（
新
規
採
用
）髙
橋
大
地 

▼
消
化
器
内
科
医
師（
新
規
採
用
）相
羽
公
貴 

▼
総
合
診
療
科
医
師《
併
任
》（
秋
田
県
健
康

福
祉
部
医
務
薬
事
課
よ
り
）利
部
美
和 

▼
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
技
師
長（
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
副
技
師
長
）柴
田
和
哉 

▼
主

任
診
療
放
射
線
技
師（
診
療
放
射
線
技
師
）細

川
凌 

▼
主
任
理
学
療
法
士（
理
学
療
法
士
）

青
柳
智
有

【
看
護
部
】▼
外
来
診
察
室
主
任
看
護
師（
看
護

師
）相
馬
真
澄 

▼
看
護
師（
新
規
採
用
）伊
藤

茉
菜 

▼
看
護
師（
再
任
用
）阿
部
真
須
美 

▼

看
護
師（
再
任
用
）小
林
美
佳 

▼
看
護
師（
再

任
用
）門
脇
の
り
子 

▼
看
護
師（
再
任
用
）髙

橋
由
美
子 

▼
看
護
師（
再
任
用
）阿
部
環

【
事
務
部
総
務
管
理
課
】▼
主
事（
長
寿
支
援

課
主
事《
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
派

遣
》）藤
田
純
葵 

▼
ボ
イ
ラ
ー
技
士（
再
任

用
）伊
藤
仁 

 

退
職 

　
▼
小
田
野
直
光（
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長
）  

▼
山
信
田
大
作（
保
健
課
課
長
待
遇〈
医
療
管

理
課
併
任
〉） 

▼
藤
原
水
無
子（
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
参
事
） 

▼
草
彅
郁
太
郎（
税
務
課
課

長
補
佐
兼
固
定
資
産
税
係
長〈
定
年
〉） 

▼
原

勉（
固
定
資
産
税
調
査
室
室
長
補
佐〈
定
年
〉） 

▼
門
脇
秀
利（
桧
木
内
出
張
所
所
長
補
佐〈
定

年
〉） 

▼
佐
々
木
勇
人（
生
活
環
境
課
課
長
補

佐
兼
交
通
防
犯
係
長〈
定
年
〉） 

▼
鈴
木
寿

重（
に
し
き
園
事
務
長
補
佐〈
定
年
〉） 

▼
田

口
康
男（
観
光
課
課
長
補
佐〈
定
年
〉） 

▼
朝

水
勝
巳（
文
化
財
課
課
長
補
佐
兼
文
化
創
造

係
長〈
定
年
〉） 

▼
松
橋
幸
太
郎（
角
館
樺
細

工
伝
承
館
館
長
補
佐〈
定
年
〉） 

▼
進
藤
大
輔

（
財
政
課
主
事
） 

▼
佐
々
木
彩
斗（
税
務
課
主

事
） 

▼
赤
間
正
欣（
田
沢
湖
歯
科
診
療
所
長
） 

▼
小
林
正
人（
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐〈
定

年
〉） 

▼
武
藤
晋（
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

長
） 

▼
谷
貴
行（
市
立
角
館
総
合
病
院
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
科
長
） 

▼
新
村
裕（
市

立
角
館
総
合
病
院
消
化
器
内
科
医
師
） 

▼
松

土
昇
平（
市
立
角
館
総
合
病
院
外
科
医
師
） 

▼
畠
山
初
音（
市
立
角
館
総
合
病
院
薬
剤
師
） 

▼
阿
部
真
須
美（
市
立
角
館
総
合
病
院
主
任

看
護
師
） 

▼
小
林
美
佳（
市
立
角
館
総
合
病

院
主
任
看
護
師
） 

▼
門
脇
の
り
子（
市
立
角

館
総
合
病
院
主
任
看
護
師
） 

▼
髙
橋
由
美
子

（
市
立
角
館
総
合
病
院
主
任
看
護
師
） 

▼
阿

部
環（
市
立
角
館
総
合
病
院
主
任
看
護
師
） 

▼
山
部
香
澄（
市
立
角
館
総
合
病
院
看
護
師
） 

▼
伊
藤
仁（
市
立
角
館
総
合
病
院
主
任
ボ
イ

ラ
ー
技
士
）

 

再
任
用
任
期
満
了 

　
▼
佐
藤
義
一（
田
沢
湖
市
民
セ
ン
タ
ー
主
査
） 

▼
戸
澤
浩（
西
木
市
民
セ
ン
タ
ー
主
査
） 

▼

山
田
且
也（
上
桧
木
内
出
張
所
主
査
）▼
嶋
村

寅
年
子（
農
業
振
興
課
主
査
） 

▼
八
柳
司（
農

林
整
備
課
農
村
整
備
専
門
官
） 

▼
藤
井
正

（
建
設
課
建
設
専
門
官
） 

▼
浅
利
ま
ゆ
み（
角

館
西
保
育
園
主
任
保
育
士
） 

▼
熊
谷
ひ
と
み

（
角
館
西
保
育
園
主
任
保
育
士
） 

▼
毛
江
田

ゆ
か
り（
中
川
保
育
園
主
任
保
育
士
） 

▼
中

村
久
子（
中
川
保
育
園
主
任
保
育
士
） 

▼
佐

藤
富
美
子（
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
任
） 

▼

藤
川
美
紀（
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
任
） 

▼

保
坂
博
明（
に
し
き
園
主
任
） 

▼
星
出
雅
貴

（
保
健
課
臨
床
心
理
士
） 
▼
草
彅
照
美（
保
健

課
保
健
師
） 

▼
伊
藤
里
己（
管
財
課
技
術
員
） 

▼
佐
々
木
幸
美（
中
央
公
民
館
庶
務
係
長
兼

事
業
係
長
兼
社
会
教
育
専
門
官
） 

▼
竹
下
義

博（
仙
北
市
農
業
委
員
会
事
務
局
主
査
）▼
阿

部
千
鶴
子（
市
立
田
沢
湖
病
院
看
護
師
）▼
佐

藤
幸
子（
市
立
角
館
総
合
病
院
看
護
師
）▼
山

田
和
子（
市
立
角
館
総
合
病
院
看
護
師
）▼
雲

雀
弥
生（
市
立
角
館
総
合
病
院
看
護
師
） 

 

帰
任 

　
▼【
㈱
J
A
L
へ
】長
谷
田
雄
大（
交
流
デ
ザ

イ
ン
課
国
際
交
流
推
進
係
長
） 

▼【
秋
田
県

教
育
委
員
会
へ
】福
田
裕
司（
教
育
次
長
） 

▼

【
秋
田
県
教
育
委
員
会
へ
】毛
利
俊
介（
学
校

適
正
配
置
準
備
室
参
事
） 

▼【
秋
田
県
健
康

福
祉
部
医
務
薬
事
課
へ
】鎌
田
真
侑（
市
立
田

沢
湖
病
院
内
科
医
師
） 

▼【
秋
田
県
健
康
福

祉
部
医
務
薬
事
課
へ
】堀
井
駿（
市
立
角
館
総

合
病
院
総
合
診
療
科
医
長
） 

▼【
秋
田
県
健

康
福
祉
部
医
務
薬
事
課
へ
】竹
田
真
輝（
市
立

角
館
総
合
病
院
総
合
診
療
科
医
師
）

以
上

※ 

職
員
の
異
動
に
つ
い
て
は
、
令
和
8
年
度

以
降
広
報
の
掲
載
方
法
や
掲
載
範
囲
を
検

討
中
で
す
。

仙北市仙北市
人事異動人事異動

仙北市仙北市
人事異動人事異動
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角館の桜まつり
　以下の内容のとおり、例年どおりの規模で開催予定です（3 月 21 日現在の情報）。現在調整中の事項もありますので、
最新情報は仙北市ホームページからご確認ください。

［期間］ 4 月 15 日㈫～ 5 月 5 日㈪㈷
［夜桜ライトアップ］
▶ 武家屋敷通り（LED ライトアップ）…
　　　　　　　　　　　　　　17:30 ～ 22:00 頃まで
▶ 桧木内川堤（電球）…17:30 ～ 24:00 頃まで
▶ 横町橋下流（LED ライトアップ）…
　　　　　　　　　　　　　　17:30 ～ 24:00 頃まで

［駐車場について］
▶ 桜並木駐車場（普通車 500 円／中型 1,000 円／大型

3,000 円）
・期間中毎日営業
　8:30 ～ 16:30…大型バス優先
　（開花状況により一部期間で夜間営業を実施します）
※営業時間外は出入口を封鎖
▶ 武家屋敷通り臨時駐車場【旧角高グラウンド臨時駐

車場】（普通車 500 円）
・ 期間中毎日営業
　7:30 ～ 16:30…普通車のみ
　（開花状況により一部期間で夜間営業を実施します）
▶  その他無料臨時駐車場…角館東地区公民館、落合球

場、JA 秋田おばこ角館総合支店（土・日・祝日）、
角館国道維持出張所（土・日・祝日のバス混雑時）

［イベント情報］
▶ 開会式典、ライトアップ点灯式…4 月 15 日㈫
▶ 桜並木駐車場第 2 駐車場内での飲食屋台の出店…期

間中の 10:00 ～ 22:00 頃
▶ 仙北市商工会による旧東勝楽丁庁舎跡地でのキッチ

ンカーや物産販売…4月18日㈮～4月20日㈰
▶ 姉妹都市物産展…4 月 19 日㈯、20 日㈰／ 10:00 ～

16:00
▶ 飾山囃子の披露…4 月 19 日㈯、20 日㈰、26 日㈯、

27 日㈰、29 日㈫㈷の実施予定で調整中です。
▶ 武家屋敷通りの歩行者天国…4 月 19 日㈯、20 日㈰、

26 日㈯、27 日㈰、29 日㈫㈷の 10:00 ～ 16:00 に
実施予定で調整中です。

［その他］
▶ 市内の常設トイレのほか、桜並木駐車場内や武家屋

敷通り臨時駐車場内、旧東勝楽丁庁舎跡地付近など
に仮設トイレを設置予定です。

▶ 桧木内川・玉川（古城橋～落合河川公園）河川敷で
の飲食については規制しません。

［問合せ］
角館の観光行事実行委員会（仙北市観光課内）
☎ 43-3352☎ 43-3352

角館武家屋敷のシダレザクラ角館武家屋敷のシダレザクラ

刺巻水ばしょう祭り
　期間以外も自由に湿原の散策ができます。

［期間］ 4 月 12 日㈯～ 28 日㈪
［駐車場について］
▶ 駐車台数に制限はありますが、無料で駐車すること

ができます。
※ 大型バスは駐車不可のため、駐車帯では乗降のみと

し、バスは別の場所で待機をお願いします。
［イベント情報］
▶ 飲食・物産販売
▶ 飾山囃子などの披露は予定していません
▶ 仮設トイレを設置します

［問合せ］
仙北市田沢湖観光情報センター「フォレイク」
☎ 43-2111

かたくり群生の郷
　期間中の時間内は自由に園内を散策することができ
ます。

［期間・開園時間］ 4 月 12 日㈯～（予定）8:00 ～ 16:00
※花の状況で早く終了する場合もあります。

［入園料］ 大人（高校生以上）500 円
  　　      団体 20 人以上の場合は 300 円

［駐車場について］
▶ かたくり館に無料で駐車することができます。

［イベント情報］
▶ かたくり館内での物品販売を予定しています。
▶ トイレはかたくり館をご利用できます。
▶ かたくり群生の郷場内の道路は一方通行となります。

［問合せ］
 西木観光案内所  ☎ 42-8480

あきた花紀行 2025 検索花の咲き進み状況を更新しています！

あ
き
た
花
紀
行

あ
き
た
花
紀
行

桧木内川堤のソメイヨシノ桧木内川堤のソメイヨシノ
（国指定名勝50周年）（国指定名勝50周年）

八津・鎌足かたくり群生の郷八津・鎌足かたくり群生の郷 刺巻湿原のミズバショウ刺巻湿原のミズバショウ
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市 information
役所からのお知らせ▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147

完
全
予
約
制
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

時
間
外
交
付
を
行
い
ま
す

【
問
合
せ
】国
保
市
民
課 

市
民
係（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）３
３
０
７

　
写
真
付
き
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

申
請
し
、
お
手
元
に
交
付
通
知
書
の
ハ
ガ

キ
が
届
い
て
い
る
方
を
対
象
に
、
時
間
外

で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
を
行
い

ま
す（
交
付
は
予
約
し
た
方
の
み
に
限
り

ま
す
。
ま
た
時
間
外
の
交
付
窓
口
は
角
館

庁
舎
の
み
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
）。

　
時
間
外
で
の
交
付
を
希
望
す
る
方
は
、

各
交
付
日
の
２
日
前
ま
で
、
電
話
に
て
ご

連
絡
く
だ
さ
い（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
受
け
取
り
場
所
が
田
沢
湖
庁
舎
、
西
木

庁
舎
と
な
っ
て
い
る
方
に
つ
い
て
も
、
２

日
前
ま
で
に
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
角
館

庁
舎
で
受
け
取
り
が
可
能
で
す
）。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
は

原
則
本
人
が
来
庁
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

● 

時
間
外
交
付
日
時
／

▼
４
月
／
9
日
㈬
、
23
日
㈬

▼
５
月
／
14
日
㈬
、
28
日
㈬

▼
６
月
／
11
日
㈬
、
25
日
㈬

そ
れ
ぞ
れ
17
時
15
分
～
19
時
ま
で

● 

持
参
す
る
物
／（
詳
細
に
つ
い
て
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
通
知
書
の
ハ

ガ
キ
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
）

▼ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
通
知
書
の

ハ
ガ
キ

▼ 
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド（
紛
失

し
て
い
る
場
合
に
は
、
紛
失
届
を
記
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

▼ 

本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、
旅
券
、

在
留
カ
ー
ド
な
ど
の
う
ち
１
点
。
こ
れ

ら
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
健
康
保
険

証
ま
た
は
年
金
手
帳（
年
金
証
書
で
も

可
）お
よ
び「
氏
名
・
生
年
月
日
」ま
た

は「
氏
名
・
住
所
」が
記
載
さ
れ
た
書
類

（
社
員
証
、
学
生
証
、
医
療
受
給
者
証

な
ど
））

▼ 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方

の
み
）

● 

予
約
連
絡
先
／
国
保
市
民
課 

市
民
係

☎
43ｰ

３
３
０
７（
各
交
付
日
の
２
日
前

ま
で
）

※ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
コ
ン
ビ

ニ
で
の
証
明
書
交
付
も
行
っ
て
い
ま
す
。
料

金
は
窓
口
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら

ホームページ
https://www.city.semboku.akita.jp/

▼桧木内出張所　　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

【
問
合
せ
】国
保
市
民
課 

国
民
健
康
保
険
係（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
１
６

人
間
ド
ッ
ク
受
診
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

                 《
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
》

　
仙
北
市
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高

齢
者
医
療
で
は
、
病
気
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
お
よ
び
生
活
習
慣
病
予
防
に
役
立

て
て
い
た
だ
く
た
め
、
被
保
険
者
の
方
に

人
間
ド
ッ
ク
受
診
の
助
成
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

●
対
象
者
／

【
国
保
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
助
成
対
象
者
】

・ 

仙
北
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
、

35
歳
以
上
75
歳
未
満（
後
期
高
齢
者
医

療
対
象
者
を
除
く
）の
方

・ 

前
年
度
ま
で
の
国
保
税
を
完
納
さ
れ
て

い
る
方

・ 

特
定
健
診（
保
健
課
か
ら
配
布
さ
れ
る

受
診
券
で
受
診
す
る
集
団
健
診
ま
た
は

医
療
機
関
健
診
）を
受
診
し
て
い
な
い
、

ま
た
は
受
診
を
予
定
し
て
い
な
い
方

【
後
期
高
齢
者
の

           

人
間
ド
ッ
ク
受
診
助
成
対
象
者
】

・ 

仙
北
市
に
住
所
が
あ
る
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
で
、
当
該
年
度
に
国
保

の
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
を
受
け
て
い
な

い
方

・ 

前
年
度
ま
で
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
を
完
納
さ
れ
て
い
る
方

・ 

後
期
高
齢
者
健
診（
保
健
課
か
ら
配
布

さ
れ
る
受
診
券
で
受
診
す
る
集
団
健
診

ま
た
は
医
療
機
関
健
診
）を
受
診
し
て

い
な
い
、
ま
た
は
受
診
を
予
定
し
て
い

な
い
方

● 

助
成
金
額
／
ど
ち
ら
の
人
間
ド
ッ
ク
受

診
も
２
万
１
千
円
を
上
限
と
す
る（
年

度
内
１
回
の
み
）

● 

助
成
医
療
機
関
／
市
立
角
館
総
合
病

院
・
市
立
田
沢
湖
病
院
・
大
曲
厚
生
医

療
セ
ン
タ
ー

● 

申
請
受
付
期
間
／
４
月
１
日
㈫
～
令
和

８
年
３
月
31
日
㈫

※ 

受
診
希
望
の
方
は
、
直
接
助
成
医
療
機
関
に

予
約
し
、
受
診
す
る
前
に
助
成
金
の
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
時
に
、
窓
口
で
受
診

日
の
確
認
を
し
ま
す
。

● 

申
請
受
付
場
所
／
市
役
所
各
庁
舎
、
各

出
張
所
の
国
民
健
康
保
険
担
当
窓
口

● 

持
参
す
る
も
の
／
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
・
資
格
確
認
書
・
資
格
情
報
の

お
知
ら
せ
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
証
・
資
格
確
認
書
・
資
格
情
報

の
お
知
ら
せ
、
来
庁
さ
れ
る
方
の
本
人

確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

●
そ
の
他
／

・ 

申
請
を
し
な
い
で
助
成
医
療
機
関
で
の

人
間
ド
ッ
ク
受
診
を
し
て
費
用
を
支

払
っ
た
場
合
は
、
当
該
年
度
内
に
申
請

す
れ
ば
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の

場
合
は
、
領
収
書
、
印
鑑
、
金
融
機
関

の
通
帳
、
受
診
結
果
票
の
写
し
を
持
参

し
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

特
定
健
診
ま
た
は
後
期
高
齢
者
健
診
を

受
け
た
方
は
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診
の
助

成
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】農
業
振
興
課（
角
館
庁
舎
） 
☎（
43
）２
２
０
６

完
熟
堆
肥「
仙
北
の
底
力
」販
売
に
つ
い
て

　
仙
北
市
堆
肥
セ
ン
タ
ー
製
造
の
完
熟
堆

肥「
仙
北
の
底
力
」が
販
売
中
で
す
。
同

セ
ン
タ
ー
で
は
、
堆
肥
の
配
達
や
散
布
を

承
り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い（
配
達
・

散
布
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か

じ
め
ご
確
認
く
だ
さ
い
）。

●
営
業
日
／

▼
4
～
10
月
、
3
月
／
月
曜
日
～
土
曜
日

　
9
時
～
17
時

▼
11
～
２
月
／
月
曜
日
～
金
曜
日

   

９
時
～
15
時

● 

価
格
表
・
成
分
／
二
次
元
コ
ー
ド
を
読

み
込
む
と
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

●
問
合
せ
／

・
農
業
振
興
課
☎
43－

２
２
０
６

・
仙
北
市
堆
肥
セ
ン
タ
ー
☎
49－

７
２
５
１

価
格
表
・
成
分
は
こ
ち
ら
→

【
問
合
せ
】農
業
振
興
課（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
０
６

農
地
転
用
に
よ
る
農
業
振
興
地
域
除
外
・

　
編
入
申
請
受
付
の
お
知
ら
せ（
令
和
7
年
度
前
期
分
）

　
農
業
振
興
地
域
内
に
あ
る
農
用
地（
田
・

畑
な
ど
）を
農
用
地
以
外
の
用
途（
住
居
、

工
場
、
資
材
置
場
、
駐
車
場
な
ど
）に
転

用
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
農
業
振
興

地
域
か
ら
の
除
外
手
続
き（
農
振
除
外
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
除
外
手
続
き（
農
振
除
外
）

は
、
次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
こ

と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。　

⑴ 

農
用
地
区
域
以
外
に
代
替
で
き
る
土
地

が
な
く
、
ま
た
事
業
規
模
に
対
し
て
妥

当
な
面
積
で
あ
る
こ
と
。

⑵ 

除
外
に
よ
っ
て
農
地
の
集
団
性
や
、
農

作
業
の
効
率
化
に
支
障
が
な
い
こ
と
。

⑶ 

周
辺
の
農
業
者
や
担
い
手
な
ど
の
農
用

地
の
利
用
集
積
に
支
障
が
な
い
こ
と
。

⑷ 

農
業
用
施
設
や
土
地
改
良
施
設（
農
道
・

水
路
な
ど
）の
機
能
に
支
障
が
な
い
こ

と
。

⑸ 

土
地
改
良
事
業
を
実
施
中
の
区
域
で
な

い
こ
と
、
実
施
済
み
の
場
合
は
完
了
後

８
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
。

⑹ 

農
振
除
外
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
妥

当
性
が
あ
り
、
他
法
令（
農
地
法
、
都

市
計
画
法
な
ど
）の
許
認
可
見
込
み
が

あ
る
こ
と
。

　
除
外
・
編
入
の
要
件
な
ど
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
農
業
振
興
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
手
続
き
が

完
了
す
る
ま
で
は
お
お
む
ね
6
か
月
程
度

の
期
間
を
要
し
ま
す（
計
画
内
容
に
よ
り

期
間
が
延
び
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

● 

相
談
・
申
請
期
間
／
４
月
３
日
㈭
～
４

月
30
日
㈬（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

【
問
合
せ
】国
保
市
民
課 

国
民
年
金
係（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
１
６

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て

　
国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、

学
生
も
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る「
学

生
納
付
特
例
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、
大
学（
大
学
院
）、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

特
別
支
援
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種

学
校（
修
業
年
限
１
年
以
上
の
課
程
）に

在
学
す
る
方
で
、
学
生
納
付
特
例
を
受
け

よ
う
と
す
る
年
度
の
前
年
所
得
が
次
の
計

算
式
で
計
算
し
た
金
額
以
下
で
あ
る
こ
と

が
条
件
で
す
。

【
所
得
の
目
安
】（
申
請
者
本
人
の
み
）

１
２
８
万
円
＋
扶
養
親
族
な
ど
の
数
×

38
万
円
＋
社
会
保
険
料
控
除
な
ど

　
た
だ
し
、
学
生
納
付
特
例
の
期
間
は
、

将
来
の
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
、
受
け
取
る
年
金
額
を
増
額
す
る
た
め

に
も
、
あ
と
か
ら
納
付（
追
納
）す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
、
４
月

か
ら
翌
年
３
月
ま
で
で
す
が
、
承
認
を
受

け
た
次
の
年
度
も
同
じ
学
校
に
在
学
し
、

引
き
続
き
申
請
を
希
望
す
る
場
合
は
、
４

月
初
め
に
届
く
ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
ご
返
送
く
だ
さ

い
。

●
問
合
せ
／
大
曲
年
金
事
務
所

　
　
　
　
☎
０
１
８
７

－

63

－

２
２
９
６

【
問
合
せ
】ま
ち
づ
く
り
課（
田
沢
湖
庁
舎
） ☎（
43
）３
３
１
５

ス
ト
ッ
プ
踏
切
事
故
！

　
春
の
陽
気
で
雪
解
け
が
進
み
、
い
よ
い

よ
農
作
業
シ
ー
ズ
ン
の
始
ま
り
で
す
。

　
春
の
農
繁
期
に
は
、
踏
切
を
横
断
す
る

こ
と
が
増
え
て
き
ま
す
。

　
踏
切
事
故
の
多
く
は
、
列
車
が
通
過
す

る
直
前
の
横
断
や
自
動
車
な
ど
が
停
滞
・

エ
ン
ス
ト
・
落
輪
す
る
こ
と
が
原
因
で
、

市
内
に
お
い
て
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
警
報
機
や
遮
断
機
が
あ
る
踏
切
で
も
、

横
断
す
る
と
き
は
、
必
ず
一
時
停
止
し
、

安
全
確
認
を
行
い
、
踏
切
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

列
車
は
す
ぐ
に
停
止
で
き
な
い
の
で
、

踏
切
の
手
前
で
は
必
ず
一
時
停
止
を
し

て
、
目
と
耳
で
列
車
が
接
近
し
て
い
な

い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

● 

警
報
機
が
鳴
っ
て
い
る
と
き
や
、
遮
断

機
が
下
り
て
い
た
り
、
下
り
始
め
て
い

る
と
き
は
、
絶
対
に
踏
切
に
侵
入
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

● 

踏
切
を
越
え
た
先
に
自
分
の
車
が
停
め

ら
れ
る
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
時
は
、
絶
対

に
踏
切
に
侵
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
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市 information
役所からのお知らせ▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ホームページ
https://www.city.semboku.akita.jp/

▼桧木内出張所　　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

【
問
合
せ
】角
館
の
観
光
行
事
実
行
委
員
会 

観
光
課
内（
角
館
庁
舎
） ☎（
43
）３
３
５
２

「
角
館
の
桜
ま
つ
り
２
０
２
５
」ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
出
演
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
「
角
館
の
桜
ま
つ
り
２
０
２
５
」の
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
し
て
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
ま
す
。
楽
器
や
バ
ン
ド
演

奏
、
カ
ラ
オ
ケ
、
モ
ノ
マ
ネ
、
大
道
芸
や

漫
才
な
ど
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て

く
だ
さ
い
！
皆
さ
ま
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

● 

出
演
日
時
／
４
月
16
日
㈬
・
18
日
㈮
・

21
日
㈪
～
25
日
㈮
・
28
日
㈪
・
30
日
㈬
・

５
月
１
日
㈭
～
５
日
㈪
㈷

※ 

右
に
記
載
の
期
間
で
、
い
ず
れ
も
10
時
～
16

時
ま
で
の
間
で
１
時
間
単
位
か
ら
の
申
し
込

み
と
な
り
ま
す
。

● 

開
催
場
所
／
桜
並
木
第
２
駐
車
場（
お

祭
り
広
場
）特
設
ス
テ
ー
ジ

● 

参
加
費
／
出
演
時
に
物
品
販
売
も
行
う

場
合
は
１
ス
テ
ー
ジ
あ
た
り
１
千
円
、

物
品
販
売
な
し
で
行
う
場
合
は
無
料
。

● 

出
演
時
間
／
１
時
間
～

※ 

１
時
間
単
位（
１
時
間
未
満
の
場
合
も
１
時

間
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
）

● 

申
込
期
限
／
出
演
希
望
日
時
の
１
週
間
前

● 

申
込
方
法
／
観
光
課
窓
口
に
設
置
し
て

い
る
申
込
用
紙
、
も
し
く
は
、
仙
北
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
申
込
用
紙
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
メ
ー
ル
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま

た
は
、
仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

G
oogle

フ
ォ
ー
ム
経
由
で
オ
ン
ラ
イ

ン
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
は
こ
ち
ら
→

【
問
合
せ
】農
業
振
興
課（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
０
６

白
岩
集
落
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
に
つ
い
て

　
１
９
７
５
年
竣
工
以
来
、
地
域
の
様
々

な
活
動
で
利
用
さ
れ
て
き
た
白
岩
集
落
セ

ン
タ
ー（
角
館
町
白
岩
上
西
野
１
２
３
番

地
）が
、
白
岩
小
学
校
利
活
用
意
見
交
換

会
で
も
報
告
し
た
と
お
り
、
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
こ
と
や
白
岩
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー（
旧
白
岩
小
学
校
）の
設
置
に

伴
い
、
令
和
７
年
３
月
末
を
も
っ
て
廃
止

と
な
り
ま
し
た
。
４
月
以
降
の
活
動
場
所

に
つ
い
て
は
白
岩
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●�

白
岩
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
関

す
る
問
合
せ
／
角
館
市
民
セ
ン
タ
ー
☎

43－

３
３
０
９

【
問
合
せ
】ま
ち
づ
く
り
課（
田
沢
湖
庁
舎
） ☎（
43
）３
３
１
５

「
カ
レ
ン
ダ
ー
・
お
も
ち
ゃ 

リ
サ
イ
ク
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
お
礼

　

１
月
４
日
か
ら
２
月
14
日
ま
で
、
田

沢
湖
、
角
館
お
よ
び
西
木
の
各
市
民
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て「
カ
レ
ン
ダ
ー
」と
未
使
用

「
お
も
ち
ゃ
」の
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
を

設
置
し
た
と
こ
ろ
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら

多
数
の
ご
利
用
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
ご
家
庭
や
職
場
で

利
用
さ
れ
な
い「
カ
レ
ン
ダ
ー
」と「
お
も

ち
ゃ
」の
有
効
活
用
を
目
的
に
行
っ
た
も

の
で
す
。
終
了
時
に
残
っ
て
い
た
カ
レ
ン

ダ
ー
お
よ
び
未
使
用
の
お
も
ち
ゃ
に
つ
い

て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
お
絵
か
き
用
の
紙

や
お
も
ち
ゃ
と
し
て
、「
は
な
さ
き
仙
北
」

に
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
リ
サ
イ
ク
ル
へ

の
関
心
の
高
ま
り
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願

い
、
来
年
度
も
継
続
し
て
行
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】ま
ち
づ
く
り
課（
田
沢
湖
庁
舎
） ☎（
43
）３
３
１
５

ふ
る
さ
と
C
M
大
賞
の
参
加
者
募
集
に
つ
い
て

　

A
A
B
秋
田
朝
日
放
送
が
主
催
し
て
い

る「
あ
き
た
ふ
る
さ
と
手
作
り
Ｃ
Ｍ
大
賞
」

へ
の
参
加
者
を
公
募
し
ま
す
。

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
募
集

要
項
に
よ
り
、
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●�

募
集
趣
旨
／
秋
田
朝
日
放
送（
A
A
B
）

が
主
催
す
る
あ
き
た
ふ
る
さ
と
手
作
り

Ｃ
M
大
賞
へ
応
募
す
る
、
仙
北
市
の

魅
力
を
伝
え
る
C
M
作
品
の
撮
影
を

行
う
参
加
者
の
募
集

●�

応
募
資
格
／
仙
北
市
内
に
在
住
ま
た
は

就
労
・
就
学
し
て
い
る
個
人
ま
た
は
団
体

●�

制
作
内
容
／
仙
北
市
の
魅
力
を
P
R

す
る
30
秒
の
C
M
作
品

●�

申
込
方
法
／
5
月
16
日
㈮
ま
で
様
式
１

公
募
申
込
書（W

ord

）に
加
え
て
、
次

の
①
の
１
点
、
ま
た
は
①
・
②
の
２
点

を
提
出（
持
参
、
郵
送
、
F
A
X
ま
た

はE-m
ail

）

① 

30
秒
の
C
M
の
絵
コ
ン
テ(

様
式
２

絵
コ
ン
テ
シ
ー
ト（Excel

）)

※
必
須

② 

編
集
能
力
を
確
認
す
る
た
め
の
自
作
動

画（
過
去
に
撮
影
・
編
集
し
た
も
の
で

も
可
）、
も
し
く
は
、
提
出
す
る
絵
コ

ン
テ
に
沿
っ
て
撮
影
・
編
集
し
た
Ｃ
Ｍ

動
画（
ど
ち
ら
の
動
画
に
つ
い
て
も
秒

数
問
わ
ず
）

※
②
の
提
出
は
任
意
で
す
。

●�

謝
礼
／ 

C
M
作
品
制
作
の
謝
礼
と
し

て
、
10
万
円
を
お
渡
し
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
ま
ち
づ
く
り
課

▼
☎
43－

3
3
1
5

▼ E-m
ail:m

achi@
city.sem

boku.akita.
jp

　

詳
細
お
よ
び
様
式
は
仙
北
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

【
問
合
せ
】文
化
財
課（
角
館
庁
舎
） ☎（
43
）３
３
８
４

角
館
の
サ
ク
ラ
を
一
緒
に
守
り
ま
せ
ん
か
？　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  「
お
礼
肥
え
」参
加
者
募
集
！

　
国
指
定
天
然
記
念
物「
角
館
の
シ
ダ
レ

ザ
ク
ラ
」と
、
国
指
定
名
勝「
檜
木
内
川

堤（
サ
ク
ラ
）」が
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

か
ら
、
50
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
仙
北
市

で
は
、「
角
館
の
サ
ク
ラ
文
化
財
指
定
50
周

年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催
し
、
そ

の
第
１
部
で
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
参
加
者

を
募
り
、
桧
木
内
川
堤
の
桜
並
木
で
施
肥

作
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
サ
ク
ラ
の
花
が
散
っ
た
後
、
美
し
い
花

を
見
せ
て
く
れ
た
サ
ク
ラ
へ
の「
お
礼
肥

え
」と
し
て
、
サ
ク
ラ
に
肥
料
を
あ
げ
ま

せ
ん
か
？

● 

開
催
日
時
／
５
月
18
日
㈰
10
時
～
11
時

30
分

●
集
合
場
所
／
市
営
桜
並
木
駐
車
場

● 

事
前
申
込
の
受
付
日
／
4
月
1
日
㈫
～

４
月
30
日
㈬（
土
・
日
曜
日
、祝
日
除
く
）

８
時
30
分
～
17
時
15
分

●
募
集
人
数
／
先
着
50
人

●
申
込
先
／
文
化
財
課

【
問
合
せ
】税
務
課 

固
定
資
産
税
係（
田
沢
湖
庁
舎
） 
☎（
43
）１
１
０
９

縦
覧
制
度
お
よ
び
縦
覧
期
間
中
の

　
　
　
　
　
　
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
の
方
は
、
自
己

の
土
地
や
家
屋
の
価
格
と
、
仙
北
市
内
の

他
の
土
地
や
家
屋
の
価
格
と
を
比
較
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
縦
覧
期
間
中
に
土

地
価
格
等
縦
覧
帳
簿（
所
在
、地
番
、地
目
、

地
積
、
評
価
額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
）、

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿（
所
在
、
家
屋
番

号
、
種
類
、
構
造
、
床
面
積
、
評
価
額
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
）を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
な
お
、
縦
覧
期
間
は
、
４
月
１
日
か
ら

当
該
年
度
の
最
初
の
固
定
資
産
税
の
納
期

限
の
日（
令
和
７
年
度
の
場
合
は
６
月
２

日
）ま
で
の
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
縦
覧
を
希
望
さ
れ
る
方（
納
税
者
）は
、

各
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
出
張
所
も
し
く

は
税
務
課
窓
口
に
て
、
土
地
価
格
等
縦
覧

帳
簿
、
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
縦
覧
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

土
地
ま
た
は
家
屋
を
所
有
し
て
い
て
も
、

免
税
点
未
満
の
た
め
固
定
資
産
税
が
課

税
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
縦
覧
帳
簿
を

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

▼ 

土
地
に
つ
い
て
固
定
資
産
税
が
課
税
さ

れ
て
い
る
一
方
、
家
屋
に
つ
い
て
は
課

税
さ
れ
て
い
な
い
方
の
場
合
は
、
土
地

価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
閲
覧
す
る
こ
と
は

で
き
ま
す
が
、
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

を
閲
覧
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼ 

家
屋
に
つ
い
て
固
定
資
産
税
が
課
税
さ

れ
て
い
る
一
方
、
土
地
に
つ
い
て
は
課

税
さ
れ
て
い
な
い
方
の
場
合
は
、
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
閲
覧
す
る
こ
と
は

で
き
ま
す
が
、
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

を
閲
覧
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼ 

本
人
確
認
の
方
法
は
、
納
税
通
知
書
ま

た
は
課
税
明
細
書
を
提
示
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
行
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
な
い

場
合
は
、
公
的
機
関
が
発
行
す
る
写
真

付
き
の
身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
ま

た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）で

確
認
し
ま
す
。

▼ 

納
税
者
と
同
居
の
親
族
ま
た
は
納
税
管

理
人
に
つ
い
て
は
、
納
税
通
知
書
ま
た

は
課
税
明
細
書
を
提
示
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
納
税
者
か
ら
委
任
が
あ
っ
た
も

の
と
し
て
縦
覧
帳
簿
を
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▼ 

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
、
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
縦
覧
申
請
書
は
各
市
民
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
出
張
所
も
し
く
は
税
務
課

窓
口
に
置
い
て
あ
る
ほ
か
、
仙
北
市
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
郵
送
に
よ
る
申
請
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

▼ 

手
数
料
は
徴
収
し
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
縦
覧
期
間
中
の
令
和
７
年
度
固

定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
も
無
料
と
な
り

ま
す
。
税
証
明
交
付
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
い
た
だ
け
れ
ば
、
本
人
確
認
の
う

え
提
供
し
ま
す（
こ
ち
ら
は
郵
送
請
求
も

可
能
）。

　
緊
急
通
報
装
置
を
設
置
し
て
、
ひ
と
り

暮
ら
し
の
高
齢
者
や
身
体
障
が
い
者
な
ど

が
急
病
や
災
害
時
に
連
絡
が
取
れ
る
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
申
請
は
、
仙
北
市
社

会
福
祉
協
議
会
・
市
役
所
各
窓
口
で
で
き

ま
す
。

● 

対
象
者
／

▼ 

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者

▼ 

ひ
と
り
暮
ら
し
の
重
度
身
体
障
が
い
者

▼ 

寝
た
き
り
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
と
市

長
が
認
め
た
高
齢
者
を
抱
え
る
高
齢
者

世
帯

▼ 

日
中
お
よ
び
夜
間
な
ど
家
族
の
都
合
に
よ

り
独
居
の
状
態
が
認
め
ら
れ
る
高
齢
者

▼ 

市
長
が
特
に
必
要
と
認
め
た
世
帯

● 

利
用
申
請
／

▼ 

仙
北
市
社
会
福
祉
協
議
会
各
支
所

・
☎
52

－

１
６
２
４（
角
館
）

・
☎
43

－

１
３
６
８(

田
沢
湖
）

・
☎
48

－

２
９
４
０(

西
木
）

（
仙
北
市
か
ら
仙
北
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
事
業
を
委
託
し
て
い
ま
す
）

▼ 

仙
北
市
役
所
長
寿
支
援
課（
角
館
庁
舎
）、

田
沢
湖
・
西
木
市
民
セ
ン
タ
ー
、
各
出

張
所

● 

利
用
方
法
／

▼ 

利
用
者
と
し
て
決
定
す
る
と
、「
緊
急
通

報
装
置
」と「
火
災
セ
ン
サ
ー(

煙
）」

を
自
宅
に
設
置
し
ま
す
。

▼ 

急
病
や
災
害
な
ど
の
時
に
、
ボ
タ
ン
を

押
す
こ
と
に
よ
り
、ALSO

K

に
通
報

さ
れ
ガ
ー
ド
マ
ン
が
駆
け
付
け
ま
す
。

● 

利
用
料
／ 

月
額
６
０
０
円

● 

問
合
せ
／
▼
仙
北
市
社
会
福
祉
協
議
会

各
支
所
▼
長
寿
支
援
課

緊
急
通
報
装
置
給
付
・
貸
与
事
業
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】長
寿
支
援
課（
角
館
庁
舎
） ☎（
43
）２
２
８
１
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市 information
役所からのお知らせ▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ホームページ
https://www.city.semboku.akita.jp/

▼桧木内出張所　　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

【令和8年4月１日採用予定】

仙北市職員採用
試験のお知らせ

● 受験方法／リクナビ 2026 からエントリーしてください。
●プレエントリー受付期間／ 4月30日㈬まで
●エントリーシート受付期間／ 5月9日㈮まで

試験区分 採用
人数 受験資格 一次試験 二次試験 合格者

採用日

大卒程度
一般行政

4人
程度

次のいずれかに該当する方

① 平成3年４月２日から平成16年４月
１日までに生まれた人

② 平成16年４月２日以降に生まれた人
で、学校教育法による大学（短期大学
および高等専門学校を含む）を卒業し
た人、または令和8年３月31日まで
に卒業する見込の人 4月28日㈪～

5月30日㈮ま
でのうち、受
験者が選択す
る日時

会場 /SPSPII33
テストセンターテストセンター

第１次試験
合格者に通
知します。

令和8年
4 月 1 日
予定

上級土木 1人
程度

平成3年４月２日から平成16年４月１
日までに生まれた人で、学校教育法によ
る大学（短期大学除く）で、「土木」に関
する専門課程を修了し卒業した人または
令和8年３月31日までに卒業する見込
の人

上級建築 1人
程度

平成3年４月２日から平成16年４月１
日までに生まれた人で、学校教育法によ
る大学（短期大学除く）で、「建築」に関
する専門課程を修了し卒業した人または
令和8年３月31日までに卒業する見込
の人

【問合せ】総務課（田沢湖庁舎） ☎（43）1111

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

プレエントリーはこちら！
　　（リクナビ 2026）

　令和8年4月1日採用予定の仙北市職員採用試験を
次のとおり実施します。

エントリー登録は

5月28日㈬まで！

エントリー受付中 !エントリー受付中 !

TAZAWAKO 
MARATHON 第38回田沢湖マラソン

笑顔も深さも日本一 !!笑顔も深さも日本一 !!
～田沢湖ブルーを駆けぬけろ～～田沢湖ブルーを駆けぬけろ～

　今年の田沢湖マラソンは、9月21日㈰に開催されます。
　4月1日からエントリーの受付を開始しますので、市民の皆さんも健康づくりや自身へのチャレンジとして、ぜひご参加ください。
　なお、当日はコース周辺で交通規制が行われますので、ご協力をお願いします。エントリー方法など詳しくは田沢湖マラソン公
式ホームページ（下の二次元コード読み取りまたは市のホームページ・イベント情報内リンクより）をご覧ください。

9月21日[日]

■その他問合せ
田沢湖マラソン実行委員会事務局（観光文化スポーツ部スポーツ振興課内） 
☎43-1116※問合せ窓口（特定非営利法人スポーツコミッション秋田）に

つながります。※平日9時～ 17時
E-mail  marason@city.semboku.akita.jp

■エントリーについての問合せ
田沢湖マラソンエントリーセンター

（㈲ラップシステム内） ☎0463-35-6691

田沢湖マラソン
公式ホームページ

【
問
合
せ
】総
務
課（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎（
43
）１
１
１
１

仙
北
市
生
活
応
援
商
品
券
に
つ
い
て

　
燃
料
価
格
や
物
価
高
騰
の
影
響
を
受

け
て
い
る
市
民
の
家
計
負
担
の
軽
減

と
、
地
域
内
に
お
け
る
消
費
喚
起
に

よ
っ
て
事
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、
市

内
取
扱
加
盟
店
で
使
用
可
能
な「
仙
北

市
生
活
応
援
商
品
券
」を
発
行
し
ま
す
。

● 

対
象
者
／
令
和
６
年
12
月
13
日
現

在
、
仙
北
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

※ 

た
だ
し
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
の
方

で「
令
和
６
年
度
仙
北
市
物
価
高
騰
対
応

重
点
支
援
給
付
金（
追
加
分
）」を
受
給
し

て
い
る
方
お
よ
び
そ
の
世
帯
員
の
方
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

● 

商
品
券
額
／
対
象
者
１
人
に
つ
き

４
千
円
分（
１
千
円
券
４
枚
綴
り
を

発
行
し
ま
す
）

●
商
品
券
配
付
の
流
れ
／

⑴
申
請
は
不
要
で
す
。

⑵ 

４
月
中
旬
以
降
、
順
次
ゆ
う
パ
ッ
ク

に
よ
り
、
世
帯
主
宛
て
に
対
象
者
分

の
商
品
券
を
お
届
け
し
ま
す
。な
お
、

市
内
全
域
へ
の
配
送
に
は
３
週
間
程

度
を
要
す
る
見
込
み
で
す
。

⑶ 

５
月
１
日
に
な
っ
て
も
商
品
券
や
不

在
連
絡
票
が
届
か
な
い
場
合
は
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、
ご
不
明
な
点
は
総
務
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・ 

対
象
者
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
。

・ 

引
っ
越
し
な
ど
に
よ
り
住
所
が
変

わ
っ
た
が
、
住
所
が
変
わ
っ
た
こ
と

を
郵
便
局
に
届
け
出
て
い
な
い
。

● 

商
品
券
利
用
期
間
／
５
月
１
日
㈭
～

８
月
31
日
㈰

※ 

利
用
期
間
を
過
ぎ
た
も
の
は
無
効
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

● 

商
品
券
取
扱
加
盟
店
一
覧
／
商
品
券

送
付
の
際
に
同
封
し
ま
す
。
最
新
情

報
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

い
た
だ
け
ま
す
。

● 

そ
の
他
／

⑴ 

商
品
券
を
使
用
し
て
お
買
い
物
を
し

た
際
、お
釣
り
は
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
。

⑵ 

商
品
券
は
、
以
下
に
掲
げ
る
物
品
お

よ
び
役
務
の
提
供
で
の
使
用
や
、
転

売
、
譲
渡
、
換
金
な
ど
は
禁
止
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

・ 
商
品
券（
ビ
ー
ル
券
、
清
酒
券
、
お

こ
め
券
、
店
舗
が
独
自
で
発
行
す
る

商
品
券
な
ど
）、
旅
行
券
、
乗
車
券
、

切
手
、
印
紙
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
、

電
子
マ
ネ
ー
、
貴
金
属
、
有
価
証
券
、

金
券
な
ど
の
換
金
性
が
高
い
も
の

・
た
ば
こ

・ 

出
資
や
債
務
の
支
払
い（
税
金
、
保

険
料
、
振
込
手
数
料
、
電
気
、
水
道
、

電
話
料
金
な
ど
）

・
医
療
費
・
介
護
費
の
支
払
い

・ 

土
地
、
家
屋
購
入
、
家
賃
、
地
代
、

駐
車
場
な
ど
の
不
動
産
や
資
産
性
の

高
い
も
の
に
関
わ
る
支
払
い

・
性
風
俗
特
殊
営
業
な
ど
の
支
払
い

・ 

特
定
の
宗
教
、
政
治
団
体
に
関
わ
る

も
の
や
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の

⑶ 

商
品
券
の
再
発
行
は
行
い
ま
せ
ん
の

で
、
紛
失
な
ど
に
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

2121 2025- 42025- 4広報せんぼく広報せんぼく 2020Semboku  City  Public  RelationsSemboku  City  Public  Relations

check!



市 information
役所からのお知らせ▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ホームページ
https://www.city.semboku.akita.jp/

▼桧木内出張所　　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

　任期満了に伴う仙北市生保内財産区管
理会委員一般選挙が 3月4日に告示され、
同日17時で立候補の届け出を締め切った
結果、定数と同数の７人以外に届出がな
く全員の無投票当選が決まりました。

届出番号 当選者 住所 年齢

1 柴田　英孝 田沢湖生保内字下高野 77

2 戸村　正光 田沢湖刺巻字大道 66

3 小西　芳雄 田沢湖生保内字堂ノ前 67

4 三浦　久 田沢湖潟字ヨテコ沢 76

5 高橋　吉一 田沢湖生保内字久保 68

6 荒木田　作榮 田沢湖生保内字中宿 73

7 千葉　智永 田沢湖生保内字阿気 50

●仙北市生保内財産区管理会委員一般選挙当選者
（年齢は 3月9日現在）仙北市生保内財産区

管理会委員について

　【問合せ】
　仙北市選挙管理委員会事務局
　（田沢湖庁舎） ☎（43）1150

7人が無投票当選

【
問
合
せ
】学
校
教
育
課（
西
木
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
８
２

仙
北
市
児
童
生
徒
大
会
等
出
場
激
励
金
に
つ
い
て

　
仙
北
市
で
は
、
予
選
大
会
ま
た
は
競
技

団
体
な
ど
の
推
薦
を
経
た
東
北
規
模
以
上

の
文
化
大
会
ま
た
は
体
育
大
会
に
出
場
す

る
児
童
生
徒
に
対
し
、
激
励
金
を
交
付
し

ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
対
象
と
な
る
方
／

▼
仙
北
市
に
お
住
ま
い
の
児
童
生
徒

▼ 

仙
北
市
の
小
中
学
校
に
通
っ
て
い
る
児

童
生
徒（
特
別
支
援
学
校
の
初
等
部
中

等
部
を
含
む
）

●
対
象
と
な
る
大
会
／

▼ 

予
選
大
会
ま
た
は
競
技
団
体
な
ど
の
推

薦
を
経
て
出
場
す
る
東
北
規
模
以
上
の

文
化
大
会
ま
た
は
体
育
大
会

●
対
象
と
な
ら
な
い
大
会
／

× 

仙
北
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
会
派
遣
費

補
助
金
の
対
象
と
な
る
大
会（
ス
ポ
少

関
係
）

× 

仙
北
市
立
小
中
学
校
に
お
け
る
児
童
、

生
徒
派
遣
費
補
助
金
の
対
象
と
な
る
大

会（
学
校
の
部
活
動
関
係
）

× 

そ
の
他
、
本
市
の
他
の
制
度
に
よ
り
補

助
金
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
出
場
す
る

大
会

●
激
励
金
の
額
／

▼
東
北
規
模
の
大
会
…
５
千
円

▼
全
国
・
国
際
規
模
の
大
会
…
１
万
円

●
手
続
き
方
法
な
ど
／

　
大
会
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
申
請
書
な

ど
を
学
校
教
育
課
課
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ

い
。
審
査
後
、
交
付
決
定
を
通
知
、
実
績

報
告
書
を
提
出
い
た
だ
い
た
後
、
激
励
金

を
交
付
し
ま
す
。

※ 

提
出
書
類
の
詳
細
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
注
意
事
項
／

※ 

東
北
大
会
、
全
国
大
会
、
国
際
大
会
の
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
年
度
内
１
回
ず
つ
交
付
申
請

で
き
ま
す
。

（
例
）年
度
内
に
２
回
東
北
大
会
に
出
場

し
て
も
、
交
付
申
請
で
き
る
の
は
１
回
で

す
）。市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

【
問
合
せ
】総
合
防
災
課（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎（
43
）１
１
１
５

防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム「
＠
せ
ん
ぼ
く
」が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
運
用
開
始
さ
れ
ま
す

　
４
月
か
ら
新
し
い
防
災
情
報
伝
達
シ
ス

テ
ム「
＠
せ
ん
ぼ
く
」（
ア
ッ
ト
せ
ん
ぼ
く
）

が
運
用
開
始
さ
れ
ま
す
。
今
ま
で
の
戸
別

受
信
機
と
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
で
配
信
し
て

い
た
防
災
情
報
な
ど
は
今
後
、
安
全
安
心

メ
ー
ル
、
仙
北
市
公
式
L
I
N
E
を
介

し
て
配
信
さ
れ
ま
す
。
ど
ち
ら
か
一
方
の

登
録
で
防
災
な
ど
の
情
報
が
取
得
で
き
ま

す
の
で
、
ま
だ
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
は

登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
を
同
居
す
る
家
族
が
誰
も
持
っ
て
い

な
い
世
帯
に
は
専
用
の
戸
別
受
信
機
を
貸

与
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
申
し
込
ま
れ
て
い

な
い
方
は
総
合
防
災
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

● 

旧
防
災
無
線
の
戸
別
受
信
機
回
収
に
つ

い
て

　

 

３
月
ま
で
使
用
し
て
い
た
戸
別
受
信

機
に
つ
い
て
は
、
今
後
回
収
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
回
収
方
法
な
ど
が
決
ま
り
ま
し

た
ら
、改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、

建
物
に
設
置
さ
れ
た
外
部
ア
ン
テ
ナ
に
つ

い
て
は
、
市
で
の
取
り
外
し
を
行
う
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

安
全
安
心
メ
ー
ル
の
登
録
に
つ
い
て�

　

配
信
を
希
望
さ
れ
る
方
は
登
録
が
必

要
で
す
の
で
、
詳
し
く
は
仙
北
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

次
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス

で
き
ま
す
。

仙
北
市
公
式
L
I
N
E
の「
友
だ
ち
追

加
」に
つ
い
て

　
L
I
N
E
を
ご
利
用
の
方
は
、
次
の

二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
ID
検
索「@

city.
sem

boku

」よ
り
、「
友
だ
ち
追
加
」を
お

願
い
し
ま
す
。

安
全
安
心
メ
ー
ル
の

　
　
　
登
録
は
こ
ち
ら
→

L
I
N
E
の
友
だ
ち

　
　
　
登
録
は
こ
ち
ら
→

【
問
合
せ
】こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
８
０

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
要
件
の
拡
充
に
つ
い
て

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
要
件
を
拡
充

し
、
産
前
産
後
休
暇
中
だ
け
で
は
な
く
、
育

児
休
暇
中
も
利
用
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

育
児
休
暇
中
に
よ
り
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
利
用
申
請
が
で
き
な
か
っ
た
方
は
、
申
請

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

● 

申
請
書
類
の
配
布
・
提
出
場
所
／
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー（
角
館
庁
舎
）、
各
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ（
14
時
30
分
頃
か
ら
職
員
が

い
ま
す
）

● 

申
請
書
類
の
提
出
期
限
／
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
が
、
入
会
調
整
や
受
け
入
れ
準

備
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
利
用
希
望
日

の
１
～
２
週
間
前
を
目
安
に
余
裕
を
も
っ

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

１
週
間
前
よ
り
早
い
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。　

【
問
合
せ
】ま
ち
づ
く
り
課（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
１
５

「
よ
ぶ
の
る
角
館
」の
市
民
割
引
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仙
北
市
民
カ
ー
ド
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
度
よ
り
角
館
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交

通「
よ
ぶ
の
る
角
館
」は
、
利
用
料
金
が
一
般

５
０
０
円
／
回（
フ
リ
ー
乗
降
エ
リ
ア
外
は

１
０
０
０
円
／
回
）と
な
り
ま
す
が
、
仙
北

市
民
の
皆
さ
ま
は
仙
北
市
民
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
書
類（
運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
健
康
保
険
証
、
住
民
票
な

ど
）ま
た
は
、
市
が
発
行
す
る「
よ
ぶ
の
る
角

館 

仙
北
市
民
カ
ー
ド
」を
ご
乗
車
の
際
に
運

転
手
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
一
律
３
０
０
円

に
割
引
さ
れ
ま
す
。
仙
北
市
民
カ
ー
ド
は
角

館
庁
舎
総
合
案
内
窓
口
で
交
付
し
ま
す
の
で
、

仙
北
市
民
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
公
的

証
明
書
を
ご
持
参
の
上
、
ご
申
請
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
年
度
ご
と
で
限
っ
て
い

た
仙
北
市
民
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
は
、
令
和

７
年
度
よ
り
よ
ぶ
の
る
角
館
の
運
行
終
了
ま

で
と
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
過
去
に
配
布

し
た
ピ
ン
ク
色（
R5
）や
青
色（
R6
）の
仙
北

市
民
カ
ー
ド
に
つ
い
て
も
、
再
申
請
す
る
こ

と
な
く
、
令
和
７
年
度
以
降
も
継
続
し
て
使

用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

※ 

仙
北
市
か
ら
転
出
し
、
仙
北
市
民
で
な
く
な
る

場
合
は
速
や
か
に
カ
ー
ド
を
市
役
所
に
返
却
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ぜ
ひ
よ
ぶ
の
る
角
館
お
よ
び
仙
北
市
民

カ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】農
業
振
興
課（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
０
６

む
ら
っ
こ
物
産
館
の
営
業
日
に
つ
い
て

　
令
和
7
年
度
の
む
ら
っ
こ
物
産
館
の
営

業
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
営
業
日
／
4
月
12
日
㈯
～
11
月
16
日
㈰

● 

定
休
日
／
毎
週
水
曜
日 (

８
月
13
日
は

臨
時
休
業
し
ま
す
）

●
営
業
時
間
／
9
時
～
16
時

● 

問
合
せ
／
む
ら
っ
こ
物
産
館（
☎
47

－

２
２
０
５
）

＊ 

冬
期
休
業
中
は
仙
北
市
農
林
商
工
部
農

業
振
興
課
ま
で

↑令和７年度以降の仙北市民カード
（緑色）

※ 過去年度に発行したカードも利用
可能です。
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市 information
役所からのお知らせホームページ

https://www.city.semboku.akita.jp/

▼桧木内出張所　　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

【
問
合
せ
】社
会
福
祉
課（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
８
８

【
仙
北
市
障
が
い
者（
児
）タ
ク
シ
ー
利
用
券
給
付
事
業
】

タ
ク
シ
ー
の
利
用
券
を
給
付
し
て
い
ま
す

　
在
宅
の
障
が
い
者
の
方
な
ど
の
外
出
支
援
を
図

る
た
め
、
障
が
い
者
の
方
な
ど
が
利
用
す
る
タ
ク

シ
ー
の
利
用
料
金
の
一
部
と
し
て
利
用
券
を
給
付

し
て
い
ま
す
。
令
和
7
年
度
の
申
請
は
次
の
窓
口

で
申
請
で
き
ま
す
。

● 

対
象
に
な
る
方（
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方　
※
施
設
入
所
者
は
除
く
）

① 

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら
３
級
を
お
持
ち
の

方
②
療
育
手
帳
Ａ
を
お
持
ち
の
方

③ 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
お
持
ち
の

方
④ 

特
定
医
療
費（
指
定
難
病
）受
給
者
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る
難
病
患
者
の
方

● 

利
用
券
に
つ
い
て
／
５
０
０
円
券
と
１
０
０
円

券
で
、
１
万
５
千
円
分
が
給
付
さ
れ
ま
す
。

● 

申
請
窓
口
／
社
会
福
祉
課（
角
館
庁
舎
）、
田

沢
湖
・
西
木
市
民
セ
ン
タ
ー
、
各
出
張
所

● 

必
要
な
も
の
／
障
が
い
者
手
帳
ま
た
は
特
定
医

療
費（
指
定
難
病
）受
給
者
証

【
問
合
せ
】社
会
福
祉
課（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
８
８

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方
は

旅
客
鉄
道
会
社
な
ど
の
旅
客
運
賃
が
割
引
に
な
り
ま
す

　
４
月
１
日
か
ら
、
旅
客
鉄
道
会
社
な
ど
に
お
い

て
、
精
神
障
が
い
者
を
対
象
に
し
た
旅
客
運
賃
の

割
引
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
割
引
を
受
け
る
た
め
に

は
、
写
真
が
添
付
さ
れ
、
第
一
種
精
神
障
害
者
、

第
二
種
精
神
障
害
者
の
別
が
明
記
さ
れ
た
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
旅
客
鉄
道
会
社
な
ど
に
提

示
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

● 

対
象
者
／
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
所
持

者
▼ 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
方
→
旅
客

運
賃
割
引
区
分
は「
第
一
種
精
神
障
害
者
」と
な

り
ま
す
。

▼ 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
２
級
、
3
級
の
方

→
旅
客
運
賃
割
引
区
分
は「
第
二
種
精
神
障
害

者
」と
な
り
ま
す
。

●
割
引
開
始
日
／
４
月
１
日

● 

主
な
旅
客
鉄
道
会
社
／
▼
東
日
本
旅
客
鉄
道
株

式
会
社
▼
西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

●
記
載
方
法
／

⑴ 

令
和
7
年
2
月
28
日
ま
で
に
交
付
さ
れ
た
手
帳

・ 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
備
考
欄
に
、
第

一
種
精
神
障
害
者
、
第
二
種
精
神
障
害
者
の
別

を
記
載
し
ま
す
。

・ 

ご
希
望
の
方
は
次
の
窓
口
に
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、
記
載
を
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

⑵�

令
和
７
年
３
月
3
日
以
降
に
交
付
さ
れ
る
手
帳

・ 

第
一
種
精
神
障
害
者
、
第
二
種
精
神
障
害
者
の

別
が
明
記
さ
れ
た
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

を
交
付
し
ま
す
。

● 

記
載
窓
口
／
社
会
福
祉
課（
角
館
庁
舎
）、
田

沢
湖
・
西
木
市
民
セ
ン
タ
ー
、
各
出
張
所

● 

割
引
内
容
／
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
旅
客
鉄
道

会
社
に
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】農
林
整
備
課（
角
館
庁
舎
） 
☎（
43
）２
２
０
7

ク
マ
に
注
意
を
！

　
こ
れ
か
ら
ク
マ
が
冬
眠
か
ら
目

覚
め
、
出
没
・
遭
遇
機
会
が
高
ま

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ま
に
は
次
の
こ
と
に
ご
留

意
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

● 

入
山
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
地
域

に
は
絶
対
入
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
。

● 

生
ご
み
や
廃
棄
作
物
、米
ぬ
か
、

家
畜
飼
料
な
ど
、
ク
マ
が
好
む

よ
う
な
食
べ
物
を
屋
外
に
放
置

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

● 

住
宅
は
勿
論
、
車
庫
や
物
置
、

作
業
小
屋
な
ど
も
戸
締
ま
り
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

● 

農
地
や
家
の
周
囲
の
や
ぶ
は
刈

り
払
い
、
見
通
し
を
よ
く
し
ま

し
ょ
う
。

● 

朝
夕
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ま
た
は
散

歩
は
、
な
る
べ
く
一
人
は
避
け

る
よ
う
に
し
、
コ
ー
ス
も
安
全

な
所
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

早
朝
や
夜
間
の
外
出
、登
下
校
、

農
作
業
、
山
へ
入
る
際
は
、
鈴

や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
音
を
鳴
ら
し

た
り
、
熊
ス
プ
レ
ー
を
携
帯
す

る
な
ど
、
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
が

注
意
し
、
人
身
事
故
を
防
ぐ
た
め

の
対
策
を
心
が
け
て
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

【問合せ】生活環境課（角館庁舎） ☎（43）3308

　秋田県では、毎年４月を「あきたクリーン強調月間」、
４月第３日曜日を「あきたビューティフルサンデー」と
定め、身近な地域のクリーンアップを呼びかけていま
す。

●実施日／４月20日㈰　
● 場所／自宅周り、地区や町内の会館周り、沿道、側溝、

桧木内川堤（角館地区）など
● 集め方／「燃えるごみ」と「燃えないごみ」を別々の

ごみ袋に集め、地区・町内のごみ集積所に出してくだ
さい。

　 　使用する袋は市指定のごみ袋のほか、スーパーの
レジ袋でも結構ですが、使用する袋には必ず「○○地
区・ クリーンアップ」と大きく書いてください（未記
入のものは回収しません）。ただし、肥料袋は使用し
ないでください。

● 回収方法／次の日から通常のごみ収集とあわせて随
時行います （ごみの収集日の関係で、「燃えないご
み」の回収が遅くなる地区もありますがご了承くださ
い）。

※ 平日の８時30分～ 16時30分までであれば「燃えるごみ」
は北部ごみ処理センター、「燃えないごみ」は各一般廃棄物
最終処分場へ直接搬入しても結構です。その際は、必ずク
リーンアップのごみとお伝えください。

※ 当日に実施できない場合は、地区の事情に合わせて実施し
ていただいても結構ですが、収集業者との調整のため必ず
ご連絡をお願いします。　　　　

※ 家電や粗大ごみを発見した場合はご連絡お願いします。
※ 作業中の事故には十分ご注意ください。

　　各地区・各町内会の皆さまの
　　ご協力をお願いいたします！

みんなで協力して
地域をきれいにしよう！

一斉クリーンアップ！
一斉クリーンアップ！春 の

【
問
合
せ
】農
林
整
備
課（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
０
７

電
気
柵
な
ど
の
購
入
に
か
か
る
費
用
の
一
部
助
成
に
つ
い
て

　
野
生
動
物
に
よ
る
農
畜
産
物
被
害
お
よ

び
人
的
被
害
を
防
止
・
軽
減
す
る
た
め
、

電
気
柵
な
ど
の
購
入
に
か
か
る
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

● 

対
象
品
目
／
野
菜
、
果
樹
、
水
稲
お
よ

び
畜
産
全
般

● 

補
助
対
象
経
費
／
原
則
と
し
て
３
年
以

上
の
使
用
に
耐
え
ら
れ
る
資
材（
柵
線
、

支
柱
、
導
電
性
防
草
シ
ー
ト
な
ど
）の

導
入
費
用

※ 

設
置
費
用
、
資
材
な
ど
の
運
搬
費
、
手
数
料
、

消
費
税
な
ど
に
つ
い
て
は
補
助
対
象
に
含
め

ま
せ
ん
。

● 

補
助
率
／
対
象
経
費（
税
抜
）の
１
／

3
以
内（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

※
上
限
額
10
万
円

● 

要
件
／
▼
市
内
に
住
所（
農
業
法
人
に

あ
っ
て
は
所
在
地
）を
有
す
る
こ
と
▼

対
象
品
目
を
出
荷
販
売
し
て
い
る
こ
と

▼
市
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
こ
と

● 

申
込
方
法
／
次
の
書
類
を
農
林
整
備
課

（
角
館
庁
舎
）ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

⑴
補
助
金
等
交
付
申
請
書

⑵
収
支
予
算
書

⑶
電
気
柵
な
ど
の
見
積
書
な
ど

⑷
電
気
柵
等
設
置
計
画
図

⑸
次
の
い
ず
れ
か
ひ
と
つ

① 

税
務
申
告
上
の
農
業
収
入
額
が
確
認
で

き
る
書
類

（
例
）所
得
証
明
書 

、 

確
定
申
告
書
の
写

し 

、 

住
民
税
申
告
書
の
写
し

※
申
告
書
の
場
合
、
申
告
時
の
控
え
は
対
象
外

② 

新
規
就
農
者
の
場
合
は
申
請
日
か
ら
1

年
以
内
に
出
荷
販
売
す
る
こ
と
を
証
す
る

書
類

【
問
合
せ
】農
林
整
備
課（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
０
７

仙
北
市
狩
猟
免
許
取
得
事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て

　
新
規
に
猟
銃
所
持
許
可
証
、
狩
猟
免
許

を
取
得
し
た
方
へ
、
費
用
の
一
部
助
成
を

行
い
ま
す
。

● 

対
象
者
／
①
対
象
年
度
内
に
、
新
規
に

猟
銃
所
持
許
可
証
お
よ
び
第
１
種
銃
猟

免
許
を
取
得
し
た
方
②
対
象
年
度
内
に
、

新
規
に
わ
な
猟
免
許
を
取
得
し
た
方

※ 
①
は
両
方
と
も
新
規
取
得
し
た
方
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

●
助
成
条
件
／

▼
仙
北
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

▼
仙
北
市
内
の
猟
友
会
員
で
あ
る
こ
と

▼ 

仙
北
市
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
へ
の
参

加
に
同
意
す
る
こ
と

● 

助
成
額
／

① 

上
限
：
4
万
円（
補
助
残
分
へ
上
限

５
万
円
と
し
て
県
か
ら
の
助
成
も
受
け

ら
れ
ま
す
）

②
上
限
：
免
許
取
得
経
費
相
当
額

※
予
算
の
範
囲
内
で
の
交
付
と
な
り
ま
す
。

● 

そ
の
他
／
県
で
は
猟
銃
の
新
規
購
入
へ

の
一
部
補
助
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ガオーっ！
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便名 ▲1 2 3 4 ▲5 6
発 /着 循環　角館駅前

角館駅前 ▲7:15 8:30 10:35 12:20 ▲15:20 16:05
角館庁舎前 － － 10:36 12:21 ▲15:21 16:06
田町下丁 － － 10:38 12:23 ▲15:23 －
西宮家前 － － 10:39 12:24 ▲15:24 －
駅通り － － 10:40 12:25 － －
下菅沢 ▲7:18 8:32 10:42 12:27 － 16:08

菅沢ニュータウン ▲7:22 8:34 10:44 12:29 － －
菅沢団地 ▲7:25 8:35 10:45 12:30 － －
駅東公園前 － 8:38 10:47 12:32 － 16:11

ワンダーモール前 － 8:40 10:48 12:33 － 16:12
上菅沢 ▲7:27 8:41 10:49 12:34 － 16:13
角館駅前 － 8:43 － 12:36 － 16:15
角館庁舎前 － 8:44 － 12:37 － 16:16
駅通り － 8:45 － 12:38 － 16:17
水ノ目沢 ▲7:28 － － － － －
立町 － 8:46 － 12:39 ▲15:25 16:18
中町 － 8:47 － 12:40 ▲15:26 16:19

横町十文字 ▲7:30 8:48 10:51 12:41 ▲15:27 16:20
中学校前 ▲7:31 8:49 10:52 12:42 ▲15:28 16:21
よねや前 － － 10:53 12:43 ▲15:29 16:22
小学校前 ▲7:34 － － － ▲15:32 ▲16:25
市立病院前 ▲7:36 8:51 10:55 12:46 － 16:27
警察署前 ▲7:39 8:53 － 12:48 － 16:29
荒屋敷 ▲7:40 8:54 － 12:49 － 16:30
下町屋 ▲7:42 8:56 － 12:51 － 16:32
西保育園前 ▲7:43 8:57 － 12:52 － 16:33
八割東村 ▲7:45 8:59 － 12:54 － 16:35
八割西村 ▲7:47 9:01 － 12:56 － 16:37
西村会館 ▲7:48 9:02 － 12:57 － 16:38
大沢 ▲7:50 9:04 － 12:59 － 16:40
塩手沢 ▲7:52 9:06 － 13:01 － 16:42
鬼壁 ▲7:55 9:09 － 13:04 － 16:45
高森 ▲7:57 9:11 － 13:06 － 16:47
警察署前 ▲8:02 9:16 － 13:11 － 16:52
小学校前 ▲8:05 － － － － ▲16:53
よねや前 － 9:17 － 13:12 － 16:55
中学校前 ▲8:06 9:18 － 13:13 － 16:56
横町十文字 ▲8:07 9:19 － 13:14 － 16:57
中町 ▲8:08 9:20 － 13:15 － －
立町 ▲8:09 9:21 － 13:16 － －
高校角 ▲8:10 9:22 － 13:17 － －
大塚 ▲8:12 9:24 － 13:19 － －

岩瀬住宅前 ▲8:13 9:25 － 13:20 － －
市立病院前 ▲8:15 9:27 － 13:22 ▲15:34 －
岩瀬住宅前 ▲8:16 9:29 10:56 13:24 ▲15:35 －
大塚 ▲8:17 9:30 10:57 13:25 ▲15:36 －
田町下丁 ▲8:18 9:31 10:58 13:26 ▲15:37 －
西宮家前 ▲8:19 9:32 10:59 13:27 ▲15:38 －
駅通り ▲8:20 9:33 － 13:28 － －
立町 － － 11:00 － ▲15:39 －
中町 － － 11:01 － ▲15:40 －
水ノ目沢 － － 11:03 － ▲15:41 ▲16:59
上菅沢 － 9:35 11:04 13:30 ▲15:42 17:00

ワンダーモール前 － 9:37 11:06 13:33 ▲15:43 17:02
駅東公園前 － 9:39 － 13:34 ▲15:44 17:04

菅沢ニュータウン － － － 13:36 ▲15:46 17:06
菅沢団地 － － － 13:37 ▲15:47 17:08
下菅沢 － 9:40 － 13:39 ▲15:49 17:10
角館庁舎前 － 9:42 － 13:41 ▲15:51 17:12
角館駅前 ▲8:21 9:43 11:09 13:42 ▲15:52 17:13

運休日／日曜日、祝日、12月31日～1月3日
　時刻表の▲印は土曜日運休
普通運賃／大人 200 円、小中学生 100 円

【取扱窓口】
定期券・回数券／市役所角館庁舎第２駐車場車庫横
　　　　　　　　事務所
定期券・回数券／ロイヤル交通㈱秋田営業所
　　　　　　　　（田沢湖生保内十里木 97-1）
回数券のみ／スマイルバス車内

令和７年 4 月 1 日　仙北市民バス時刻表

八割八割線線
スマイルバス

ロイヤル交通㈱秋田営業所

（仙北市指定管理）☎ 43-0101

仙北市役所まちづくり課

☎ 43-3315

問合せ

※
荒
屋
敷
よ
り
八
割
方
面
は
フ
リ
ー
乗
降
区
間
で
す
。

便名 3 4 5 ▲6
発 /着 循環　田沢湖庁舎前

田沢湖庁舎前 11:20 13:20 15:10 ▲16:25
街道ノ上 11:21 13:21 15:11 ▲16:26
病院前 11:22 13:22 15:12 ▲16:27

グランマート前 11:23 13:23 15:13 ▲16:28
田沢湖駅前 11:24 13:24 15:14 ▲16:29
郵便局前 11:25 13:25 15:15 ▲16:30
小学校前 11:27 13:27 15:17 ▲16:32
中学校前 11:28 13:28 15:18 ▲16:33
だしのこ園前 － － 15:20 －
東風の湯前 11:30 13:30 15:22 ▲16:35
生保内公園口 11:32 13:32 15:24 ▲16:37
愛宕町前 11:33 13:33 15:25 ▲16:38
武蔵野 11:34 13:34 15:26 ▲16:39
大杉沢 11:35 13:35 15:27 ▲16:40
仙岩団地 11:38 13:38 15:30 －
市営住宅前 11:40 13:40 15:32 ▲16:41
田沢湖庁舎前 11:42 13:42 15:34 ▲16:43
街道ノ上 11:43 13:43 15:35 ▲16:44
郵便局前 11:44 13:44 15:36 ▲16:45
田沢湖駅前 11:45 13:45 15:37 ▲16:46
病院前 11:46 13:46 15:38 ▲16:47

グランマート前 11:47 13:47 15:39 ▲16:48
雁治塚 11:49 13:49 15:41 ▲16:50

生保内発電所前 11:51 13:51 15:43 ▲16:52
下刺巻 11:52 13:52 15:44 ▲16:54
上刺巻 11:53 13:53 15:45 ▲16:55
大道 11:54 13:54 15:46 ▲16:56
刺巻駅 11:55 13:55 15:47 ▲16:57
四十程第１ 11:59 13:59 15:51 ▲17:01
四十程第２ 12:00 14:00 15:52 ▲17:02
赤石 12:02 14:02 15:54 ▲17:04
上堂田 12:05 14:05 15:57 ▲17:07
堂田会館前 12:06 14:06 15:58 ▲17:08
下堂田 12:07 14:07 15:59 ▲17:09
田向 12:09 14:09 16:01 ▲17:11
野村 12:10 14:10 16:02 ▲17:12
下相内端 12:12 14:12 16:04 ▲17:14
相内端 12:13 14:13 16:05 ▲17:15

手倉相内会館前 12:14 14:14 16:06 ▲17:16
手倉野 12:15 14:15 16:07 ▲17:17
上手倉野 12:16 14:16 16:08 ▲17:18
沼田 12:17 14:17 16:09 ▲17:19
十文字 12:18 14:18 16:10 ▲17:20
病院前 12:20 14:20 － －

グランマート前 12:21 14:21 16:12 －
田沢湖駅前 12:23 14:23 － －
郵便局前 12:24 14:24 － －
街道ノ上 12:25 14:25 16:14 ▲17:21
田沢湖庁舎前 12:26 14:26 16:15 ▲17:22

【
運
行
系
統
名
】
向
生
保
内
１

【
運
行
系
統
名
】
向
生
保
内
2

便名 ▲1 2
発 /着 循環��田沢湖庁舎前

田沢湖庁舎前 ▲7:10 8:15
病院前 ▲7:12 8:17
雁治塚 ▲7:14 8:19

生保内発電所前 ▲7:17 8:22
下刺巻 ▲7:18 8:23
上刺巻 ▲7:19 8:24
大道 ▲7:20 8:25
刺巻駅 ▲7:21 8:26
四十程第１ ▲7:25 8:30
四十程第２ ▲7:26 8:31
赤石 ▲7:28 8:33
上堂田 ▲7:31 8:36
堂田会館前 ▲7:32 8:37
下堂田 ▲7:33 8:38
田向 ▲7:35 8:40
野村 ▲7:36 8:41
下相内端 ▲7:38 8:43
相内端 ▲7:39 8:44

手倉相内会館前 ▲7:40 8:45
手倉野 ▲7:41 8:46
上手倉野 ▲7:42 8:47
沼田 ▲7:43 8:48

市営住宅前 ▲7:47 8:52
仙岩団地 ▲7:50 8:55
大杉沢 ▲7:53 8:58
武蔵野 ▲7:54 8:59
愛宕町前 ▲7:55 9:00
生保内公園口 ▲7:56 9:01
東風の湯前 － 9:03
だしのこ園前 － 9:05
中学校前 ▲7:58 9:07
小学校前 ▲7:59 9:08
郵便局前 ▲8:00 9:09
田沢湖駅前 ▲8:01 9:10
病院前 ▲8:02 9:11
郵便局前 ▲8:03 9:12
街道ノ上 ▲8:04 9:13
田沢湖庁舎前 ▲8:05 9:14

運休日／日曜日、祝日、12月31日～1月3日
　時刻表の▲印は土曜日運休

普通運賃／大人 200円、小中学生 100円
回数券取扱窓口／●バス車内　●ロイヤル交通㈱秋田営業所

　●四十程（高橋良宣様）　●手倉相内 ( 荒木田保険様 )

　●野村・田向 ( 畠山隆太郎様 )　

定期券取扱窓口／●ロイヤル交通㈱秋田営業所

向生保内線

ロイヤル交通㈱ 秋田営業所

（仙北市指定管理者）　   ☎ 43-0101問合せ

仙北市民バス時刻表（令和 7 年 4 月 1 日～令和 7 年 11 月 30 日）

向生保内向生保内線線
たっこちゃんバス

市
民
バ
ス
「
向
生
保
内
線
」（
た
っ
こ
ち
ゃ
ん
バ
ス
）
は
、
令
和
7
年
4
月
１
日
～

令
和
7
年
11
月
30
日
の
期
間
中
、
刺
巻
駅
ま
で
ル
ー
ト
を
延
長
し
て
運
行
し
ま
す
。

ま
た
、
期
間
中
は
右
記
の
と
お
り
発
着
時
刻
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

仙北市役所まちづくり課☎ 43-3315

check!



市 information
役所からのお知らせ▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
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角館樺細工伝承館 企画展「打掛展」
【問合せ】角館樺細工伝承館☎（54）1700

　角館樺細工伝承館では春の婚礼シーズンに向けて４月５日より、「打掛展」
を開催します。佐竹北家や角館の旧家に伝わる打掛など、晴れの日を飾る金
糸・銀糸に彩られた花嫁衣装を展示します。

●会期／４月５日㈯～６月15日㈰
※会期中は無休です。
● 観覧料／一般500円・小中学生300円
※ 仙北市民は無料（運転免許証などの本人確認書類の提示をお願いします）
● 開館時間／９時～ 17時（入館は 16時30分まで）

水墨の美ー穂庵・百穂父子墨画展ー
【問合せ】角館町平福記念美術館☎（54）3888

　角館町出身の日本画家平福穂庵・百穂父子が描いた
水墨画をテーマにした展覧会です。美術館所蔵作品と
個人からの借用作品など約40点を展示します。ぜひ
この機会にご鑑賞ください。

●会期／ 4月8日㈫～ 6月22日㈰
●休館日／月曜日
※ 4月14日、21日、28日、5月5日は開館します。
● 入館料／高校生以上500円，小中学生300円
※仙北市民は無料

光と色の魔法～角館にて～
【問合せ】角館町平福記念美術館☎（54）3888

　札幌から角館に移住してきたイラストレーター花凛の秋田初となる個展。
ステンドグラス調のイラストを得意とし多彩な色使いで幻想的な世界を描
く。イラストレーター歴20年となる節目に、デジタルで描いたイラストを
アクリル板や 2.5D のメタルキャンバスアートに印刷し再構築して届けま
す。仙北市・角館・平福記念美術館にちなんだ作品も描き下ろしました。会
期中は 13時以降在廊しライブペインティングを行う予定です。

●会期／ 5月2日㈮～ 11日㈰※会期中は無休
●会場／平福記念美術館内カルチャールーム
● 入館料／無料
※併せて企画展をご覧になる場合は有料となります。

第４回

仙北市SDGs川柳コンクール

結果発表
　応募のあった SDGs 川柳は全116作品。第１次選考を突破した 11作品の中から、インターネット投票

（投票数78票）と審査員（市長、副市長、企画部長）による最終選考を行いました。
　厳正なる審査の結果、見事に入賞された作品をご紹介します。

応募総数
116点

最優秀賞

図書カード 10,000円分贈呈

 ちょうどいい　レディースセット　名に躊躇 鎌田 結菜 さん　（15歳）

　頼みたくても名前と偏見で頼めない人が多いと思ったのでこの俳句にしました。誰でも
縛られず自由に選択できる世の中になってほしいです。

優秀賞

　値上がりが続く中、野菜の高騰が凄い。生ゴミへ直行する前に切れはしや訳あり野菜を
色々加えて極うま出汁、スープを作りました。

 変身す　訳あり野菜　極うま出汁 マッ子 さん　（78歳）

市長賞  人々は　必ずみんな　価値がある 堀川　若葉 さん　（13歳）

　人と自分を比べてしまうことが誰しもあると思いますが、みんな個性があって価値があ
ることを忘れないでほしいという思いを込めました。

特別賞  賞味期限　１日２日は　気にしない 伊
イ ブ ク ロ

武黒　丈
タ ケ オ

夫さん　（45歳）

　胃袋は丈夫な方なので、少しの期限切れなら食べちゃいます。捨ててしまうのはフード
ロス。食品は期限内に食べられる分だけ買う習慣も大事ですね！

次点（惜しくも受賞とはなりませんでしたが得票数の多かった作品）

海と陸　清らかなまま　次世代へ

男子女子　他にもないの？　選択肢

大好きな　給食たべる　残さずに

三姉妹 さん（15歳）

高橋 紗那 さん（15歳）

ふうね さん（10歳）

鎌田結菜さんのコメント

マッ子さんのコメント

堀川若葉さんのコメント

伊武黒丈夫さんのコメント

図書カード 3,000円分贈呈

図書カード 2,000円分贈呈

図書カード 1,000円分贈呈

問合せ／
企画政策課（田沢湖庁舎）
☎43-1112



今後の進め方

令和7年4月
・市内全園・小・中保護者と再編案に関する意見交換
※中学校の統合スケジュールに関し、アンケート実施
※生保内学区は、中学校の組合せに関し、アンケート実施

7月・市内全園・小・中保護者に計画（案）を説明し、意見交換
・全学区で、市民に計画（案）を説明し、意見交換

秋頃・学校適正配置計画を完成

～計画完成後は、準備期間※（２～３年）を経て再編を実現します～
※ 統合関係校による統合準備委員会を設置し、校名・校歌・校章・制服・学用品・通学体制・教育課程の　

検討や、校舎整備、統合前児童生徒交流事業、閉校記念事業などを実施します。
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小・中学校適正配置計画（素案）
　昨年４月から、学校統合の組合せを４つにパターン化した学校再編試案を提示し、保護者をはじめ市民の意見
をうかがいながら、実現可能でより望まれる再編の具体案を探ってきました。
　3月18日、教育委員会ではこれまでの検討を経て次の再編内容を計画（素案）としてまとめました。引き続き
市民の皆さまと意見交換を行い、令和７年度内の計画完成を目指して進めていきます。

学校再編の基本的な考え方（小・中学校共通）
①　通学負担の軽減に配慮する。
②　比較的新しい既存校舎の有効活用を優先的に検討する。
③　スポーツ少年団・部活動などの活動環境に配慮する。

教育委員会
学校適正配置準備室

（西木庁舎）
☎43-3381

小 学 校

再編の組合せ

統合校の使用校舎
・現西明寺小学校の校舎を改修して使用する。
（校舎が比較的新しく、こども園と隣接し、幼児教育への理解促進・連携活動の拠点
として期待できる。）

統合校の通学体制
・ 原則として旧学区を越えて通学する児童にスクールバス送迎を行う。ただし、地理

的条件などにより運行が難しい地域は、小型車による接続運行やマイカー送迎への
補助制度を検討する。

放課後児童クラブ ・ 当分の間、統合前の学校区ごとに実施し、希望するクラブを選択利用できるよう調
整する。

スポーツ少年団
（各団体）

・ 各団体に、学校再編に合わせて同一競技団体の再編や活動場所・時間などを協議し
ていただくよう呼びかける。また、統合校周辺で行われる活動の終了に合わせ、遠
距離地域に帰宅用送迎バスを運行できないか検討する。

統合スケジュール

※計画完成年度を
Ｎ年度として

統合校の児童数
( 学級数 ) の予測

角館小 存続
生保内小 存続
神代小

統合西明寺小
桧木内小

N+1年度 N+2 N+3

統合準備委員会
（校名、校歌、校章、通学体制など）

設計
改修工事

備品（バスなど）

年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度
統合校

（神代、西明寺、桧木内） 163人（７学級） 134人（６学級） 118人（６学級）

※令和7年3月時点の予測

学校適正配置に関する取り組み状況は、市ホームページ内でご覧いただけます。→ 
（これまでの検討委員会の会議記録、意見交換会の開催結果、アンケート結果など）

案 B

案 A

中 学 校

再編の組合せ

統合校の使用校舎
・現神代小学校の校舎を改修して使用する。
（校舎が比較的新しく、付近に武道館やテニスコートなど中学校部活動に適した施設
が整っている。）

統合校の通学体制
・ 原則として旧学区を越えて通学する生徒にスクールバス送迎を行う。ただし、地理

的条件などにより運行が難しい地域は、小型車による接続運行やマイカー送迎への
補助制度を検討する。

部活動 ・ 統合前の学校で行われている部活動は、統合校でも継続する方向で調整する。

統合スケジュール

※計画完成年度をＮ年
度として

※再編の組合せ案１、
２共通

※ N+3年度（小学校統
合年度）に神代小を
改修工事

統合校の生徒数
( 学級数 ) の予測

N+1年度 N+2 N+3 N+4

設計 改修工事

備品（バスなど）

統合準備委員会
（校名、校歌、校章、通学体制など）

角館中 存続
生保内中 存続
神代中

統合西明寺中
桧木内中

年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

案1（生保内中を除く統合） 146人（6学級） 139人（６学級） 124人（5学級）

案2（生保内中を含む統合） 223人（8学級） 214人（7学級） 200人（7学級）

※令和7年3月時点の予想

角館中 存続
生保内中

統合
神代中

西明寺中
桧木内中

案１ 案2

N+1年度 N+2 N+3 N+4

統合準備委員会
（校名、校歌、校章、通学体制など）

設計

備品（バスなど） 改修工事

※神代中を仮校舎
として使用

※神代小改修後の
新校舎へ移転

統合 統合

統合

3030Semboku  City  Public  RelationsSemboku  City  Public  Relations



3232Semboku  City  Public  RelationsSemboku  City  Public  Relations

保
健
の
お
知
ら
せ

3333 2025-42025-4広報せんぼく広報せんぼく

保健と健康掲示板 ささえる
つながる 保健と健康掲示板ささえる

つながる

　
病
気
や
健
康
、
家
族
問
題
、
か
ら
だ
や
こ

こ
ろ
の
悩
み
、
人
間
関
係
、
仕
事
や
生
活
の

不
安
、
子
育
て
、
近
隣
関
係
な
ど
、
ひ
と
り

で
悩
ま
な
い
で
声
を
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
場
所
・
日
時
／

▼ 

角
館
庁
舎
／
44
月月
33
日
㈭
日
㈭
・・
1818
日
㈮
（
午

日
㈮
（
午

前
の
み
）・

前
の
み
）・
2828
日
㈪
日
㈪

●
相
談
時
間
／
【
午
前
】
▼
10
時
～ 
▼
11
時
～

【
午
後
】
▼
13
時
30
分
～ 

▼
14
時
30
分
～

● 

相
談
方
法
／
1
回
50
分
。
面
談
ま
た
は
電

話
（
要
予
約
・
相
談
無
料
※
秘
密
厳
守
）

問問
保
健
課 

☎
43ｰ

２
２
５
２

 

公
認
心
理
師
・
臨
床
心
理
士
が
あ
な
た
の

           

相
談
を
親
身
に
受
け
止
め
ま
す
！

 
こ
こ
ろ
の
相
談

※ 

令
和
7
年
度
、
え
が
お
サ
ロ
ン
は
休
止

し
ま
す
。

笑
い
ヨ
ガ
で
、
心
も
・
体
も
・
脳
も
健
康
に

笑
い
の
会

だ
れ
か
に
話
を
す
る
と
安
心
す
る

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
え
く
ぼ
の
会
」

　
心
に
た
ま
っ
た
こ
と
や
、
気
に
な
る
こ

と
、
心
配
な
こ
と
な
ど
を
話
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
え
く
ぼ
の

会
」
で
は
、
ゆ
っ
く
り
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
、
会
員
が
悩
み
な
ど
を
お
伺
い
し
て
、

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。
開
催
時
間
内

の
都
合
の
よ
い
と
き
に
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

● 

日
時
／

日
時
／
▼
44
月月
1616
日
㈬
日
㈬
▼
1010
時
～
時
～
1414
時時

● 

参
加
料
／

参
加
料
／
無
料
無
料

● 

場
所
／

場
所
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

問問
保
健
課 

☎
43ｰ

２
２
５
２

 

若
者
同
士
で
交
流
し
ま
し
ょ
う

 

若
者
の
居
場
所

　

辛
い
、
苦
し
い
、
不
安
、
眠
れ
な
い
、

家
に
い
て
も
居
心
地
が
悪
い
、
社
会
の
中

で
生
き
づ
ら
い
と
感
じ
て
い
る
す
べ
て
の

若
者
が
対
象
で
す
。

　

一
緒
に
お
茶
を
飲
ん
だ
り
お
や
つ
を
食

べ
た
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ゲ
ー
ム
を
し
な

が
ら
若
者
同
士
で
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

　

ぜ
ひ
、
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
ま

ず
は
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

● 

日
時
／

日
時
／
▼
44
月月
1515
日
㈫
日
㈫
▼
1414
時
～
時
～
1616
時時

● 

場
所
／

場
所
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
（
和
室
）

角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
（
和
室
）

● 

参
加
料
／

参
加
料
／
無
料
無
料  

※
事
前
申
込
不
要

● 

主
催
／

主
催
／
N
P
O
法
人
K
O
U
（
あ
き
た
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
運
営
団
体
）

問問  

大
屋
み
は
る
☎
０
１
８ｰ

８
５
３ｰ

４
３
６
７

 
語
っ
て
、
笑
っ
て
、
ホ
ッ
と
一
息

 

え
が
お
サ
ロ
ン

　
今
、
私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、

集
ま
っ
た
人
た
ち
で
お
互
い
の「
安
否
確

認
や
困
っ
た
と
き
に
、
駆
け
付
け
ら
れ
る

体
制
づ
く
り
」を
進
め
て
い
ま
す
。「
か
だ

れ
！
」は
、
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
こ
こ
ろ
か

ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

● 

日
時
／

日
時
／
▼
44
月月
99
日
㈬
日
㈬
・・
2323
日
㈬
日
㈬
1010
時
～
時
～

1515
時時

● 

場
所
／

場
所
／
田
沢
湖
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

田
沢
湖
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー((

田田

沢
湖
病
院
併
設
）

沢
湖
病
院
併
設
）  

調
理
室
・
栄
養
相
談
室

調
理
室
・
栄
養
相
談
室

● 

参
加
料
／

参
加
料
／
１
０
０

１
０
０
円
（
昼
食
は
各
自
で

円
（
昼
食
は
各
自
で

ご
持
参
く
だ
さ
い
）

ご
持
参
く
だ
さ
い
）

● 

内
容
／

内
容
／
保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定
、
健
康

保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定
、
健
康

相
談
、
認
知
症
予
防
体
操
、
ゲ
ー
ム
な
ど

相
談
、
認
知
症
予
防
体
操
、
ゲ
ー
ム
な
ど

● 

相
談
／

相
談
／
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
相
談
無

心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
相
談
無

料
／
秘
密
厳
守
）

料
／
秘
密
厳
守
）

問問
小
松
小
松
☎
０
９
０ｰ

２
９
７
５ｰ

３
４
５
０

 

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
集
い
の
場

 

か
だ
れ
！

　
笑
う
こ
と
は
心
身
と
も
に
安
定
し
、
ス

ト
レ
ス
軽
減
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ま
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

● 

日
時
／

日
時
／
▼
44
月月
1818
日日
㈮㈮
▼
受
付
９
時
40
分

～
10
時
▼
11
時
30
分
終
了

● 

場
所
／

場
所
／
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー  （
角
館
）

（
角
館
）

● 

内
容
内
容
／／
笑
い
ヨ
ガ

笑
い
ヨ
ガ

● 

参
加
料
／

参
加
料
／
無
料
無
料
※
事
前
申
込
不
要

問問
保
健
課 

☎
43ｰ

２
２
５
２

 

令
和
7
年
度
神
代
診
療
所
診
察
日
程

　

4
月
1
日
か
ら
の
神
代
診
療
所
の
日
程
は

次
の
表
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
秋
田
大
学

医
学
部
附
属
病
院
の
医
師
に
つ
い
て
は
、
変

更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

曜日 診療時間 医師

月曜日 9：00 ～ 11：30

吉岡 政人 先生
（秋田大学医学部附属病院）
※ 小学生以下のお子様の診療・予防接種は
　できません。

火曜日 9：00 ～ 11：30 中川 康彦 先生
（秋田大学医学部附属病院）

水曜日 9：00 ～ 11：30
13：30 ～ 16：30 嘉陽 毅 先生

木曜日 9：00 ～ 11：30
13：30 ～ 16：30

田口 大樹 先生
（秋田大学医学部附属病院）

● 

休
診
日
／

休
診
日
／
▼
金
・
土
・
日
曜
日
、
祝
日

金
・
土
・
日
曜
日
、
祝
日

      

▼
年
末
年
始
（

年
末
年
始
（
1212
月月
2929
日
～
日
～
11
月月
33
日
）
日
）

問問  

神
代
診
療
所
☎

神
代
診
療
所
☎
4444ｰ

２
１
１
８

２
１
１
８

  

田
沢
湖
歯
科
診
療
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

こ
の
度
、
田
沢
湖
歯
科
診
療
所
長

の
赤
間
正
欣
歯
科
医
師
が
3
月
末
日

を
も
っ
て
退
職
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

急
な
お
知
ら
せ
と
な
り
、
田
沢
湖

歯
科
診
療
所
を
ご
利
用
の
皆
さ
ま
に

は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
こ
と
、

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
4
月
1
日
よ
り
岩
手
医
科

大
学
の
坂
岡
丈
利
歯
科
医
師
が
新
た

に
着
任
し
、
4
月
中
旬
よ
り
診
療
開

始
の
予
定
で
す
。
患
者
さ
ま
に
は
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
引
き
続

き
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問問  

田
沢
湖
歯
科
診
療
所

田
沢
湖
歯
科
診
療
所

　
　
　
　
　
　
　
☎

　
　
　
　
　
　
　
☎
4343ｰ

１
３
８
８

１
３
８
８

保健と健康掲示板 ささえる
つながる

　

保
護
者
の
疾
病
、
仕
事
そ
の
他
の
事
由

に
よ
り
、
家
庭
に
お
け
る
子
ど
も
の
養
育

が
一
時
的
に
困
難
と
な
っ
た
場
合
な
ど
に

18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
児
童
福
祉
施
設
な

ど
に
お
い
て
一
定
期
間
養
育
・
保
護
す
る

事
業
で
す
。

　

仙
北
市
で
は
、
児
童
養
護
施
設
な
ど
３

施
設
（
横
手
市
１
、
秋
田
市
２
）
と
契
約

し
て
い
ま
す
。
施
設
の
空
き
状
況
や
感
染

症
な
ど
の
状
況
に
よ
っ
て
は
希
望
期
間
に

利
用
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

利
用
希
望
の
際
は
早
め
に
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
利
用
料
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
の
年
齢
、

世
帯
の
課
税
状
況
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
相
談
時
に
説
明

し
ま
す
。

　

申
請
か
ら
利
用
決
定
ま
で
に
時
間
が
か

か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、余
裕
を
持
っ

て
申
請
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問問  

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
☎

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
☎  

4343ｰ

３
３
０
５

 

子
育
て
短
期
支
援

　
　
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
事
業

 
親
子
関
係
支
援
事
業

            （
通
称
：
ペ
ア
ト
レ
）

　
「
し
つ
け
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
」「
子

ど
も
の
こ
と
で
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う
」

「
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
の
で
、
つ
い
叩

い
て
し
ま
っ
た
」
な
ど
、
子
育
て
は
親
や

家
族
の
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
こ
と
が
多

い
も
の
で
す
。

　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
は
、
親
子
関

係
を
良
好
に
し
、
育
児
を
楽
し
い
と
感
じ

ら
れ
る
よ
う
、
子
ど
も
へ
の
対
応
の
仕
方

に
つ
い
て
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
個
別
対
応
の

他
に
集
団
へ
の
講
座
（
こ
ど
も
園
で
の
保

護
者
会
な
ど
）
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
Ｐ

Ｔ
Ａ
で
の
勉
強
会
や
、
子
ど
も
に
関
わ
る

仕
事
を
さ
れ
て
い
る
方
、
ペ
ア
レ
ン
ト
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
興
味
の
あ
る
方
な
ど
、
受

講
要
請
が
あ
れ
ば
、
仙
北
市
内
ど
こ
に
で

も
伺
い
ま
す
。

　

講
座
受
講
希
望
の
個
人
・
団
体
の
方
、

保
護
者
の
仲
間
同
士
で
受
講
希
望
の
方

も
、
お
気
軽
に
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問問  

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
☎

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
☎  

4343ｰ

３
３
０
５
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ささえる
つながる

予防接種 のおしらせ

 高齢者の肺炎球菌

令和 7 年度

●対象者／
⑴満 65 歳の方
⑵  60 歳以上 65 歳未満の方で心臓、腎臓、もしくは呼

吸器の機能または免疫不全ウイルスによる免疫の機
能に障がいを有する方（身体障害者手帳の写しなど
を接種医療機関にお持ちください）

※ 過去に成人用肺炎球菌ワクチンを接種したことがあ
る方は、今回の助成金を受けることができません。

※ ⑴の対象の方には誕生月の翌月に、お知らせと予診
票を送付しますので、接種の際は必ず医療機関へご
持参ください。⑵の対象の方は保健課窓口で申請を
お願いします。

● 助成額／▶ 3,000 円（接種医療機関に 3,000 円を差
し引いた額の接種費用をお支払いください）▶生活保
護の方は全額助成

● 接種方法／接種を希望される方は、医療機関に予約
してください。

● 問合せ／保健課☎ 43-2252

 帯状疱疹（任意予防接種）

　仙北市では、令和 7 年度からの帯状疱疹定期予防
接種の開始に伴い、任意予防接種への助成を令和 7
年 12 月 31 日をもちまして終了させていただくこと
になりました。任意予防接種を希望する方は、接種
期間などを考慮し、早めの接種をお願いします。
● 対象者／満 50 歳以上の方（定期予防接種対象者の方

を除く）
● 助成期間／ 4 月 1 日から 12 月 31 日まで
● 助成額／▶生ワクチン 1 回 5,000 円▶不活化ワクチン

１回 10,000 円× 2 回（接種医療機関に助成金額を差
し引いた額の接種費用をお支払いください）

● 接種回数／▶生ワクチン１回▶不活化ワクチン 2 回
● 接種方法／医療機関に予約をし、ワクチンの種類を決

め、保健課窓口に申請してください。
●問合せ／保健課☎ 43-2252

 大人の風しん

●対象者／
⑴風しん抗体価の低い妊娠を希望する女性
⑵風しん抗体価の低い妊婦のパートナー
● 助成額／接種費用の全額
● 接種方法／こども家庭センター窓口で申請し、医療

機関に予約してください。
　申請時に必要な持ち物がありますので、詳しくは市
のホームページをご確認ください。
● 問合せ／こども家庭センター☎ 43-3305

 おたふくかぜ

●対象者／満 1 歳から小学校就学前の方
● 接種回数／ 2 回
● 助成額／▶ 1 回 4,000 円（接種医療機関に 4,000 円

を差し引いた額の接種費用をお支払いください）▶
生活保護の方、非課税世帯の方は全額助成

● 接種方法／こども家庭センター窓口で申請し、医療
機関に予約してください。

● 問合せ／こども家庭センター☎ 43-3305

帯状疱疹の定期予防接種が始まります

　帯状疱疹は、過去に水痘にかかった時に体の中に
潜伏した水痘帯状疱疹ウイルスが再活性化すること
により、神経支配領域に沿って、典型的には体の左
右どちらかに帯状に、時に痛みを伴う水痘が出現す
る病気です。
●対象者／
⑴年度内に 65 歳を迎えた方
⑵  60 ～ 64 歳でヒト免疫不全ウイルスによる免疫の

機能の障がいがあり日常生活がほとんど不可能な方
⑶ 令和７年度から令和 11 年度までの 5 年間を経過措

置として、その年度内に 70･75･80･85･90･95･100
歳（※）となる方が対象となります。

※  100 歳以上の方については、令和７年度に限り全
員対象となります。

● 助成金額／▶生ワクチン 1 回 5,000 円▶不活化ワ
クチン１回 10,000 円× 2 回（接種医療機関に助
成金額を差し引いた額の接種費用をお支払いくだ
さい）

●助成回数／▶生ワクチン１回▶不活化ワクチン 2 回
● 接種方法／⑴、⑶の対象者の方には 4 月上旬にお

知らせと予診票を送付しますので、ご自身で医療
機関に予約していただき、接種を受けてください。
　また、接種の際は必ず予診票を医療機関へご持
参ください。⑵の対象の方は保健課窓口で申請を
お願いします。

※ 過去に帯状疱疹ワクチンを接種したことがある方
は、今回の助成金を受けることができません（医
師が必要とした場合を除く）。

※ 県外の医療機関を希望される方は接種前に保健課
までご連絡ください。

●問合せ／保健課☎ 43-2252

保健と健康掲示板 ささえる
つながる

家庭センターからおしらせ

　こども家庭センターは、児童福祉と母子保健の機能を統合し、連携を深め、すべ
ての妊産婦、子育て世帯、子どもへ、切れ目なく支援をしていくための相談窓口です。

妊婦 出産 子育て 学校

　令和７年度は市役所の組織のスリム化を主とした組織再編を行い、子育て推進課を廃止して機能をこども家庭セ
ンターに移行しました。
　また、母子保健機能を保健課から移行することにより、子育て支援や母子保健、家庭援護などの市全体の児童福
祉に関する施策を、関係機関と連携しながら一体的・効率的に行っていきます。
　こども家庭センターの事業などについては、ホームページや SNS、広報の子育てインフォメーションなどにおい
てお知らせしていきます。

切れ目のない支援！

こども家庭センター

保健課（母子保健）

子育て推進課

こ ど も

●困りごと・心配ごとの相談など
●母子保健に関すること（健診、予防接種など）

こども家庭センター（角館庁舎１階）

＋

● 保育園（こども園）、放課後児童クラブ、子ども
関係手当・給付金など、ひとり親支援など

･0187-43-3305
･080-2813-0835

平均
利用者数

平均
介護度

1月 91.6人 2.62

2月 87.5人 2.55

  面会についてのお願いです。感
染予防のため、ガラス越しでハン
ディインターホンを使用しての面
会になりますのでよろしくお願い
します。利用者様おひとりずつ
の対応となりますので、ご予約
をいただけますとスムーズです。

問  にしき園　☎0187-47-3211

にしき園は、高齢や病気で身体機能の衰えた方に日

常的な医療やリハビリなどを行い、生活機能の維持向

上・在宅復帰をめざす施設です

　皆さまは「ＢＣＰ」という言葉をご存じでしょうか。ＢＣ
Ｐとは、業務継続計画と訳されています。感染症や大きな
地震などの災害発生時には、通常の業務を実施することが
困難になる事が想定されますが、業務を中断させないよう
準備するとともに、中断した場合でも必要な業務を実施す
るために体制や手順を示した計画のことです。
　にしき園においても、令和6年度の介護報酬改定を機に策
定されました。災害が発生しない事が理想ですが、発生の
際は「重要な業務を中断させない」ために、ＢＣＰに基づい
て火災や災害などを想定した訓練を行っています。

にしき園だより

―第44号―

「BCP」について

･0187-43-2280

【電話】
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心
豊
か
な
教
育
文
化
の
ま
ち
《
仙
北
市
教
育
委
員
会
だ
よ
り
》

第 160 号

令
和
７
年
度　
新
入
生
の
み
な
さ
ん

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

グループごとに「働くこ
とと生きること」につい
て話し合い、塩野先生
が見届けました。

各学校で 2月に新入生
体験入学を実施し、上
級生が工夫を凝らした
案内や説明をしていま
す。

（写真は角館小）

卒
業
お
め
で
と
う
ス
ペ
シ
ャ
ル
給
食

仙
北
市
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー

聞
き
書
き
学
習
振
り
返
り

生
保
内
中
学
校

　
令
和
７
年
度
、
市
内
中
学
校
の
入
学
式
が
４

月
８
日
に
、
市
内
小
学
校
の
入
学
式
が
４
月
９

日
に
行
わ
れ
ま
す
。
各
校
の
入
学
予
定
者
数
は

次
の
と
お
り
で
す
。　

仙
北
市
教
育
委
員
会

は
、
令
和
７
年
度
の
学

校
教
育
の
重
点
項
目
を

「
思
い
や
り
の
心
と
健
や

か
な
体
を
育
み
、
命
を

大
切
に
す
る
教
育
の
推

進
」「
確
か
な
学
力
の
向

上
」「
地
域
に
根
差
し

た
ふ
る
さ
と
・
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
充
実
」「
切
磋

琢
磨
し
な
が
ら
、
多
様

性
を
認
め
合
い
、
柔
軟

性
を
育
む
環
境
の
構
築
」

と
し
て
、「
仙
北
の
子
ど

も
」
を
育
み
ま
す
。

小学校入学予定者数
角館小学校 50 人

生保内小学校 21 人
神代小学校 17 人

西明寺小学校 8 人
桧木内小学校 5 人

中学校入学予定者数
角館中学校 83 人

生保内中学校 29 人
神代中学校 15 人

西明寺中学校 12 人
桧木内中学校 5 人

（３月10日現在の予定数）

　
仙
北
市
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、「
家
庭
と

共
に
歩
む
学
校
給
食
」「
地
域
と
結
ぶ
学
校
給

食
」「
思
い
出
に
残
る
学
校
給
食
」
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
殊
に
卒
業
学
年
に
は
、
学
校
生

活
の
中
で
も
楽
し
く
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
思
い
出

の
一
つ
と
し
て
心
に
残
る
よ
う
に
、
ス
ペ
シ
ャ

ル
給
食
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。
６
年
度
の

ス
ペ
シ
ャ
ル
給
食
で
は
、
全
校
で
食
べ
て
い

る
そ
の
日
の
通
常
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
て
、
フ

ラ
イ
ド
チ
キ
ン
と
た
こ
焼
き
、
児
童
が
選
べ

る
セ
レ
ク
ト
ミ
ニ
ケ
ー
キ
（
レ
ア
チ
ー
ズ
・

シ
ョ
コ
ラ
・
練
乳
い
ち
ご
か
ら
選
択
）
と
セ

レ
ク
ト
ド
リ
ン
ク
（
カ
フ
ェ
オ
レ
・
り
ん
ご

ジ
ュ
ー
ス
・
緑
茶
か
ら
選
択
）
が
配
膳
台
に

並
び
ま
し
た
。

　

白
岩
小
学
校
で
は
秋
田
テ
レ
ビ
の
取
材
が

入
り
、
録
画
用
の
カ
メ
ラ
が
動
く
ご
と
に
空

気
が
い
さ
さ
か
固
く
な
る
よ
う
で
し
た
。
栄

養
教
諭
の
千
田
京
子
先
生
が
「
い
た
だ
き
ま

す
」
の
前
に
「
今
日
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
、
楽
し

み
に
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
か
。
仙
北
市
か

ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
。
楽
し
く
お
い
し
く

食
べ
て
、
思
い
出
の
一
つ
に
し
て
く
れ
る
と

嬉
し
い
で
す
」
と
挨
拶
。「
い
た
だ
き
ま
す
」

の
後
は
、
楽
し
い
会
話
と
共
に
給
食
が
進
み

ま
し
た
。
最
近
誕
生
日
を
迎
え
た
髙
橋
佳
菜

実
さ
ん
は
ス
ペ
シ
ャ
ル
感
を
人
一
倍
感
じ
た

様
子
で
「
い
つ
も
は
出
な
い
メ
ニ
ュ
ー
で
、

ガ
ッ
ツ
リ
系
が
多
か
っ
た
。
お
い
し
か
っ
た
。

こ
こ
で
の
給
食
は
も
う
食
べ
ら
れ
な
い
か
と

思
う
と
少
し
寂
し
く
な
り
ま
し
た
。」
と
感
想

を
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

角
館
小
学
校
で
は
久
し
ぶ
り
に
机
を
合
わ

せ
て
の
会
食
と
な
り
、
楽
し
い
雰
囲
気
を
満

喫
。
青
柳
広
樹
さ
ん
は
「
鶏
肉
は
軟
骨
ま
で

お
い
し
く
食
べ
ま
し
た
。ケ
ー
キ
に
ス
ペ
シ
ャ

ル
感
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。」
伊
澤
凰
己
さ

ん
は
「
学
校
給
食
で
一
番
お
い
し
か
っ
た
。

気
持
ち
が
こ
も
っ
た
一
品
だ
と
感
じ
た
」
藤

村
芹
那
さ
ん
は
「
ケ
ー
キ
は
シ
ョ
コ
ラ
と
い

ち
ご
で
迷
い
ま
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
が
い
っ
ぱ

い
で
う
れ
し
い
。
中
学
校
で
も
食
べ
ら
れ
る

け
ど
、
こ
の
学
級
の
給
食
が
終
わ
る
の
は
寂

し
い
。
給
食
で
一
番
好
き
な
の
は
カ
レ
ー
で

し
た
。」
と
素
敵
な
思
い
出
が
で
き
た
よ
う
で

角館小学校のセレ
クト一番人気は、
ケ ー キ は シ ョ コ
ラ、ドリンクはカ
フェオレでした。

白岩小のスペシャル給食

　
仙
北
市
の
中
学
校
で
は
作
家
塩
野
米
松
先

生
を
講
師
に
迎
え
て
「
聞
き
書
き
学
習
」
を

平
成
16
年
度
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
生
保
内

中
学
校
が
令
和
４
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
き

た
「
聞
き
書
き
学
習
」
も
３
年
目
と
な
り
、

「
地
域
で
働
く
方
か
ら
職
業
に
関
す
る
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
し
、
取
材
し
た
内
容
を
活
字
に

起
こ
し
ま
と
め
る
活
動
を
と
お
し
て
、
働
き

方
・
働
く
こ
と
の
や
り
が
い
や
苦
労
・
社
会

の
中
で
生
き
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
を
深
め

る
」
の
ね
ら
い
の
下
で
、
３
年
生
が
取
り
組

み
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
成
果
が
冊
子
『
ふ
る
さ

と
に
生
き
る
人
々
～
塩
野
先
生
の
聞
き
書
き

学
習
～
』
に
ま
と
ま
り
、
塩
野
先
生
と
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
協
力
者
を
学
校
に
招
い
て
振
り
返

り
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
の
振
り
返
り
に
は

「
自
分
た
ち
の
学
習
の
成
果
が
一
冊
の
本
に

な
っ
た
こ
と
が
う
れ
し
い
。
大
切
に
し
て
い

き
た
い
。」（
加
藤
悠
愛

さ
ん
）、「
東
源
寺
の
森

沢
さ
ん
か
ら
、
一
日
の

最
後
に
そ
の
日
の
こ
と

を
振
り
返
る
の
が
大
事

だ
と
学
ん
だ
。
今
後
に

生
か
し
た
い
」（
浅
利

心
春
さ
ん
）、「
人
を
思

う
心
・
感
謝
す
る
心
を

大
切
に
し
た
い
。
こ
の

冊
子
を
、
人
生
の
小
さ

な
道
し
る
べ
と
し
て
大

切
に
し
た
い
。」（
千
葉

明
日
香
さ
ん
）
な
ど
の

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

す
。

　

ま
た
、
学
校
給
食
を

食
べ
る
機
会
が
最
後
と

な
る
中
学
校
卒
業
生
に

も
う
一
度
食
べ
た
い
メ

ニ
ュ
ー
を
尋
ね
て
、
そ

れ
を
献
立
作
成
に
活
か

し
「
リ
ク
エ
ス
ト
給
食
」

と
し
て
、
楽
し
く
お
い

し
い
思
い
出
と
な
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
今

回
、
リ
ク
エ
ス
ト
が
最

も
多
か
っ
た
の
は
味
噌

ラ
ー
メ
ン
で
し
た
。

※保健師・管理栄養士・看護師が対応します。
電話相談 時間 平日 8:30 ～ 16:30 電話番号 《固定》43-3305　　《携帯》080-2813-0835

前日まで電話予約が必要です（☎ 43-3305）

こどもカレンダーこどもカレンダー
月◆場　所 健康管理センター（角館）

◆問合せ 仙北市こども家庭センター  ☎ 43-3305

母子手帳アプリ「なないろ」では、随時情報を
更新しています。ダウンロードはこちらから！→

日にち 内容 対象者 時間
16日㈬ ベビーマッサージ・交流会 2か月後半～1歳未満 9:15～

おやこで楽しむふれあい講座 （前日まで申し込みが必要です）

日にち 受付時間 内容
8日㈫・23日㈬ 9:00 ～・個別面談 ( 保健師、管理栄養士 )

・母子手帳交付
・妊婦健診受診券発行
・サポートプラン作成15日㈫ 13:15 ～

-------------------- 母子手帳交付申請に必要なもの -------------------
①妊娠届出書  ②個人番号カードまたは個人番号通知カード  ③本人確認で
きるもの（運転免許証、パスポートなど）  ④出産応援ギフト申請のため妊
婦本人名義の口座情報が確認できるもののコピーなど

母子健康手帳交付 44
☎080-1663-4494

子育てサポート　「はっぴい・マム」
角館町田町上丁 69-1（角館児童館 2F）

助産師さんの相談日
日にち 時間 内容

21日㈪ 10:00 ～ 11:30
助産師さんによる妊娠中・出産・産後・育児の相
談ができます。個別相談ができますので、希望者
はご連絡ください。

おやこ交流広場
開放日 時間 内容

7 日㈪・14 日㈪・
21 日㈪・28 日㈪

9:30 ～
11:30

保護者とお子さんが自由に遊べる
スペース。申込不要で自由参加。

※ 4/21 ㈪は身体計測日です。希望のお子さんは母子手帳をご持参ください。

　「さくラッコ」は子育て支援拠点事業として、子育て親
子の交流の場の提供、子育てなどに関する相談・援助、
子育て関連情報の提供、子育てに関する講習などを実施
しています。子育てアドバイザーが常駐し、明るくゆっ
くりとした環境を準備してお待ちしていますので、どう
ぞお気軽におこしください！さくラッコのイベントはす
べて無料です。

4
月
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
情
報

　
子
育
て
支
援
施
設

　
　
　
　
「
さ
く
ラ
ッ
コ
」

お友だち作りや情報交換の場として開放しています。
誕生月のお子さんには粗品をプレゼント！

（毎週水・木・金曜日 10 時～ 15 時 開放）4 月の開放日
水曜日　2 日・9 日・16 日・23 日・30 日

木曜日　3 日・10 日・17 日・24 日

金曜日　4 日・11 日・18 日・25 日

予約不要
① 10:30 ～ 11:30
② 13:30 ～ 14:30 「手形アート」

予約制

25日金 10:00 ～ 12:00「お昼寝フォト」
0 歳児以上のお子さまも参加可能です！

すくすく成長記録Day

10日木 10:00 ～ 11:00 月イチ、身長体重測定日！

予約不要

問
合
せ

　市内５か所の認定こども園に子育て支援センターがあります。子育て支援センターは、地域全体で子育てを支援する基盤
づくりのため、次のような活動を行っています。
　準備の都合上、利用される方は前日まで各園へご連絡ください。また、持ち物なども各園にご確認ください。

だしっこルーム（だしのこ園内）
☎ 43-1025　FAX43-3256　時間 9:30 ～ 11:30

16 日水

おひさまルーム（角館こども園内）
☎ 53-2918　FAX53-2919　時間 9:30 ～ 11:30

わいわい広場（神代こども園内）
☎ 44-2502　FAX44-2931　時間 9:30 ～ 11:30

なかよしひろば（にこにここども園内）
☎ 47-2525　FAX47-2323　時間 9:30 ～ 11:30

さくらんぼルーム（ひのきないこども園内）
☎ 48-2345　FAX48-2525　時間 9:30 ～ 11:30

・ 子育て中の親子同士が気軽に交流できる場として広場を開
いています。

・ お子さんの発達や子育てに関する不安や悩みに関して相談
を受け付けています。

はじめましての会♪

18 日金 好きなおもちゃでのびのびと遊ぼう
絵本の読み聞かせ
～手に取りやすい絵本を用意しておくね～

16 日水 はじめましての会♪～こども園で遊んでみましょう～

はじめましての会♪

16 日水 はじめまして　～一緒に遊びましょう♪～

※ 集いの広場の情報は市ホームページでもご確認い
ただけます。

予約①②各3組

・  子育てサークルやボランティアの皆さんに活動の場を提供
したり、活動の支援をしたりします。

　　集いの広場（○○ルーム・○○広場）の開設

　　子育てサークルなどへの支援

　　育児不安などについての相談指導

25 日金

17 日木

はっぴぃルーム

わくわく広場

あつまれ！０歳児!!

18日金

23 日水 だしのこ園で遊ぼう ( こいのぼり制作 )

30 日水 好きな遊びを楽しもう

24 日木 こいのぼりを作ってみよう・4 月生まれのお誕生会

23 日水 こいのぼりを作ってみましょう
30 日水 さくら飾りを作ってみましょう✿
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パシャッ

テー
マ展
示

▶ディア・オールド・ニュータウン《小野寺文宜》
▶ 逃亡者は北へ向かう《柚月裕子》
▶湯気を食べる《くどうれいん》　
▶ 60 代大人旅の愉しみと工夫《小暮涼子》
▶ いますぐ防犯 ‐ 闇バイト強盗、特殊詐欺、盗難から身を

守る ‐《佐々木成三》
▶これなら帰ってから作れそう！218《オレンジページ》
▶おんぶおばけ《いもとようこ / 文・絵》
▶ゴトゴトゴットン《新井洋行 / 作・デザイン》
※このほかたくさんの新刊が入っています。

　　新着図書を紹介します

 『月とアマリリス』
《町田そのこ》／小学館

お子さんと一緒に利用できる、泣いても
笑ってもいい時間です♪とことことことこ

タイムタイム44月月
9:00 ～ 12:00

5日 ㈯▼ 12日 ㈯▼

※入場無料玉 手おはな し 箱
4月19日 ㈯

田沢湖図書館 
※入場無料

10:00～ いろんなおはなしいろんなおはなし
いっぱい !いっぱい !

大人もどうぞ

田沢湖図書館 ☎ 43-1307 4月の
休館日

1 日 火  （整理休館）7日月 、14日月 
21日月、28日月 、29日 火・祝  
30日水（整理休館）

気になる方はお早めに！
人気のコーナーです

「映画・ドラマの原作本」

Instagram

 『なんじなんぷんなんのじかん？』
《きどまや / 作・絵》　／ひかりのくに

フォローお願いします

19日 ㈯▼ 26日 ㈯▼

テー
マ展
示

　このたび株式会社新潮社から、ノーベル文学賞を受賞さ
れた川端康成氏、大江健三郎氏、批評の神様と呼ばれた小
林秀雄氏の直筆の書などの作品を寄贈いただきました。ま
た、昨年度に引き続き日本画家の山田申吾氏のご遺族から
表紙原画を寄贈いただいています。
　今回の展示では、これらの新収蔵品を中心に関連資料を
展示いたします。

▶ 消息《小袋成彬》
▶  21 世紀のための三島由紀夫入門
　《平野啓一郎／著、井上隆史／著、芸術新潮編集部／編》
▶ 倭寇とは何か―中華を揺さぶる「海賊」の正体―《岡本隆司》
▶猫の刻参り―三島屋変調百物語拾之続―《宮部みゆき》
▶くらべて、けみして 校閲部の九重さん 2《こいしゆうか》
▶ 結論それなの、愛《一木けい》
▶ 美人までの階段 1000 段あってもう潰れそうだけどこのシートマスクを信じ

てる《エリース・ヒュー／著、金井真弓／訳、桑畑優香／韓国語監修》
▶ブラック郵便局《宮崎拓朗》
※このほかたくさんの新刊が入っています。

新潮社から寄贈された図書を紹介します

「たんぽぽのたび」

10:00～4月5日 ㈯

イベント交流館
（新潮社記念文学館） ☎ 43-3333

学習資料館 ☎ 43-3333 4月の
休館日

1 日 火  （整理休館）、7 日 月 、14 日 月 、21 日 月、
28 日 月 、29 日 火・祝  、30 日 水 （整理休館）
※４月 15 日 火 ～５月２日 金 17 時閉館

4月の休館日 １日  火 ～ 4 日 金  展示替え休館、、7 日 月、14 日 月 

大型紙芝居

パネル
シアター 「おおきなだいこん」

おはな
しかい

おはな
しかい

うさぎのみみうさぎのみみ ★みんなでお花の切り絵をしましょう

 『四月のある晴れた朝に 100 パー
セントの女の子に出会うことにつ
いて』《村上春樹／著、高妍／絵》

『逃亡者は北へ向かう』
《柚月裕子》／新潮社

「春色の汽車に乗って…」

「さくら」4月の

～贈られたもの　伝えられたもの～

会期／ 4月 5日㈯～ 8月 24日㈰

　館蔵品展

生
涯
生
涯
学
習
学
習

学
び
学
び

ふ
れ
あ
い

ふ
れ
あ
い

心
豊
か
に

心
豊
か
に

・生涯学習課
☎43-3383
・中央公民館
☎43-3535

・田沢湖公民館
☎43-1061
・角館公民館
☎54-1110

春の写真教室
～写真のコツ、教えます～

　角館の桜をテーマに綺麗な写真の撮り方を学びます。　
お気軽にご参加ください。

●日時／ 4月 13日㈰ 10時～ 12時
※天候や開花状況により日程変更もあります。
● 集合／角館公民館（武家屋敷小野崎家）駐車場
●撮影場所／武家屋敷または桧木内川堤（開花状況で決定）
●受講料／無料
●定員／ 10人
● 持ち物／カメラ・スマホなど写真が撮れるもの、各自の

必要品
●申込期間／ 4月 1日㈫～ 11日㈮
●問合せ／中央公民館

花のブローチ作り教室
～オシャレで自分らしさアップ～

　服やバッグなどに付けてコーディ
ネートを楽しめる、花のブローチ作り
教室を開催します。
　今回は「ほおずき」のブローチを作
ります。

● 日時／①４月 30日、② 5月 14日（隔
週水曜日 全２回）13時 30分～ 15時
30分

● 場所／田沢湖総合開発センター
● 講師／千葉 かおる氏 ( 日本手工芸指

導協会講師 )
● 受講料／ 700円（初回のみ材料費と

して）
● 持ち物／クラフトはさみ（裁ちばさ

みは不可）
●定員／ 6人
●申込期間／ 4月 1日㈫～ 23日㈬
●問合せ／田沢湖公民館

仙北市公民大学
新規入学生募集

　生涯学習を通じ、ともに学び、楽しく集い、
喜びと生きがいを見い出すことを目的とす
る仙北市公民大学では、令和７年度の新規
入学生を募集します（在校生は提出する必
要はありません）。

●募集対象／仙北市民
●募集期間／４月１日㈫～ 11日㈮
● 申込方法／最寄りの公民館窓口にある申

込書に必要事項を記入し提出してくださ
い。

● その他／４月中旬に「入学の案内」を申
込者宛に送付します。受講日程や費用等
については入学式（４月 25日予定）でご
説明します。

● 問合せ／仙北市公民大学事務局（角館公
民館内）

学科名 内容 主な学習場所 日時

郷土研究学科 郷土の歴史・文化
について学ぶ 角館交流センター 毎月第２火曜日

13時 30分～ 15時

書道学科 書の基本から始め、
創作まで学ぶ

小野崎家
（角館公民館）

毎月第２・４水曜日
13時 30分～ 15時

陶芸学科 陶芸の楽しさを
初歩から学ぶ 角館東地区公民館 毎月第１・３火・金曜日

9時 30分～ 16時

※ 複数の学科を選択することも可能です。また、場所や日時は変更
することがあります。



～輝くとき～輝くとき栄光･表彰

おめでとうおめでとう
ございますございます百寿

　3 月 2 日、 柴田ハルさん （角館町下中町） が

１００歳の誕生日を迎えられ、 仙北市からお祝いが

贈られました。

柴田ハル柴田ハルさんさん

ハ
ル
さ
ん
（
左
）
に
お
祝
い
と
花
束
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
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 第 68 回秋田県中学校総体スキー大会  
▶学校対抗 男子総合優勝／神代中学校 ※男子の総合優勝は秋田県南地区では初 男子クロスカントリー ▶クラシカル／②
清水健真 ⑤津嶋柚汰 ⑧清水瑛太 ⑨八柳璃空 ▶フリー／①清水健真 ⑤八柳璃空 ⑥津嶋柚汰 ⑨清水瑛太 ※男子クロスカン
トリーの個人種目の第 1 位は秋田県南地区で初

 第 61 回東北中学校総体スキー大会  
男子クロスカントリー ▶男子リレー（5 キロ× 4）／①神代中学校 ※男子リレーの東北制覇は秋田県南地区で初 ▶クラシ
カル／①清水健真 ⑯八柳璃空 ㉘清水瑛太 ▶フリー／⑤清水健真 ⑭八柳璃空 ⑲清水瑛太

神代中学校スキー部が活躍 !

　神代中学校スキー部が「第 68 回秋田県中学校総体スキー大会」に出場し、男子総合優勝に輝きました。その後出場した「第
61 回東北中学校総体スキー大会」でも、男子クロスカントリーリレーで 1 位になるなど、目覚ましい活躍を見せました。

 第 68 回秋田県中学校総体スキー大会
 第 61 回東北中学校総体スキー大会

　また、清水健真さん、津嶋柚汰さん、清水瑛太さん、
八柳璃空さんは 2 月 5 日から 7 日までの 3 日間、長
野県で行われた「全国中学校総体スキー大会」にも
出場し活躍しました。
　2 月 20 日にはスキー部選手一同と佐藤校長が田沢
湖庁舎を訪れ、優勝旗とともに大会結果を堂々と報
告しました。
　各大会の結果は次のとおりです。（〇数字は順位、
敬称略）

仕
事
と
家
庭
の
両
立
推
進
へ

仙
北
市
イ
ク
ボ
ス
セ
ミ
ナ
ー
・

　
　
イ
ク
ボ
ス
宣
言
を
開
催
し
ま
し
た

　
2
月
21
日
、
仙
北
市
イ
ク
ボ
ス
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
イ
ク
ボ
ス
と
は
、
職
場
で
と
も
に
働
く
部
下
・
ス
タ
ッ
フ
の
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
両
立
）
を
考
え
、
そ
の
人
の
キ
ャ

リ
ア
と
人
生
を
応
援
し
な
が
ら
、
業
績
の
結
果
も
出
し
つ
つ
、
自
ら
も

仕
事
と
私
生
活
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
上
司
（
経
営
者
・
管
理
職
）

の
こ
と
で
す
。

　
イ
ク
ボ
ス
を
市
内
に
増
や
す
た
め
、
企
業
や
事
業
所
な
ど
の
経
営
者

や
管
理
職
の
方
、
市
職
員
の
管
理
職
な
ど
を
対
象
に
毎
年
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ・ジ
ャ

パ
ン
東
北 

秋
田
理
事
の
林
一
輝
氏
を
講
師
に
「
目
指
せ
イ
ク
ボ
ス
～
令

和
の
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
像
～
」
と
い
う
演
題
で
講
演
い
た
だ
き
、
市
職

員
の
管
理
職
23
人
、
仙
北

市
消
防
団
長
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
後
に

は
、
イ
ク
ボ
ス
に
な
る
こ

と
を
公
に
誓
う
イ
ク
ボ
ス

宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

　
令
和
7
年
度
も
引
き
続

き
、
イ
ク
ボ
ス
セ
ミ
ナ
ー・

イ
ク
ボ
ス
宣
言
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。
ま
だ
イ
ク

ボ
ス
宣
言
を
し
て
い
な
い

企
業
や
事
業
所
な
ど
の
管

理
職
の
方
は
、
ぜ
ひ
イ
ク

ボ
ス
宣
言
を
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

西
木
氏
の
思
い
出
を
振
り
返
る

西
木
正
明
さ
ん
を
追
悼

　
　
　
　

  

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
3
月
19
日
ま
で
新
潮
社
記
念
文
学
館
で

開
催
さ
れ
て
い
た
「
没
後
一
年 

追
悼
西
木

正
明
展
」
の
特
別
企
画
と
し
て
、
２
月
22

日
に
同
館
で
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
西
木
正
明
氏
の
長
男
鈴
木
絢

さ
ん
を
お
迎
え
し
、
家
族
の
目
か
ら
見
た

西
木
氏
を
テ
ー
マ
に
須
田
喬
教
育
長
が
聞

き
手
を
務
め
ま
し
た
。

　
１
年
の
半
分
は
取
材
で
家
に
居
な
い
時

も
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
釣
り
や
キ
ャ
ン

プ
、
取
材
に
同
行
し
た
こ
と
な
ど
、
父
親

と
の
思
い
出
を
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、
西

木
氏
は
世
界
各
国
に
行
き
ま
し
た
が
、
地

元
仙
北
市
へ
の
思
い
が
強
く
、
西
明
寺
を

車
で
通
っ
た
際
も
山
の
稜
線
を
見
て
登
っ

た
記
憶
な
ど
を
い
き
い
き
と
話
し
て
い
た

そ
う
で
す
。

　
鈴
木
さ
ん
は
「
人
に
上
下
を
つ
く
ら
ず
、

た
く
さ
ん
の
仲
間
を
つ
く
り
一
緒
に
ま
ず

や
っ
て
み
ろ
。失
敗
し
た
ら
み
ん
な
で
笑
っ

て
先
に
す
す
め
ば
い
い
」
と
い
う
言
葉
が

最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
語
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
西
木
氏
と
ゆ
か
り
の
方
々
か

ら
も
思
い
出
を
お
話
し
い
た
だ
い
て
、
生

前
の
西
木
氏
の
人
柄
を
し
の
び
ま
し
た
。

鈴木さん（右）と聞き手の須田教育長（左）。

　
仙
北
市
が
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
３
６
５
日
を
達
成

し
た
と
し
て
、
秋
田
県
警
察
本
部
長
か
ら
顕
彰
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
仙
北
市
で
は
、昨
年
2
月
13
日
以
来
、

死
亡
事
故
が
発
生
し
て
お
ら
ず
、
令
和
4
年
5
月
に

続
き
今
回
で
9
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
2
月
21
日
、
角
館
樺
細
工
伝
承
館
で
開
催
さ
れ
た

伝
達
式
で
は
、
石
井
仙
北
警
察
署
長
か
ら
田
口
市
長

へ
顕
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
田
口
市
長
は
「
今
回
の
表
彰
は
、
関
係
団
体
の
み

な
さ
ま
や
市
民
の
み
な
さ
ま
が
、
日
常
的
に
交
通
安

全
を
意
識
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
達
成
で
き
た
。
引
き

続
き
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
維
持
し
て
い
け
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
石
井
署
長
は
市
内
の
交
通
事
故
の
発
生
状

況
に
つ
い
て
説
明
後
、「
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
達
成
日
数

が
１
０
０
０
日
、
２
０
０
０
日
と
記
録
が
続
く
よ
う

願
っ
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

仙北市が交通死亡事故ゼロ
365日を達成！

4141
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令
和
6
年
度
仙
北
市
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
（
仙
北
市
教
育
委
員
会
主
催
、
角
館
図
書
館
後
援
会・㈱
新
潮
社
後
援
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り

（
学
校
名
・
学
年
・
氏
名　
※
敬
称
略
）

 

小
学
校
低
学
年
の
部 

◆ 

仙
北
市
長
賞

角
館
小
学
校
２
年　
安
井
か
お
る
子

◆ 

角
館
図
書
館
後
援
会
長
賞

西
明
寺
小
学
校
３
年　
國
安
泰
地

◆ 

仙
北
市
教
育
長
賞

西
明
寺
小
学
校
３
年　
八
柳
凜
衣

 

小
学
校
高
学
年
の
部 

◆ 

仙
北
市
長
賞

神
代
小
学
校
６
年　
小
原
康
之
介

◆ 

角
館
図
書
館
後
援
会
長
賞

角
館
小
学
校
５
年　
辻
谷
喜
一

◆ 

仙
北
市
教
育
長
賞

神
代
小
学
校
５
年　
羽
場
響
仁

 

中
学
校
の
部 

◆ 

仙
北
市
長
賞

西
明
寺
中
学
校
３
年　
原
雪
乃

◆ 

角
館
図
書
館
後
援
会
長
賞

神
代
中
学
校
２
年　
佐
藤
綺
音

◆ 

仙
北
市
教
育
長
賞

西
明
寺
中
学
校
１
年　
澤
山
心
咲

◆ 

新
潮
文
庫
賞
【
特
別
賞
】

西
明
寺
中
学
校
３
年　
原
雪
乃

（
市
長
賞
も
受
賞
）

 

高
校
の
部 

◆ 

仙
北
市
長
賞

角
館
高
校
３
年　
玉
井
藍
莉

◆ 

角
館
図
書
館
後
援
会
長
賞

角
館
高
校
３
年　
高
橋
那
奈

◆ 

仙
北
市
教
育
長
賞

角
館
高
校
１
年　
門
脇
冴
莉

◆ 

新
潮
文
庫
賞
【
特
別
賞
】

角
館
高
校
３
年　
高
橋
那
奈

（
角
館
図
書
館
後
援
会
長
賞
も
受
賞
）

　
令
和
６
年
度
仙
北
市
読
書
感
想
文
コ
ン

ク
ー
ル
に
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
は
募
集
区

分
が
、
小
学
校
の
部
を
２
学
年
ず
つ
の
３

区
分
か
ら
３
学
年
ず
つ
の
２
区
分
、
高
校

の
部
を
角
館
高
等
学
校
に
在
学
す
る
生
徒

と
仙
北
市
在
住
の
高
校
生
と
し
ま
し
た
。

多
く
の
高
校
か
ら
応
募
が
あ
り
、
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　
審
査
の
過
程
で
、
話
題
に
な
っ
た
こ
と

を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
読
書
に
関
係
す
る
文
章
・
活
動
と
し
て

読
書
感
想
文
・
書
評
・
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
で
読
者
で
あ
る
自

分
と
最
も
深
く
関
わ
る
の
が
読
書
感
想
文

で
す
。
感
想
文
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

む
し
ろ
、
読
書
感
動
文
と
い
う
呼
び
方
が

で
き
る
よ
う
な
内
容
で
他
の
文
章
と
の
違

い
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
作
品
の
多
く

が
、
入
賞
作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

【
小
学
校
低
学
年
の
部
】

　
ど
ん
な
気
持
ち
・
表
情
で
読
み
進
め
て

い
る
の
か
が
感
じ
ら
れ
る
作
品
が
揃
い
ま

令
和
6
年
度 

仙
北
市
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ルし

た
。
読
書
で
育
っ
た
あ
た
た
か
な
心

や
知
的
興
味
が
よ
り
大
き
く
な
っ
て
い

く
こ
と
が
信
じ
ら
れ
る
作
品
で
し
た
。

【
小
学
校
高
学
年
の
部
】

　
最
も
多
様
な
文
種
で
の
感
想
文
が
集

ま
り
ま
し
た
。
一
二
〇
〇
字
以
内
と
い

う
制
限
の
中
で
、
読
書
に
よ
る
感
動

を
多
く
書
き
込
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
構
成
の
工
夫
も
必
要
で
す
。

【
中
学
校
の
部
】

　
手
に
取
っ
た
本
と
の
よ
い
出
会
い
が

あ
っ
た
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
登

場
人
物
や
出
来
事
に
寄
り
添
い
、
自
分

自
身
に
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
書
き
進
め

ら
れ
、
構
成
の
工
夫
が
あ
り
ま
し
た
。

読
ん
で
得
た
感
動
と
じ
っ
く
り
と
向
き

合
う
中
で
、
思
い
を
深
め
て
ほ
し
い
で

す
。

【
高
校
の
部
】

　
話
題
性
に
富
ん
だ
本
を
選
ん
だ
作
品

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
映
像
な
ど
の
他

の
表
現
が
さ
れ
た
も
の
に
関
し
て
も
、

感
想
文
に
書
か
れ
る
の
は
読
書
に
よ
る

感
動
で
す
。
話
題
を
増
や
し
た
こ
と
で
、

伝
わ
る
感
動
が
減
ら
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
た
い
も
の
で
す
。

（
仙
北
市
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
審

査
員
一
同
）

仙
北
市
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
に

応
募
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
へ（
講
評
）

交
通
安
全
の
重
要
性
を
再
認
識

令
和
6
年
度

　
　
　
　
仙
北
市
交
通
安
全
市
民
大
会

　
2
月
21
日
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
市

民
の
総
力
を
結
集
し
て
交
通
安
全
運

動
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

「
令
和
6
年
度 

仙
北
市
交
通
安
全
市

民
大
会
」
が
角
館
樺
細
工
伝
承
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
交
通
安
全
功
労
者
表

彰
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
仙
北
警
察
署

や
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
よ

る
講
演
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
交
通

安
全
の
意
識
を
向
上
さ
せ
る
よ
い
機

【
交
通
安
全
功
労
者
】

山
舘
芳
広 

（
仙
北
地
区
交
通
安
全

協
会
田
沢
支
部
）

草
彅
良
子 

（
仙
北
市
交
通
安
全
母

の
会
）

会
と
な
り
ま
し
た
。
交
通
安
全
功
労

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）田口市長から表彰状を受け取る山舘さん（写真左）と草彅さん（写真右）。

最
後
の
卒
業
生
を
見
送
る

白
岩
小
学
校 

最
後
の
卒
業
式

　
3
月
13
日
、
3
月
末
で
閉
校
す
る
白
岩
小
学
校

で
最
後
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
来
賓
や
保
護
者
を
は
じ
め
、
在
校
生

が
見
守
る
中
、
白
岩
小
学
校
の
最
後
の
卒
業
生
9

人
に
一
人
ひ
と
り
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
鈴
木
徹
校
長
は
、
最
後
の
１
年
の
学
校
行
事
を

振
り
返
っ
た
う
え
で
「
各
行
事
で
全
校
児
童
を
引
っ

張
っ
て
く
れ
た
卒
業
生
9
人
を
私
は
一
生
忘
れ
ま

せ
ん
。
白
岩
小
学
校
の
最
後
の
卒
業
生
と
い
う
誇

り
を
胸
に
、
角
館
中
学
校
へ
飛
び
立
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
は
な
む
け
の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

歴
史
あ
る
雛
人
形
が
並
ぶ

角
館
雛
め
ぐ
り

　
2
月
15
日
か
ら
3
月
3
日
ま
で
、
角
館
町
内
各
所
で
「
角

館
雛
め
ぐ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
雛
め
ぐ
り
は
、
代
々
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
享

保
雛
や
古
今
雛
の
古
雛
を
は
じ
め
、
押
絵
雛
や
土
人
形
な

ど
を
展
示
。
ガ
イ
ド
付
き
雛
め
ぐ
り
や
角
館
押
絵
づ
く
り

体
験
な
ど
も
行
わ
れ
、
多
く
の
訪
問
者
が
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
在
校
生
か
ら
「
一
緒
に
鬼
ご
っ

こ
や
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
し
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
」「
学
習
発
表
会
の
全
校
劇
で
お

手
本
に
な
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と

卒
業
生
へ
感
謝
の
言
葉
を
送
る
と
と
も

に
、
学
校
統
合
後
の
新
し
い
学
校
生
活
へ

の
決
意
を
話
し
ま
し
た
。

　
式
の
最
後
に
は
出
席
者
全
員
で
校
歌
を

斉
唱
し
、
卒
業
生
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

卒業生の 9 人が登壇。

鈴木校長から卒業証書を受け取ります。校長式辞の様子。

ソ－プカ－ビング（石鹸に彫刻する技法）で作ら
れた雛人形。
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相
談

募
集

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室

募
集

相
談
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秋田働き方改革推進支援センター 
無料相談
　労務管理などでお悩みのことはありま
せんか。当センターでは、社会保険労務
士が無料で電話・メールでの相談、個別
訪問支援など、ニーズに合わせた支援を
実施しています。人事、労務、助成金な
どについて、お悩み解決のお手伝いをし
ます。

【相談受付時間】 平日 9:00 ～ 17:00
【相談窓口】 秋田働き方改革推進支援セ

ンター ☎0120-695-783

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

行政に関する相談ごとは
行政相談委員に
　行政相談委員は、総務大臣から委嘱を
受け、国の仕事などについての苦情や意
見・要望を受け付け、皆さんと関係行政
機関との間に立って、その解決を図る「行
政と住民のパイプ役」です。
　仙北市の行政相談委員は次の方で、電
話での相談を受け付けているほか、定例
相談所を開設しています。

【行政相談委員】 ▼《角館地区担当》大楽
進 ☎53-2690 ▼《西木地区担当》芳
賀昭範 ☎48-2359

【4月相談所開設日・場所】 ▼ 17日木・角
館交流センター  ▼ 27日日・市役所桧
木内出張所

【時間】 13:00 ～ 15:00
【問合せ】 仙北市総務課 ☎43-1111

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

仙北市社会福祉協議会
4月の心配ごと相談日
　事前予約制で相談援助活動として心配
ごと相談を行っています。相談日 3 日前
まで予約のご連絡をください。
※民生児童委員が対応します。

【日時・場所】 ▼ 9日水 13:00 ～ 15:00・
田 沢 湖 福 祉 医 療 セ ン タ ー ▼ 10日
木 13:00 ～ 15:00・仙北市社会福祉
協議会角館支所 ▼ 16日 水 13:00 ～
15:00・田沢湖総合開発センター ▼

21日月 10:00 ～ 12:00・仙北市社会
福祉協議会西木支所

【申込・問合せ】 仙北市社会福祉協議会
　 ▼角館支所 ☎52-1624 ▼田沢湖支所 
☎43-1368 ▼西木支所 ☎48-2940

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

令和7年第4回 お薬相談会
　今、服用している薬のこと、ご家族が
服用している薬のことなど、お薬の相談
会を行います。家に残っている薬の整理

（持参した場合）や家庭用医薬品などお
薬のことなら何でも相談にのります。お
気軽にご相談ください。

【日時】 4月22日火 15:00 ～ 16:30
【場所・問合せ】 クオール薬局田沢湖店
　☎43-9189

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

無料法律相談
　市では、法律問題でお困りの方が、お
気軽に法律の専門家（＝弁護士）に相談
できるよう、秋田弁護士会のご協力をい
ただき、無料法律相談を開催します。

【日時】 4 月 30 日水 13:30 ～
【場所】 角館交流センター 第 2 研修室
【相談員】 久島憲晴弁護士
【相談内容】 ▼一般法律相談（法律問題全

般のご相談） ▼サラ金・クレジットなど多
重債務のご相談 ▼中小企業・個人事業
に関するご相談 ▼高齢者・障がい者に
関するご相談 ▼交通事故に関するご相
談 ▼子どもに関するご相談

【申込方法】 総務課総務係に電話で予約
【予約受付時間】 平日 9:00 ～ 17:00
【相談時間等】 1日先着4人。1人30分以内。

（①13:30 ～ 14:00  ②14:05 ～ 14:35 
③14:40 ～ 15:10  ④15:15 ～ 15:45）

【その他】 あらかじめ話の内容をまとめて
きてください。相談に必要と思われる
資料がありましたらお持ちください。

【問合せ】 仙北市総務課 ☎43-1111

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

AIA 国際活動助成金募集
のお知らせ
　秋田県内で国際交流や国際協力・国際
理解などの多文化共生を推進する活動を
行う非営利団体などを対象に、その事業
資金の一部を助成します。

【申請期間】 ▼ 1期：3月1日土 ～ 4月30
日水 ▼ 2期：7月1日火 ～ 8月31日日

【助成金額】 助成対象経費総額のうち上
限5万円

【その他】 詳細については、ホー
ムページをご覧ください。

【問合せ】 公益財団法人秋田県国際交流
協会（AIA） ☎018-893-5499

▼ ▼ ▼ Recruitment募　集

善意ありがとうございます
【仙北市社会福祉協議会へ寄付】
1月受付分　敬称略
◆ 能美忠堯（小勝田下村）

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

「ブラウブリッツ秋田」
ホームゲームに無料で
ご招待！
　仙北市にお住まいの皆さまをブラウブ
リッツ秋田のホームゲームに無料でご招
待。当日は温かいグルメやスタジアムイ
ベントをお楽しみいただけます（11:00
オープン）。ぜひこの機会にサッカー観
戦をお楽しみください。

【日時】 4月29日火・祝 14:00試合開始
【場所】 ソユースタジアム（秋田市八橋運

動公園1-10） バックスタンド自由席
【対戦相手】 徳島ヴォルティス
【申込方法】 二次元コードを読み込み、必

要事項を記入しお申し込みくだ
さい。※抽選100組200人限定

【申込期限】 4月22日火 23:59まで
【問合せ】 株式会社ブラウブリッツ秋田
☎018-874-9777

▼ ▼ ▼ Recruitment募　集

秋田県不動産鑑定士協会
不動産無料相談会
　不動産の売買、賃貸借、相続などの相
談を不動産鑑定士が無料でお受けします。

【日時】 4月24日木 13:30 ～ 16:30
【場所】 角館交流センター 第 2 研修室
【問合せ】 田仲不動産鑑定事務所　　　
☎0187-73-6464

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

おしらせおしらせ
ナビナビ

地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
協
力
を
強
化

日
本
生
命
秋
田
支
社
と

　
　
　
　
　
　
包
括
連
携
協
定
再
締
結

　
2
月
21
日
、
市
役
所
角
館
庁
舎
で
仙
北
市
と
日
本
生
命
保
険
相
互
会
社

秋
田
支
社
と
の
包
括
連
携
に
関
す
る
協
定
の
再
締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
再
協
定
は
、
令
和
３
年
２
月
16
日
付
け
で
締
結
し
た
包
括
連
携
協

定
の
連
携
事
項
に
新
た
に
「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
Ｄ
Ｘ
に
関
す
る
こ
と
」
を
追
加

し
、
市
が
推
進
す
る
Ｐ
Ｈ
Ｒ
（
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ヘ
ル
ス
・
レ
コ
ー
ド
）
事

業
の
更
な
る
普
及
促
進
を
図
る
た
め
、
同
事
業
に
関
す
る
チ
ラ
シ
の
配
布

に
よ
る
周
知
に
協
力
い
た
だ
く
た
め
締
結
し
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
日
本
生
命
保
険
相
互
会
社
よ
り
、
仙
北
市
が
取
り
組
ん
で
い
る

「
優
し
さ
に
あ
ふ
れ
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
お
よ
び
「
観

光
・
国
際
交
流
・
文
化
財
の
保
護
と
活
用
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
推
進
に
よ

る
幸
福
度
Ｎ
Ｏ
．1
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
に
対
し
て
、
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
を
活
用
し
た
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
、
日
高
支
社
長
か
ら
田
口

市
長
へ
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
社
の
日
高
支
社
長
は「
人

口
減
少
が
進
む
な
か
で
、
ヘ

ル
ス
ケ
ア
Ｄ
Ｘ
が
重
要
と
言

え
る
。
引
き
続
き
市
と
協
力

し
な
が
ら
地
域
に
寄
与
で
き

る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
田

口
市
長
は
「
市
民
を
代
表
し

て
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
同

社
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、

市
民
の
方
へ
Ｐ
Ｈ
Ｒ
事
業
に

つ
い
て
広
く
周
知
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

協
定
を
交
わ
し
た
日
高
支
社
長
と
田
口
市
長
。

ビ
ジ
ネ
ス
メ
ー
ク
を
学
ぶ

高
校
生
向
け
社
会
人
メ
ー
ク
ア
ッ
プ
・

　
　
　
　
　
　
　
ス
キ
ン
ケ
ア
講
座

　
株
式
会
社
ポ
ー
ラ
と
仙
北
市

は
、
地
域
に
お
け
る
温
泉
や
自

然
、
資
源
の
有
効
活
用
、
産
業

振
興
お
よ
び
市
民
の
健
康
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

平
成
30
年
5
月
に
健
康
・
美
の

た
め
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
関
す
る

連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
ま

す
。

　
2
月
19
日
に
ポ
ー
ラ
か
ら
講

師
を
招
き
、
角
館
高
校
で
角
館

公
民
館
主
催
の
「
高
校
生
向
け

社
会
人
メ
ー
ク
ア
ッ
プ
・
ス
キ

ン
ケ
ア
講
座
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
講
座
は
、
角
館
高
校
の

3
年
生
を
対
象
に
新
社
会
人

に
ふ
さ
わ
し
い
メ
ー
ク
の
仕
方

や
、
ス
キ
ン
ケ
ア
の
仕
方
を
学

ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　
当
日
は
、
生
徒
17
人
が
参
加

し
、
同
社
の
講
師
が
清
潔
感
が

あ
る
社
会
人
と
し
て
の
ビ
ジ
ネ

ス
メ
ー
ク
を
説
明
。
実
際
に
化

粧
品
を
使
っ
て
参
加
者
に
メ
ー

ク
ア
ッ
プ
方
法
や
ス
キ
ン
ケ
ア

な
ど
を
指
導
し
ま
し
た
。

各
種
サ
ー
ク
ル
の
作
品
な
ど
を
展
示

第
10
回

田
沢
湖
公
民
館
ま
つ
り

　
3
月
5
日
か
ら
7
日
の
3
日
間
、
田
沢
湖

公
民
館
ま
つ
り
が
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
七
宝
焼
や
か
ご
編
み
、
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
な
ど
た
く
さ
ん
の
作
品
が
展
示
さ

れ
た
ほ
か
、
テ
ー
ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
の
無

料
体
験
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
体
験
の
参
加
者
は
、
講
師
の
先
生
の
話
を

聞
き
な
が
ら
思
い
思
い
の
作
品
を
作
っ
て
い

ま
し
た
。
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秋田職業能力開発促進センター
公共職業訓練

【訓練期間】 ▼①②6月3日火 ～ 11月28
日金 6か月

【訓練科・定員】 ① CAD・NC 技術科 /15
人 ②住宅リフォームデザイン科 /15人

【訓練時間】 9:30 ～ 15:40
【場所】 ポリテクセンター秋田（潟上市）
【募集期限】 4月25日金

【受講料】 無料（テキスト代など自己負担）
【応募資格】 ハローワークに求職申込を

された方で、新たな技術・技能を身に
つけて再就職を希望される方

【問合せ】 秋田職業能力開発促進セン
ター（ポリテクセンター秋田） 訓練課 
受講生支援室 ☎018-873-3178

※毎週木曜日に施設見学会を行っていま
す（雇用保険受給中の方は、就職活動
として認められます）。

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonセミナー・教室

▼ ▼ ▼ Recruitment募　集

【問合せ】 自衛隊秋田地方協力本部 大仙地域事務所  ☎0187-63-1313

募集種別 募集期間 試験期日 試験場

・一般曹候補生
3 月 1 日土 ～

5 月 7 日水

5 月 17 日土 ～ 5 月 24 日土

までのいずれか 1 日
個別 Web 試験

・一般幹部候補生
・幹部候補曹

4 月 23 日水 ～
6 月 6 日金

6 月 14 日土
東北森林管理局

（秋田市中通 5-9-16）

令和7年度自衛官等募集採用試験

憲法週間行事「法曹関係
機関の業務を知ろう！」
　憲法記念日（5 月 3 日）を中心とした
5 月 1 日から 7 日までの 1 週間は「憲
法週間」です。
　この憲法週間における記念行事とし
て、説明見学会「法曹関係機関の業務を
知ろう！」を開催します。
　裁判所、検察庁、法務局、法テラスな
どの役割および業務の説明、裁判所の法
廷施設を見学していただきます（裁判傍
聴ではありません）。

【日時】 5月9日金 10:00 ～ 12:00
【場所】 秋田地方・家庭裁判所（秋田市山

王7-1-1）
【定員】 30人（予約制、先着順）
【申込期間】 4月14日月 ～ 4月25日金 

受付時間8:30 ～ 17:00
【申込・問合せ】 秋田地方・家庭裁判所

総務課庶務係 ☎018-803-0181

▼ ▼ ▼ Recruitment募　集

点訳・音訳奉仕員養成講座の開催について
　秋田県点字図書館では、視覚に障がいのある方への情報提供を目的に、点字図書・録
音図書の製作、郵送による貸出など各種サービスの充実に努めています。
　点訳とは活字を点字に、音訳とは活字を音声に変えて視覚に障がいのある方に情報を
伝える作業です。令和 7 年度もボランティアとして協力いただける方を育てる目的で「点
訳・音訳奉仕員養成講座」を開講します。視覚障がい者などの読書環境にご理解いただき、
活動に参加していただける方をお待ちしています。

【事前説明会】 5月8日木 10:00 ～ 11:45（受付期間4月1日火 ～ 5月7日水）
※電話・メールでお申し込みください。

【講座期間・時間】 6月4日水 ～ 11月27日木 ▶点訳…毎週水曜日（全24回）予定 講座
修了後、フォローアップ研修を3回実施予定 ▶音訳…毎週木曜日（全23回）予定 ／ 
いずれの講座も10:00 ～ 12:00

【場所】 秋田県点字図書館（秋田市土崎港南3丁目2-58）
【定員】 各講座10人程度 ※事前説明会終了後、養成講座の申し込みを受け付けます。
【受講料】 無料（テキスト代などは実費）
【その他】 詳細については、当館ホームページをご覧いただくかお問い合わせください。
【問合せ】 秋田県点字図書館 ☎018-845-0031 E-mail tenji@fukinoto.or.jp

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonセミナー・教室

秋田県要約筆記者養成講座（パソコン）のお知らせ
　聴覚障がい者についての理解と知識を深め、情報保障の充実と多様なニーズに対応で
きる要約筆記者の養成を目的に開催します。

【期間・定員】 5月10日土 ～ 10月25日土 全22回 /8人
【場所】 秋田県社会福祉会館（秋田市旭北栄町1-5）ほか
【受講条件】 ①秋田県内在住で満18歳以上の方 ②講座修了後、全国統一要約筆記者認

定試験を受験し、要約筆記者として登録し活動する意思のある方 ③パソコンの基本
操作・タッチタイピング（1分間に60文字）ができ、ノートパソコン（Windows11）
持ち込み可能な方 ④自宅にインターネット環境があり、個人用アドレスで添付ファ
イル送受信可能な方

【受講料】 無料（テキスト代は自己負担）
【申込期限】 4月21日月 
【申込・問合せ】 秋田県聴覚障害者支援センター ☎018-874-8113 FAX018-862-

1820 E-mail akita-chokaku@fukinoto.or.jp
▼ ▼ ▼Seminar&Lessonセミナー・教室 ▼ ▼ ▼ Recruitment募　集

【申込期間】 4月14日月～ 5月9日金　
【申込先】 在宅者▶身体・知的障がい者→仙北市社会福祉課 ▶精神障がい者→仙北地域振

興局福祉環境部 学校在学者および障がい者施設利用者→学校および障がい者施設
【問合せ】 一般社団法人秋田県障害者スポーツ協会 ☎018-864-2750

期日 競技 会場

8 月 23 日土

一般卓球 秋田テルサ 体育館

ボッチャ
秋田県心身障害者総合福祉センター 体育館
秋田県社会福祉会館 展示ホール

9 月 13 日土

アーチェリー 秋田県勤労身体障害者スポーツセンター グラウンド

サウンドテーブルテニス 秋田県心身障害者総合福祉センター 体育館

ボウリング ロックンボウル

9 月 20 日土

陸上競技 秋田県立中央公園 陸上競技場

フライングディスク 秋田県立中央公園 球技場

バレーボール（精神障がい） 秋田県立体育館

9 月 27 日土 水泳 秋田県立総合プール サブプール

第23回秋田県障害者スポーツ大会 角館まちづくり地域運営体主催
古城山から桜を愛でる会
参加者募集

【日時】 4月19日土 9:30 ～ 12:00
【集合場所】 古城山駐車場
【申込方法】 住所、氏名、電話番号を申

込先までお知らせください。
【申込期限】 4月17日木 15:00
※保険加入の手続きの関係から、期限厳

守でお願いします。
【内容】 古城山を散策し、色々な草花を観

賞したり、山頂から角館の桜を愛でて
楽しみます。

【服装】 山歩きできる服装での参加をお願
いします。

【参加費】 1,000円（おにぎり・お茶付き）
【申込・問合せ】 角館まちづくり地域運

営体 ☎55-4808 FAX42-8324
※熊対策を取りながら実施しますが、万

が一熊が出没した場合、中止となる可
能性があることをご了承願います。

▼ ▼ ▼ Recruitment募　集

さわやかボランティア「ひまわり」
主催
足マッサージ（足操術）
のご案内
　さわやかボランティア「ひまわり」で
は、いつまでも元気で自立した生活を送
るために足マッ
サージ教室を開
催しています。
足腰が痛い、足
のむくみが気に
なる、足先が冷
えるなど、自分
でできる足マッ
サージをみんな
とお話ししなが
ら、体験しませ
んか。

【日時】 4月3日、17日10:00 ～ 12:00
　（毎月第1・3木曜日）
※事前の連絡は不要、祝祭日・お盆はお

休みします。
【場所】 健康増進センター 交流プラザ
【持ち物】 タオル、飲み物
【参加料】 月100円 
【問合せ】 坂本 ☎090-5593-7113

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonセミナー・教室

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

樺細工で生まれ変わった  奇跡のピアノコンサート vol.14
　神代小学校改築の際、廃棄される予定
だったピアノで演奏されます。美しい樺細
工と音色をお楽しみください。

【4月12日土 】佐市（ピアノ）
　月の光（ドビュッシー）、幻想即興曲（ショ

パン）ほか
【4月13日日 】菅原寿恵（フルート）・山崎

圭子（ピアノ）
　ロマンス（サン＝サーンス）、ミニヨンの

主題による幻想曲（タファネル）ほか
【4月19日土 】斎藤洋（ピアノ）
　小犬のワルツ（ショパン）、ジュ・トゥ・

ヴ（サティ）ほか
【4月20日日 】齋藤琴美（メゾソプラノ）・

三浦央典（カウンターテナー）・大谷祥子
（ピアノ）

　春の信仰（F. シューベルト）、春よ（P.A. ティリンデッリ）、さくら横ちょう（別宮貞雄）ほか
【4月25日金 】山田朗子（ピアノ）
　日本の四季（山田朗子／編）、月の光（ドビュッシー）ほか

【4月27日日 】近藤美穂子（ピアノ）
　映像第1集より I. 水の反映（ドビュッシー）、ロマンス（武満徹）ほか

【4月29日火･祝  】秋田県立大曲高等学校合唱部〈指揮：渡邉雄大（大曲高校教諭）・ピア
ノ：倉持千惠子〉《花（武島羽衣／詞 瀧廉太郎／曲）、宿命（藤原聡／詞・曲）、愛を込
めて花束を（越智志保・多保孝一・いしわたり淳治／詞 多保孝一／曲）ほか》

【時間】各日とも 13:30 ～ 14:10
【場所】角館町平福記念美術館
【入場料】無料 ▼ピアノのメンテナンスのため募金箱を設置しています。ご協力いただ

けたら幸いです。 ▼館内の展示をご覧いただく場合は観覧料が必要となります。 ▼駐
車場は美術館向かい大駐車場（有料・１日500円）をご利用ください。

【問合せ】Oto を楽しむ会～古きピアノに樺のアート・プロジェクト～
　 ▼安藤 ☎090-2989-2918  ▼倉持 ☎090-5233-6127
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▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

知っていますか？建退共制度！
　建退共制度は、中小企業退職金共済法に基づき建設現場労働者の福祉の増進と建設業を
営む中小企業の振興を目的として設立された退職金制度です。事業主の方々が、労働者の
働いた日数に応じて掛金となる共済証紙または退職金ポイントを積み立て、その労働者が
建設業界で働くことをやめたときに建退共から退職金を支払う業界全体の退職金制度です。

【特徴】 ▶国の制度なので安全、確実、申し込み手続きは簡単です。 ▶経営事項審査で
加点評価の対象となります。 ▶掛金の一部を国が助成します。 ▶掛金は事業主負担と
なりますが、法人は損金、個人では必要経費として扱われ、税法上全額非課税となります。 
▶掛金は、インターネットを利用した電子申請での納付も可能です。 ▶事業主が変わっ
ても退職金は企業間を通算して計算されます。
※詳細は、建退共ホームページ（https://www.kentaikyo.taisyokukin.go.jp/）

【問合せ】 建退共秋田県支部 ☎ 018-823-5495

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

学生服リユース事業（み
んクロ）についてお知ら
せ
　仙北市社会福祉協議会では、学生服リ
ユース事業を行っていますが、4 月から
制服の譲渡を常時行うことにしました。
いつでもご連絡をいただければ、学生服
などをお渡しできます。必要な方は、ぜ
ひご連絡ください！
　また、ご家庭にサイズが合わなくなっ
たり、卒業して着なくなった学生服や体
操着はありませんか？回収も行っていま
すので、ご協力をお願いします。

【譲渡場所】 仙北市社会福祉協議会西木
支所（西木町桧木内字高屋110-2）

※事前に公式 LINE または電
話でご連絡ください

【問合せ】 仙北市社会福祉協議会 地域福
祉課 ▼ 角館支所 ☎52-1624 ▼ 田沢
湖支所 ☎43-1368 ▼西木支所 ☎48-
2940

↑制服リユース公式 LINE 二次元コード

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

　介護保険料は、6 月に決定される住民税の課税状況などによって、7 月にその年度に
納める金額（確定保険料）が決まりますので、8 月・10 月・12 月・2 月の金額は 7 月
の通知書によりお知らせします。確定保険料での徴収ができない４月・６月は、令和７
年２月の保険料額と同じ金額での徴収となります。
　なお、４月から初めて特別徴収が開始される方には通知書をお送りしていますが、昨
年度から引き続き特別徴収されている方には、お送りしていませんのでご了承願います。

介護保険事務所からのお知らせ

4月・6月に特別徴収（年金から差し引き）される金額は、
令和7年2月と同額です

４月 6月 8月（※） 10月 12月 2月
12,000円 12,000円 16,000円 14,000円 13,000円 13,000円

令和7年2月の保険料額と
同額です。 7月の通知書によりお知らせします。

【問合せ】 ▼介護保険事務所 保険給付班 ☎0187-86-3911 
　 ▼仙北市長寿支援課 ☎43-2281 ▼仙北市包括支援センター ☎43-2283

～ 65歳以上の方で介護保険料が特別徴収
（年金から差し引き）されているみなさんへ～ 

例えば…

（※）4 月から 8 月までの間で保険料年額（上記例では 80,000 円です）のおよそ半分
　　の額となるように、8 月分で調整します。また、10 月分では 1,000 円未満の端数
　　が調整されます。なお、上記金額はあくまでも一例です。

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

令和7年度戦没者慰霊巡
拝の実施について
　厚生労働省では、ご遺族を対象とした
旧主要戦域などでの慰霊巡拝を実施して
います。令和 7 年度は次の地域で実施予
定ですので、参加を希望される場合は担
当までお問い合わせください。

【実施地域】 中国、インドネシア、東部
　ニューギニア、カザフスタン、ウズベ
　キスタン、トラック諸島、硫黄島、パ
　ラオ諸島、フィリピン

【問合せ】 秋田県健康福祉部 福祉政策課
　監査・援護チーム ☎ 018-860-1318

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

「あじさいぶらっとサロ
ン」のご案内
　「あじさいの会」は、子どもたちが健
やかに育ち幸せな未来につながるようと
もに考え、語り合いながら歩む仲間です。
親と子の悩みを一緒に考えませんか。プ
ライバシーに配慮しますので、安心して
ご参加ください。

【日時】 4月9日、23日 10:00 ～ 12:00
　（毎月第2・4水曜日）

【場所】 ちば珈琲店（角館町竹原町）
【参加料】 300円（事前連絡は不要）
【問合せ】 ▼安藤 ☎090-2989-2918 ▼伊

藤 ☎090-3363-4391 ▼千葉 ☎090-
6686-7301（ちば珈琲店） 八乙女 YOSAKOII 祭

　県内外からよさこいチームが集い、熱
く激しく大迫力のステージを繰り広げま
す。キレのある演舞と大旗の共演が見ど
ころです。圧巻のパフォーマンスをお楽
しみください !

【日時】4月19日土 11:30 ～ 15:45
【場所】道の駅なかせん前 県道256号土

川中仙道路特設会場
【観覧料】無料
【問合せ】八乙女 YOSAKOI 祭実行委員

会 桜秀心舞 秋山勝紀 ☎090-2999-
2787

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

労働保険の手続きは電
子申請でカンタン・便利
に！
　労働保険（労災保険と雇用保険の総称）
に関する申請や届出については、書面で
の手続きのほか「電子申請」を使うこと
で、インターネットを経由して「カンタ
ン・便利」に手続きすることができます。
　初期設定や操作に不安がある方に対し
ては、無料で電子申請をお手伝いするア
ドバイザー事業も行っています。
　ムダな時間やコストを削減できる電子
申請をぜひご利用ください。詳しくは、
お問い合わせください。
※厚生労働省ホームページに「労働保険
　の電子申請にかかる特設WEBサイト」
　を開設しています。

【問合せ】 秋田労働局 総務部労働保険徴
　収室 ☎ 018-883-4267

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

交通ルールを知る、守る。安全・安心の第一歩！
4月6日～ 15日 春の全国交通安全運動
　交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習
慣付けるとともに、自身による道路交通環境の改善に向けた取り組みを推進することに
より、交通事故防止の徹底を図ることを目的としています。次の重点項目を徹底し、交
通安全を心がけましょう。

【重点項目】 ▶こどもを始めとする歩行者が安全に通行できる道路交通環境の確保と正
　しい横断方法の実践 ▶歩行者優先意識の徹底とながら運転などの根絶やシートベル
　ト・チャイルドシートの適切な使用の促進 ▶自転車・特定小型原動機付自転車利用
　時のヘルメット着用と交通ルールの遵守の徹底 

ー 4 月 10 日木は「交通事故死ゼロを目指す日」 ー
【問合せ】 仙北市生活環境課 ☎43-3308

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

講演会「どうして戦争し
ちゃいけないの？」
　「戦争と平和について学ぶ」をテーマ
に、埼玉県在住の元イスラエル兵士で家
具作家のダニー・ネフセタイ氏を講師に
迎えて講演会を開催します。

【日時】 4 月 19 日土 14:00 ～ 16:30
　（13:30 開場）

【場所】 横手市生涯学習館あおーな 1 階
　スタジオ（横手市駅前町 2-12）
※横手駅東口市営駐車場をご利用くださ
　い。1 時間 100 円（2 時間まで無料）

【入場料】 無料（申込不要）
【問合せ】 菊池香円 ☎ 080-5542-6642

←「労働保険の電子申請にかかる
　 特設 WEB サイト」はこちら

きもの散策kakunodate
～ IN 小野崎家
　角館の桜の美しい季節に武家屋敷通り
にてきもので楽しみませんか。

【日時】 4月19日土 ▼ 10:00 ～ 12:00着
付け ▼ 12:00 ～ 13:00お弁当（お抹茶
とお菓子） ▶13:00 ～ 15:00散策

※着付け不要の方は、12:00からご参加
ください。

【申込期限】 4月15日火※お弁当2,000円
【申込・問合せ】 竹谷☎080-8216-6829

（ショートメッセージで送信ください）

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

4月6日～ 12日 春の火災予防運動
　全国統一防火標語「守りたい 未来があるから 火の用心」
のもと、令和 7 年秋田県春の火災予防運動が実施されます。
この運動は、火災が発生しやすい時季を迎え、火災予防思
想の一層の普及と火災の防止、高齢者を中心とする犠牲者、
財産の損失を防ぐことを目的としています。次の 4 つの習
慣と 6 つの対策を心がけ、火の取り扱いには十分注意して
ください。また、防災無線の廃止にともない、早朝のサイレン吹鳴は行いません。

【4 つの習慣】 ▶寝たばこは絶対にしない、させない ▶ストーブの周りに燃えやすいも
　のを置かない ▶コンロを使うときは火のそばを離れない ▶コンセントはほこりを清
　掃し、不必要なプラグは抜く

【6 つの対策】 ▶火災の発生を防ぐために、ストーブやコンロなどは安全装置の付いた
　機器を使用する ▶火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し 10
　年を目安に交換する ▶火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類お
　よびカーテンは、防炎品を使用する ▶火災を小さいうちに消すために、消火器など
　を設置し、使い方を確認しておく ▶お年寄りや体の不自由な人は、避難経路と避難
　方法を常に確保し、備えておく ▶防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地
　域ぐるみの防火対策を行う

【問合せ】 仙北市総合防災課 ☎ 43-1115

You はどこから仙北へ？角
館にいる外国人観光客へイ
ンタビューしてみよう！
　街中で海外の方を見かける機会は少な
いもの。出会っても話しかける勇気がでな
い…そんなことはありませんか？このイ
ベントでは、ぜひ一歩を踏み出して、笑
顔で hello ！とあいさつしてみましょう！

【日時】4月26日土 10:00 ～ 12:00
【場所】武家屋敷周辺
【対象】5歳～中学生（先着10人）
※未就学児は保護者同伴でお願いします。

【その他】参加料や申し込み方法など、詳
細 は、instagram《suisui_academy》
をご覧ください。

【問合せ】株式会社リベンリ秋田スイス
イアカデミー ☎050-3154-1080

▼ ▼ ▼ Eventsイベント



門脇キミ子 （90 歳・田沢字春山）

髙橋ツタ　 （98 歳・生保内字上堂田）

堀川義美　 （73 歳・生保内字下高野）

渡邊カヨ　 （96 歳・生保内字上清水）

宮田良美　 （63 歳・生保内字武蔵野）

五十嵐リツ （94 歳・生保内字武蔵野）

髙橋三郎　 （76 歳・生保内字街道ノ上）

須田正　　 （77 歳・生保内字小杉沢口）

浦山英之助 （93 歳・田沢字鎧畑）

石川清子　 （75 歳・田沢字打野）

羽川セイ　 （95 歳・田沢字沼田）

藤川繁子　 （94 歳・角館東前郷字六丁野）

工藤清悦　 （90 歳・岡崎字新屋敷）

細川ヨシ　 （99 歳・神代字古館野）

藤谷隆　　　 （87 歳・神代字柏林）

粟津芙沙子　 （78 歳・神代字柏林）

藤原秋夫　　 （72 歳・神代字街道南）

髙　節　　　 （98 歳・梅沢字西田）

柏谷ミツ子　 （92 歳・下中町）

村山ユキ　　 （88 歳・七日町）

市田眞智子　 （73 歳・山谷川崎東雫田）

辻󠄀榮作　　　（73 歳・小勝田小倉前）

菅原竹志　　 （86 歳・西長野古米沢）

茂木ハルヱ　 （104 歳・西長野桂渕）

佐藤イト子　 （89 歳・西長野高森）

菅原一善　　 （89 歳・雲然田頭）

雲雀長四郎　 （90 歳・薗田銭神）

草　京子　　 （95 歳・広久内下タ町）

田沢湖 10,095 人
角　館 12,271 人
西　木   4,548 人

46 人

人の動き　　　（　）内は前月比
（令和 7 年 3 月 1 日現在）

出生
4 人 24 人

死亡 転入 転出
38人

人口 22,750 人
（－ 56）　

男  10,569 人 （－ 29）
女  12,181 人 （－ 27）

世帯数 10,217 世帯 （－ 25）

戸籍の戸籍の
  窓口から窓口から

――22月届出分・敬称略―月届出分・敬称略―

田沢湖   8,527 人
角　館 10,578 人
西　木   3,645 人

浦山茉
ま ゆ

侑 （友太・生保内字源左ェ門野）

田口未
み い

依 （拓弥・生保内字宮ノ後）

細川采
と あ

愛 （翔・上菅沢）

鈴木政
まさむね

宗 （一樹・門屋字六本杉）

4/ 1      ～5/         1  

※表記の価格はすべて税込価格です。

informationおもてなしせんぼく耳より情報

仙北市カレンダー

より多くの人へ適切に情報をより多くの人へ適切に情報を
伝えられるように配慮した見伝えられるように配慮した見
やすいユニバーサルデザインやすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。フォントを採用しています。
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２

３
●こころの相談（角館庁舎 10:00 ～、11:00 ～、13:30 ～、14:30 ～ ）

●足マッサージ（足操術）（田沢湖健康増進センター交流プラザ 10:00 
～ 12:00）

４

５

●企画展「打掛展」（角館樺細工伝承館 9:00 ～ 16:30）

●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00 ～ 12:00）
●おはなしかいうさぎのみみ（学習資料館 10:00 ～ ）
●館蔵品展～贈られたもの 伝えられたもの～（新潮社記念文学館）

６ 　　　　　富永歯科医院（美郷町六郷・☎ 0187-84-0123）

　  7    
８ ●水墨の美ー穂庵・百穂父子墨画展ー（角館町平福記念美術館）

９
●かだれ !（田沢湖健康増進センター10:00 ～ 15:00）
●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖福祉医療センター
13:00 ～ 15:00）
●あじさいぶらっとサロン（ちば珈琲店・角館町竹原町 10:00 ～
12:00）

１０
●すくすく成長記録 Day（さくラッコ 10:00 ～ 11:00）
●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（社会福祉協議会角館支所
13:00 ～ 15:00）

１１

１２
●刺巻水ばしょう祭り
●かたくり群生の郷
●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00 ～ 12:00）
●奇跡のピアノコンサート vol.14（詳しい場所などは47ページをご
覧ください）

１３ ●春の写真教室（角館公民館 10:00 ～ 12:00）
　　　　　はら歯科医院（大仙市大花町・☎ 0187-88-8418）

１４
１５ ●角館の桜まつり

●若者の居場所（角館交流センター 14:00 ～ 16:00）

１６
●えくぼの会（角館交流センター 10:00 ～ 14:00）
●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター
13:00 ～ 15:00）

１７
●行政相談所開設日（角館交流センター 13:00 ～ 15:00）
●足マッサージ（足操術）（田沢湖健康増進センター交流プラザ 10:00 
～ 12:00）

●発行・編集　仙北市役所総務課文書広報係　●発行日　1 日
●〒 014-1298　秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後 30 番地　● TEL 0187-43-1111　● FAX 0187-43-1300
● E-mail　semboku@city.semboku.akita.jp　● facebook　https://www.facebook.com/sembokucity　
● URL　https://www.city.semboku.akita.jp/　●印刷　㈱仙北印刷所

１８
●こころの相談（角館庁舎 10:00 ～、11:00 ～ ）
●笑いの会（健康管理センター 9:40 ～11:30）
●わくわく広場（さくラッコ 10:30 ～ 11:30 ／ 13:30 ～ 14:30）

１９
●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00 ～ 12:00）
●おはなし玉手箱（田沢湖図書館 10:00 ～ ）
●古城山から桜を愛でる会（古城山駐車場 9:30 ～ 12:00）
●きもの散策 kakunodate ～ IN 小野崎家（詳しい場所などは48ペー
ジをご覧ください）

２０
●春の一斉クリーンアップ（詳しい場所などは24ページをご覧ください）

　　　　　さくら歯科医院（角館町・☎ 0187-54-2747）

２１ ●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（社会福祉協議会西木支所
10:00 ～ 12:00）

２２ ●お薬相談会（クオール薬局田沢湖店15:00 ～ 16:30）

２３
●かだれ !（田沢湖健康増進センター10:00 ～ 15:00）
●あじさいぶらっとサロン（ちば珈琲店・角館町竹原町 10:00 ～
12:00）

２４ ●不動産無料相談会（角館交流センター 13:30 ～ 16:30）

２５ ●あつまれ！0 歳児！！（さくラッコ 10:00 ～ 12:00）

２６
●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00 ～ 12:00）
● Youはどこから仙北へ？角館にいる外国人観光客へインタビュー
してみよう！（武家屋敷周辺 10:00 ～ 12:00）

２７ ●行政相談所開設日（市役所桧木内出張所 13:00 ～ 15:00）
　　　　　髙橋歯科医院（大仙市神宮寺・☎ 0187-72-3211）

２８ ●こころの相談（角館庁舎 10:00 ～、11:00 ～、13:30 ～、14:30 ～ ）

２９

３０
●花のブローチ作り教室（田沢湖総合開発センター 13:30 ～ 15:30）

●無料法律相談（角館交流センター 第2研修室 13:30 ～）
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阿部美惠子　 （88 歳・上桧木内字坂本）

扇田敏男　　 （76 歳・上桧木内字坂本）

鈴木良子　　 （92 歳・上桧木内字比内沢）

中村ミヱ　　 （90 歳・桧木内字吉田）

藤木トミ子　 （93 歳・桧木内字松葉）

西宮彌一郎　 （82 歳・門屋字上門屋）

佐藤隆一　　 （72 歳・門屋字屋敷田）

吉田邦英　　 （86 歳・小渕野字山崎）

火 44木
おたんじょうおめでとう　…氏名（保護者・住所）

おくやみもうしあげますおくやみもうしあげます　　…氏名（年齢・住所）…氏名（年齢・住所）

金
火

水

金

木

日

休日歯科  ：休日歯科当番医（診療時間：9:00 ～ 12:00）休日歯科

休日歯科

木 KJ　これまで広報作成
のいろはを教えていただ
いた先輩が異動すること
になってしまいました。

本当にありがとうございました。気
持ちも新たに、正確で読みやすい
広報を目指し頑張っていきたいと思
います。

広報担当者の
広報担当者の

つつ
ややきき

ぶぶ

MI　これから桜
や水ばしょう、か
たくりなど色鮮や
かな季節が到来し

ます。きれいな写真をみなさ
まへお届けできるように頑張
ります！…と意気込んでいる
私は花粉症と格闘中です。

TS　4 月は新しい出会いの
季節です。私も人事異動で
広報担当から異動すること
になり、新しい生活がスター

トします。これまで、月2 回から月1
回の発行になり、さらにはモノクロ印
刷での発行、現在は2 色印刷での発行
と、いろいろな経験をさせていただき
ました。ありがとうございました。

水

土

月

火

金

木

土

土

日

月

火

木

金

水

土

日

月

火

休日歯科

休日歯科

休日歯科

日

月

水

火

木

木

水

～ 5 月5日まで 

～ 28日まで 

P15

P15

P15

P32

P32

P32

P32

P32

P32

P32

P36

P36

P36

P38

P38

P29

P39

P39

P39

P39

P39

P39

P39 ～ 8 月24日まで 

P45

P45

P45

P45

P45

P45

P45

P45

P45

P46
P47

P47

P47 ～ 29日まで 

P48

P48P49

P32

～ 6 月15日まで 

P29 ～ 6 月22日まで 

P24

P49

 温泉営業再開のお知らせ
大浴場天井塗装工事のため、休業しておりました温泉営業を工期を
終え、無事再開いたしました。
ご不便をおかけしましたが、皆さまのご来館お待ちしております。

 春の「お花見弁当・オードブル」ご予約承り中！
お祝い、お花見など各種ご会食用にぜひご利用ください。
弁当　2,500円 ～ ／ オードブル　6,000円 ～
上記はお引き取りのみの対応となります。
詳しくはお問い合わせください。
 「温泉プール」好評営業中！
体力作り、運動不足解消やリフレッシュにぜひご利用ください。
▶営業時間
平日13:30 ～ 20:00 ／土日祝日10:00 ～ 12:00、13:30 ～ 17:00
▶利用料金
大人 400 円／小・中学生 200 円

 4 月のメンテナンス休館日はありません。

ク 西木町門屋字屋敷田 83-2　☎ 47-2010
時 6:00 ～ 21:00リオン

角館町西長野古米沢 30-19　☎ 55-5888
　 8:30～21:30

 日帰り休憩プラン ご予約は 4 名様より
特製弁当　3,900 円 ／ 特撰会席　4,900 円 ／ 旬彩御膳　5,900 円
 秋田県在住者限定プラン ～ 4 月10 日㈭まで
▶1泊朝食付プラン　  7,500 円
▶1泊 2 食プラン　　10,500 円
　きりたんぽ鍋・鶏塩鍋・赤魚味噌鍋の中から選択できます。
▶1泊 3 食プラン　　12,500 円　チェックアウト 12 時
　きりたんぽ鍋・鶏塩鍋・赤魚味噌鍋の中から選択できます。
　翌日の昼食は、うどんまたはそば。
※休前日1,100 円追加。2 名様以上でお申し込みください。

花 葉館

 4 月14 日（月）より全館フルオープンとなります。
▶営業時間
平日10:00 ～ 16:00 ／土日祝日10:00 ～ 17:00
▶定休日
毎週水曜日
皆さまのご来店お待ち申し上げております！

ートハーブハ
 仙北市民憩いの日  今月は 26 日㈯
仙北市民入浴料半額にてご利用いただけます。
※仙北市民と確認できるものを持参ください。
 4 月の定休日は9 日㈬・23 日㈬です。

風の湯 田沢湖生保内字武蔵野 111-8　☎ 43-2133
時 7:00 ～ 21:00（受付終了 20:00）東

宮家 角館町田町上丁 11-1　☎ 52-2438
時 10:00 ～ 17:00西

 レストラン（北蔵）の営業時間について
▶カフェ　10:00 ～ 17:00（LO.16:00）
▶お食事　11:00 ～ 16:00（LO.15:00）

 4月の休館日は2 日㈬です。
 ※レストラン席の空き状況など、事前にご確認をお願いします。

田沢湖田沢字潟前 78　☎ 43-2424
時平日10:00 ～16:00 ／土日祝10:00 ～17:00
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